















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　改めて









「……っ!?　……きゃああああああああああああああっ！」

　目を覚ましてのリーゼロッテの第一声は、ここリーフェンシュタール侯爵家から、歩けば一〇分ほどかかる王城まで届くのではないかというほどの、大きな悲鳴だった。

「まあ、箱入りの侯爵令嬢が、最愛の婚約者とは言え男にお姫様抱っこされていることに気がついたら、こうなるよな」

「よりにもよってベッドに降ろそうとしている途中で目覚めましたからねー。こうなった経緯もわからないでしょうし、寝起きで頭もはっきりしてないでしょう。混乱して当然です」

　どこか楽しげなエンドー様とコバヤシ様のお言葉を聴きながら、私は冷や汗をかく。

　確かにこの状況はまずい。ええと、いったいなにから説明すれば……。

「なに、なんで、殿下が。私は、なにを。ここは、なにが、どうして」

　ベッドの上で赤くなったり青くなったりしながらうろたえるリーゼロッテと、彼女をとりあえずベッドに降ろした後はただ硬直した私。彼女の父であるリーフェンシュタール侯爵は、どうしようもない私たちにだろう、深いため息を吐つき、口を開く。

「学園で気を失ったお前を、ジークヴァルト殿下がここ、お前の自室まで送り届けてくださったんだ。この部屋には、私がお通しした。原因は過労と睡眠不足らしいから、すこし落ち着きなさい、リーゼ。いきなり動いては、また倒れかねない」

「あ……。も、申し訳、ありません……」

　侯爵の言葉で幾分か冷静さを取り戻したらしいリーゼロッテは、そう言いながら私に頭を下げた。その顔色は、まだあまり芳しくない。

　彼女は【古いにしえの魔女】に悪夢を見せられ続け、弱り、先刻学園で気を失った。魔女の目的はリーゼロッテの精神を疲弊させ、その肉体を乗っ取ることらしい。

　神々の祈りが通じたおかげか、私が彼女を思ったからか。私が彼女を抱きしめるうちに、彼女はふいに表情をやわらげ、うなされる様子は見られなくなった。そして神々は、今後も私がしっかりとリーゼロッテを思っていれば大丈夫だとおっしゃるが、油断はできない。

「リゼたん、まだ少し弱ってますね……。単純にまだ睡眠不足が解消してないせいかもしれませんが……。無理にさっきのことを思い出させない方が良いかもしれません。不安を煽あおらない方が良いでしょう」

　コバヤシ様は、リーゼロッテを労いたわるようにそう言った。

　そこで私は、私の知る事情を、リーゼロッテにも、侯爵にも、少なくともこの場では秘しておくことに決める。私はできる限り柔らかく微笑ほほえみ、そっと告げる。

「謝る必要なんてないよ、リーゼロッテ。私は、君の婚約者なんだから。むしろ、驚かせてごめんね。まだ顔色も良くないし、ゆっくり休んだほうが良い」

「あ……、ありがとう、ございます……」

　リーゼロッテは、恥じ入るようにうつむきながらそう言った。

「リーゼ、その格好のままでは休めないだろう。今人を呼んで来よう。申し訳ありませんが、殿下はすこし、娘についていてやってください。どうも、リーゼはえらく心細いようですので」

　侯爵は苦笑しながら、ドレス姿のままのリーゼロッテと、私に向かってそう言った。

　意味あり気な彼の視線の先を見ると、リーゼロッテの指先が、私の服の裾すそをつかんでいる。

「ち、ちが……！」

　リーゼロッテは短く叫ぶと、慌てたように手を放した。そんな彼女の様子にますます笑った侯爵は、さっさと部屋を出て行ってしまう。

　残されたリーゼロッテはふるふると首を振りながら、私に弁解しようと、叫ぶ。

「殿下、誤解なさらないでくださいまし！　これは、その……、夢、夢のせいですから！　夢見が悪かったせいで、なんとなく不安、……いえ、夢などこわくはないのです！　私にこわいものなど、もうなにもないのです！　ただ殿下が離れてしまうかと思うとそれだけは……、……っ！」

　リーゼロッテはそこまで言うと、慌てて自身の口を押さえて言葉を止めた。

「ちっとも誤解じゃない件」

「やはりリゼたんにとって恐ろしいことは、ジークが離れて行ってしまうことだけということですね。ジーク、事実、リゼたんはあなたさえ傍そばにいれば、絶対に古の魔女なんかには負けないはずです」

　エンドー様がぽそりと、コバヤシ様が淡々と指摘した。

　うん、リーゼロッテの言う誤解の意味はわからないが、彼女が私を思ってくれていることと、彼女のかわいさだけは十二分に伝わってきた。

　私がリーゼロッテのかわいさに震えていると、いきなり勢いを増したコバヤシ様のお声が響く。

「なので、ジークは今後もしっかりリゼたんを甘やかして！　ばっちり彼女の気持ちを安定させて！　彼女の【破滅】を防ぐのです！　そしてついでに、諸悪の根源の魔女は、完膚なきまでにボコボコにしてやりましょう！」

　はい、絶対に。

　私は声には出さずに、神々に誓う。リーゼロッテを、破滅なんてさせないと。

　その時私の沈黙をどう受け取ったのか、リーゼロッテは弱々しく口を開く。

「違う、違うんです……」

　真っ赤な顔も、涙目も愛らしいが、彼女を不安にさせたいわけではない。

　私はぽんぽんと彼女の頭を撫なでて、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

「まだ少し、混乱しているのかな。大丈夫だよ、私は君の傍にいるから。まあ、今日はしっかり休んでもらいたいから、侯爵が戻ってきたらお暇いとまさせてもらうけど……。私たちは、婚約者同士なんだから。たとえ一時距離が離れても、本当の離別はあり得ない。そうでしょう？」

「殿下……」

　リーゼロッテはぽつりとそう言うと、ほっとしたように肩の力を抜いた。

「そう……、そうですよね。私は、あなたの婚約者、ですものね……」

「ジークの頭ぽんぽんからの、リゼたんの控えめな笑顔と桜色のほっぺ……！　もう、かわいいしかない……！　尊い……！」

　コバヤシ様は、なぜか苦しげにそう呟つぶやいた。女神のお言葉の通り、普段気の強いリーゼロッテの控えめに嬉うれしそうにする反応は、えらく愛らしかった。この部屋の空気が、どこか和やかにゆるんだように感じられるほどに。

　私は彼女と微笑みあいながら、この温かい日常を守っていこうと、リーゼロッテの破滅なんて絶対に実現させないと、改めて決意した。








◆◆◆　異世界の命運を握る神々の会議









　夏休みが明けて新学期の初日。

　遠えん藤どう碧あお人とと小こ林ばやし詩し帆ほ乃のは小林家のリビングのダイニングテーブルに向かい合って座っていた。

「それでは、【異世界の命運を握る神々の会議】を──、始めましょう」

　詩帆乃が重々しい声音で、えらく真剣な表情でそう言うと、碧人も同じく真剣な表情で、ゆっくりとうなずいた。

　まっすぐに見つめあう彼と彼女。

　その会議の重要性を示すかのような張り詰めた空気の中で、先に耐え切れなくなったのは、彼の方だった。

「……くっ、はは！」

「……ふ、ふふふっ！　……もー！　あっちの世界にとってはそれぐらい大切な作戦会議だって言い出したの、遠藤くんのくせにー！」

　そう言って、実際のところはただの高校生である彼と彼女は、笑いあった。

　二人が囲むテーブルの上には、まだ食べかけの昼食。

　新学期初日の今日、二人は高校が半日で終了したために小林家に集合した。そして現在、コンビニで買ってきた昼食を食べながら雑談しているだけというのが、この会議の実情だった。

「まあ、とりあえずジークとリゼたんもいい感じだし、【最高を越えた最高のハッピーエンド】、近づいて来てるからね！　楽しんでいきましょー！」

　心底楽しそうに詩帆乃がそう言うと、碧人も朗らかに笑い、肩の力の抜けた様子でうなずいた。

「そうだな。うん、あのお姫様だっこは良かった。あれでジークに事情も明かせたし、リーゼロッテも落ち着いたみたいだし、小林さんもすげー楽しんでたし」

「そ、その節は、大変なご迷惑を……」

　碧人の言葉で、先日興奮のあまり彼の背中をばしばしと叩たたきまくったことを思い出した詩帆乃は、気まずげに頭を下げた。

　実際背中は大変痛かったが、それでもそこまで彼女が嬉しそうだったことしか印象に残っていなかった彼は、気にしていないことを示すように首を振る。

「いや、小林さんそんなに力強くないし、平気。まあとにかくリーゼロッテのメンタル面はもうよさそうだとして、あとは憑ひよう依い失敗するであろう古いにしえの魔女をどう叩くか、だよな？」

「そう。あっちの世界もそろそろ秋で、秋の終わりには魔女が復活だからね。フィーネたちの戦力の増強が必要だと思う。一人も死なせないのはもちろん、怪我けがもさせたくない。安全で万全な体制を作らないとなんだけど……」

　詩帆乃は憂いを帯びた表情でそう言った。

　その消沈した様子を疑問に思った碧人は、首をかしげて尋ねる。

「今のところフィーネもみんなもゲームのまじこい、『マジカルに恋して』本編より強そうだし、あとは残りの二人の攻略キャラにも協力を仰ぐ感じでいいんじゃないのか？　こっちには、ジークがいるし。王太子の命令なら普通に通るんじゃない？」

「うん、そうすれば、逆ハーレムルートと同じだけの戦力がそろう。そしたら本当は余裕で勝てる計算になる……、はず、なんだけど……。なんていうか、逆ハールートほどの本気を出してもらうのは、たぶん無理なの。残り二人は難易度が高い、んだよね」

「……難易度？」

「あとの二人は年上枠のレオン先生と、ショタ枠のファビアン・オルテンブルク子爵子息……、ファビアンきゅん、でしょ？　二人ともゲームだと、プレイヤーが積極的にいかないと攻略できない、元々フィーネにそこまで興味のないキャラ、なんだよね。まあファビアンきゅんは、恋愛とか抜きに素直に力を貸してくれそうないい子だから、ジークに言ってもらえば十分だと思う。けど、レオン先生が……、なー……」

　詩帆乃は難しそうな顔でそう言うと、思索に耽ふけるように沈黙した。

「レオンってそんなややこしい奴やつだっけ？　まあ俺は逆ハールートでしか知らないから、各キャラについてそこまで深くは知らないけど……」

　そう言って碧人は記憶を辿たどる。

「ファビアンがなんかいい子っぽい、っていうか純粋な感じのかわいいキャラだったのは俺も覚えてる。で、防御力低くて溜ためが長いけど威力の高い魔法や派手な全体攻撃が使えたよな。レオンはわりと腹黒っぽいっていうか、糸目の基本笑顔キャラでたまに毒吐いてたから腹黒で確定？　でも、生徒たちを見捨てるほどひどいやつでもなかったような……。っていうか、あいつゲームの中で唯一状態異常魔法とステータス異常魔法が使えたし、火力はファビアンがぶっちぎりだったし、戦力としては二人とも絶対に欲しい、よな」

「その、【唯一使える魔法】が、問題なんだよー……」

　そう言って詩帆乃は、ダイニングテーブルの上に突っ伏した。

　なにが問題なのかがわからない様子で首をかしげた碧人に対し、ゲームのすべて、つまりレオンの個別ルートもコンプリート済みの彼女は、説明をしていく。

「レオン先生の魔法は、毒とか麻ま痺ひとか相手の力を下げるとかだったじゃん？　それってつまり呪い、しかも禁呪ってやつなわけよ。逆ハールートでは尺の都合かあっさり使ってくれてたけど、レオン先生個別ルートだと、終盤まで出し惜しみするからね。他の人のルートだと力の片へん鱗りんすら見せないからね。そんだけ人に知られたらヤバイ力ってこと」

「ああー……、そうなるのか。プレイヤーからすると地味に便利なだけだけど、あっちの世界に生きる人間としては、暗殺とかにも使えそうな、闇っぽい系統の力か……」

　レオンの力はおおっぴらに使用できる類のものではないことを理解した碧人は、苦い表情でそう言った。彼の言葉にうなずいた詩帆乃は、困ったような表情で続ける。

「しかもレオン先生の場合、家庭事情的にも周囲に知られるわけにいかないんだよ……。そもそもレオン先生は愛人の子だけど、唯一の男児だからと父親に無理に引き取られていたの。なのに先生の成人直前に本妻が待望の男児を産んで、跡取りからはずされた人なの。で、社交や政治から遠ざかって無害アピールするために、魔導師じゃなくて教師の道を選んだわけ」

「いや相変わらず設定が重いな！　まじこい！」

　思わずと言った様子で碧人が口を挟んだ。

　詩帆乃はそんな彼のひきつった表情に苦笑しながら、続ける。

「そうなんだよね。レオン先生ルートのバッドエンドでは、彼が実家に殺されるんだ……。ほんと、全力で乙女の心を折りに来るよ……。まあ、とにかくそんな人がそんな魔法が使える事実は、他人に、特に実家に知られたら、とってもまずい。だからレオン先生を戦闘に引っ張り出すには、それこそフィーネちゃんに恋をさせるくらいのことが必要、なんだよね……」

　ため息とともに、やはり消沈した様子で、詩帆乃はそう言った。

「だから、レオンは諦あきらめるしかないのか……。バルドゥールとフィーネがうまくいった今、他のルートはあり得ない。レオンとしても、家の認めた相思相愛の婚約者……っぽく見えるけど実際は今のところはまだそうじゃないけど、まあとにかく恋人のいる女の子にわざわざ恋はしたくならないだろうし……」

「ってことで、フル戦力をそろえるのはちょっと難しい……。残りのメンバーの強化だけで足りるかなー……？」

　テーブルの上ですっかり脱力したままの詩帆乃は、悲しげにそう言った。

　そんな彼女の様子に少し苦笑した碧人は、ふとなにかに気がついた様子で彼女に尋ねる。

「うーん……、でも俺思うんだけどさ、古の魔女って、要するに魔王的存在なんだよな？」

「そだね」

「魔女をほっとけば、最悪国や世界を滅ぼすんだよな？」

「バッドエンドだとそうなってたりしたね」

「……なんで、学園の中の人材だけで、解決しなくちゃいけないんだ？」

　ぐだぐだと気のない返事をしていた詩帆乃は、そう問われた瞬間、はっと顔を上げた。

「たしかに、よく考えたら、国家や世界の危機を子どもたちだけで解決するって、変……？」

　ゆっくりと身を起こしながら、自分自身にも問いかけるかのように詩帆乃がそう言うと、一足先にそのことに気がついていた碧人は、しっかりとうなずいた。

「それ。ゲームだからって言っちゃえばそうなんだろうけど……。いくらなんでも国家の危機の前には、大人だって全力で立ち向かえよ。まあレオンだけは一応大人だけど、それだってたしかまだ二四歳の若造だろ？　基本子どもたちだけのパーティで魔王に挑めなんて、おかしい。俺らが神だってんならそんなことは命じたくないし、むしろ大反対だ。なんで国家権力が出てこないのか、リーゼロッテの手記読んでたときからふしぎだったんだよな」

「普通に考えたら、警察？　とか、あっちだと騎士団？　いや軍になるのかな？　まあとにかく、大人、出てきても良い、よね……」

「子どもたちだけの力で巨悪に打ち勝つってのは、物語としては美しいけどさ……。神々とか呼ばれてる俺らが、国家権力の中枢に近い位置にいるジークたちに指示出せるんだから、がしがし大人も国家も使っちゃえばいいんじゃない？」

　碧人の提案に、詩帆乃は何度も何度もうなずいている。

「そう、そうだよ……。むしろリーゼロッテとフィーネのピンチなんだから、レオン先生より誰より、まずは二人のパパ、リーフェンシュタール将軍の協力を仰ぐべきだよ……」

「将軍、およびその部下の騎士たち。そいつらを引っ張り出せれば、たぶん状態異常担当のレオン先生一人よりずっと強いだろ？　しかも今のフィーネたちは、逆ハーレムルートのときより、精神的にも、肉体的にも、よっぽど強そうだし。そこまでやれば足りるんじゃない？」

　碧人の言葉を聴き終えた詩帆乃は、嬉しげに、キラキラとした目をして手を叩いた。

「フィーネちゃんはいわずもがなゴリラだし、フィーネちゃんがゴリラなせいか、バルも必死に鍛錬を重ねてる！　リゼたんもフィーネちゃんといっしょに住むようになってから、楽しく鍛練している！　リゼたんが強いせいか、リゼたんを構いたいからか、たまにジークもリーフェンシュタール家の鍛錬に混ざっている！　おまけに最近リゼたんにボコられたアルが、フィーネちゃんに殴りヒーラーの戦い方を教えてもらっている！　……これは勝てるよ！」

　詩帆乃はゲームよりもはるかに戦えるようになっている様子の彼ら彼女らのことを、興奮した様子でそう評した。

「よし、レオン先生は、諦めよう！　当面の目標は、リゼパパたちに魔女討伐に参加してもらうことと、ファビアンきゅんの勧誘！」

　詩帆乃が勢い良く宣言すると、碧人はしっかりとうなずいて賛同の意を示した。

　それに満足そうにうなずき返した彼女は、はたとなにかに気がつく。

「だけど、それを、具体的に誰にやってもらおうか……？　えーと私たちの声が聞こえるのがフィーネちゃんとジークで……？」

「将軍には、フィーネから頼んでもらえばいいんじゃないか？　なんかあのおじさん、新しい娘……、つーか【憧あこがれの兄上の娘】と話したくて話したくて仕方ないみたいだし。ジークヴァルトに命令されるより、かわいい娘にお願いされる方が、やる気でるだろうし」

　碧人が冷静にそう提案すると、詩帆乃はふんふんとうなずいた。

「そっか。そしたらファビアンきゅんの方は、ジークにお願いすればいい、かな？」

「それでいいと思う。ファビアンは王太子自らに勧誘してもらうほうが、たぶんいい。あいつまだ一一歳だろ？　親の庇ひ護ご下にある年齢だし、親っつうか、家の説得が必要そうだ」

「わー、遠藤くん、とことん冴さえてるね！　じゃあそんな感じで作戦決定ということで、さっそく、やるぞー！」

　意気揚々と拳こぶしを突き上げた詩帆乃と、彼女のまっすぐな賞賛を受けたためか照れくさそうな表情で控えめに拳を突き上げた碧人。

　彼と彼女はこの時間違いなく【異世界の命運を握る神々】と呼んで差し支えない存在だった。








第１章　子どもではあるが









　敵は、ここにもいた……！

　風にはっきりと秋の気配を感じるようになってきた今日。神々のご指示を受けてファビアン・オルテンブルク子爵子息への接触をはかった私は、いまだかつてないほどに焦っている。

　そう、ここにも敵がいたのだ。

「リーゼお姉ちゃん、それなら、氷で攻撃されたときはどうしたらいいの？」

「そうね、氷の魔法は温度変化だけではなく物理的な衝撃もあるから……」

　私の視線の先で楽しげに盛り上がっているのは、ファビアンとリーゼロッテだ。

　二人は、先ほどから魔法を用いた戦闘についての話で盛り上がっている。

　元々の実力が高かったせいで細やかな理論などを気にしてこなかったという彼にとって、努力と修練でこつこつと力を高めてきたリーゼロッテの話は、大変に興味深いものらしい。

「あれー!?　この二人、ここまで相性が良いとは、予想外だぞー!?」

「よくよく考えるとリゼたんは長女オブ長女。年下かつ末っ子のファビアンきゅんとはぴったり嚙かみ合ったということでしょうかね……？」

　神々が驚きよう愕がく困惑するほどに盛り上がる二人を、私は悲しいくらいの疎外感を覚えながら眺めている。そう、二人は、偶然興味関心が合致しただけでは済まないくらいに、打ち解けている。

　孤高の天才然としたファビアンが年相応に無邪気に、普段は誰にも厳しいはずのリーゼロッテが穏やかに笑いあっているのだ。なんでだ。

　リーゼロッテはご母堂が自由人な家庭の長女であるせいか、責任感も正義感も強い。

　年齢に不相応な苦労をしているファビアンはかわいがってやりたい存在なのかもしれない。

　いや、フィーネのこともえらくかわいがっていることから考えると、年下全般に弱いということか……？　リーゼロッテとフィーネは誕生月の関係でリーゼロッテが姉になるだけで、実際のところは同学年だが、フィーネは見た目が少々幼いし……。

「……かわいい」

　ふいに、リーゼロッテがぽそりとそう言ったのが聞こえた。

　そうか……。リーゼロッテは単純に【かわいい】に、弱いのか……。

　瞳ひとみをきらきらとさせながらしゃべる目の前の少年は、確かにかわいらしい。私にはどうがんばっても出せないかわいさをしている。いや私も幼いころ、それこそ彼女とはじめて出会ったころくらいはそれなりにかわいかったはず……。

　駄目だ。混乱している。思考回路がおかしい。

　私が自分の思考回路と戦う間にも、二人はますます盛り上がっているようだ。

　ファビアンの心を開くという役目をリーゼロッテに任せたのは、大成功のようだが、大成功すぎてある意味失敗だったかもしれない。

　私は、こうなったそもそもの経緯を思い返す。
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　ファビアン・オルテンブルクは、天才だ。

　このことは、この王国で彼の存在を知っている者、全てが認めることだろう。

　彼は現在一一歳で、本来ならまだこの学園に通えるだけの年齢に達していない。

　庶民の子どもであれば国や神殿の運営している基礎教育機関に通い、貴族の子弟であれば自宅で家庭教師による教育を受け、リーフェンシュタールのような家であれば同時に武術の師をもって自己鍛錬を重ねるような時期だ。

　けれど、彼はその天才性により、特例でこの学園に通うことを許可された。

　と言うよりは、その年齢の割に使える魔法が物騒すぎるので、国からの指示でその大きすぎる力のコントロールを中心に学んでもらっているのが実情だ。

　いまだ成長途上であるのに、彼が本気を出せば、街のひとつくらいは一瞬で焼き払える。

　彼自身の身体能力は今はまだかよわい子どものそれで、にもかかわらずその能力というのは、危ういバランスだ。

　率直に言ってしまえば、子爵家程度だけで守りきれるレベルの存在ではない。

　よって彼の父にも宮廷魔導師の地位が与えられ、学園と国と彼の家族とで協力してその保護を行っている天賦の才。それが、ファビアン・オルテンブルクだ。
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「そんなわけで、ジークからファビアンきゅんに、対古いにしえの魔女戦への協力をお願いしてほしいんです」

　コバヤシ様が、談笑をする私とリーゼロッテの会話の合間に、そう依頼をしてきた瞬間。まず最初に気になったのは、【ファビアンきゅん】というその呼称であった。

　リーゼロッテをリゼたんと呼んでいたときから思っていたが、コバヤシ様の感性は、独特だ。

　かの天才少年をそんなただの愛らしいだけの一一歳の少年扱いとは、さすがは女神。まあ、たしかに彼のルックスは愛らしいのだけれども。

　つやつやの黒髪を肩口まで伸ばし、サファイアブルーの瞳はまさに宝石のようで、まだ中性的な、ともすれば少女のように見えるその姿は、たしかに愛らしい。その能力だけではなく、容姿に目をつけた他国の変態貴族が彼を誘拐しようとしたことすらある程度には。

　まあ、能力だけでも相当数の誘拐未遂や既遂からの救出があったのだが。彼を幼いうちに誘拐し、洗脳していいように使おうともくろむ輩やからは、多い。

「……あ」

　ふと女神の依頼を遂行するにあたっての問題点に気がついた私は、思わず声をあげてしまった。

　ファビアン・オルテンブルクは、その幾度も誘拐や誘拐未遂にあったことがある経歴により、背の高い成人男性を苦手としていると聞いたことがある。

　私は学園にまだ在籍しているので世間的には成人と認められていないが、先日成人年齢の一八歳になった。というか、見た目は普通に成人している。

　私では、そもそも話を聞いてもらえないかもしれない。

「……どうか、なさいましたか？」

　突然声をあげ会話を中断させた私を、リーゼロッテがふしぎそうに見上げていた。

「あー、その、これからファビアン・オルテンブルク子爵子息のところに挨あい拶さつに行かなければいけないのだけれども、彼は背の高い成人男性を苦手としていることを思い出したんだ……」

　ざっくりとそんな説明をすると、リーゼロッテはなにか考え込むように口を閉ざした。

　やがて彼女はぱっとその表情を明るくさせて、口を開く。

「そのようなご事情であれば、私が殿下の代役を務めあげてみせましょう」

　どこか誇らしげに彼女はそう言ったが、いや私の婚約者という立場からいっても代役としては不足はないのだが、彼女は実に誤解されやすい。

　ファビアンをこわがらせやしないだろうか……？

　失礼なことを考えて首をひねった私に、リーゼロッテはむっとしたような表情になった。

「これでも、妹が四人もおりますのよ？　そのうち三人については私が育てたも同然ですし、小さい子どもの相手は得意です」

　告げられた彼女の言葉は、事実だ。それもそうか。

「じゃあ……、君に、任せてしまおうかな」

　私がそう言うと、リーゼロッテは実に得意げな笑顔でうなずいた。

「君は心根が優しいし、なんだかんだいい母親になりそうだものね」

「おーっとぶっこんできたな殿下！」

「婚約者にむかってそれを言うのは、単なる事実の指摘の域を超えて、若干のセクハラ、性的嫌がらせにあたる気がします」

　ボン、と音がしそうなほどに一息に赤面したリーゼロッテの様子と、神々の言葉に、しまった、と焦る。

　いや、単純に心からの感想を漏らしただけだったのだけれども。

「な、なにを馬鹿なことをおっしゃっていますの!?　そ、それはもちろんわが子のことはかわいがるつもりではありますが、でもそれはまだ早いというか……。いえ、確かに諸事情により、学生のうちに結婚する例もあるにはあります。私ももう一六ですから、国の法律上結婚は可能です。ですが殿下すらまだご卒業なさっていませんのに……、そんな！」

「あ、セクハラじゃないですね。リゼたんがまんざらでもなさそうなのでセーフです」

　早口に前向きな言葉を口にしながら身もだえするリーゼロッテと、そんなコバヤシ様のお言葉に、私はにやつきそうになった口をとっさにおさえた。

　はー、かわいい。

　たしかに年齢差やなんやらの事情で成人を待たずに結婚することもある。

　私が卒業したら公の場に出ることも多くなるし、正式なパートナーがいることが望ましいとかなんとか理屈を付けて、結婚の時期を早めてもいいかなぁ……。

「あああ！　もう!!　くだらないことをしゃべってないで、行きますわよ!!」

　私の思考をさえぎるようにそう叫んだリーゼロッテは、勢い良く立ち上がり、すたすたと去っていこうとする。

　さっそくファビアンを探しに行くらしい。

　私があわててその背中を追いかけようとしたら、ぴたり、と、彼女の足が止まった。

　なにかあっただろうかと考える私の方を、ちらりとだけ振り返った彼女は、数秒逡しゆん巡じゆんした後、視線を外し、小さな小さな声で告げる。

「……殿下のご期待には、応えてみせますわ」

　それだけを言うと、彼女はぷいっと前を向き、私にそのぴしりとのびた背筋をみせながら、再び早足に歩き始めてしまった。

　その言葉はファビアン・オルテンブルクとの橋渡し役のことなのか、それとも将来的な私との間の子どものことなのか。

　それを問うのはさすがにアウトだということくらいは理解していた私は、ただ黙って彼女に追いつくことにした。
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　そしてリーゼロッテは見事ファビアン・オルテンブルクの心を開いてみせたというわけだ。

　そう、二人があまりに仲良くなりすぎて、現在私が若干の焦燥感を抱いている程度にまで。

　あれよあれよという間に二人はファビアンくんとリーゼお姉ちゃんと呼び合うようになり、敬語も消えた。いったい、なにが起きてるんだ……！

「やべえ、ジークがいまだかつてみたことのない表情してる……！」

　そうおっしゃったエンドー様の声は、震えていた。笑われているようだ。

　たしかに、自分でもひどい顔になっている自覚はある。

　いや、フィーネは女の子だし、妹になったのだし、厳密にはいとことはいえ血縁もある。けれどファビアン・オルテンブルクは、そのどれにも当てはまらないわけだ。危機感が違う。

　まだ彼は子どもではあるが、おもしろくないものはおもしろくない。

　いまだかつてしたことのない表情にもなろうというものだ。

「いやまあ大丈夫だと思いますよ？　今のところは。でも五年後はわからないですよねー」

　見えずともにやにやと笑っていることがわかる声音で、コバヤシ様がおっしゃった。

　五年後……、リーゼロッテは二一歳、ファビアンは一六歳か。あ、駄目だ。

「リーゼロッテ」

　焦燥感に突き動かされるように、私は彼女の名前を呼んだ。

「どうかなさいましたか？　殿下」

　私の焦りなど知りもしないらしい彼女は、きょとんとした表情で私を見、小首をかしげた。同じく純粋な瞳でファビアンに見上げられて、私は若干の気まずさを覚える。

「いや、ずいぶんと話が盛り上がっているようだったから。今はいったいなんの話をしていたんだい？」

　その気まずさを誤魔化すよう、私が極力やわらかく微笑ほほえんでそう尋ねると、リーゼロッテは上機嫌に微笑んで口を開く。

「私の妹たちの話です。双子はファビアンくんより年上ですがたったの一歳ですし、末の妹は二歳年下。彼の婚約者にちょうどいいと思いません？」

「そんな、侯爵家のお姫様なんて、僕なんかとは釣り合わないよ……」

「うちの妹たちは、あまりお姫様といった感じではないというか、むしろ令嬢と言っていいのかしらと悩む程に騎士に似た生き物だから、大丈夫よ」

　それは大丈夫とは言わないだろう。

　けれどリーゼロッテの言葉に安あん堵どしたらしいファビアンは、ほっと息をついた。

　その瞬間リーゼロッテはすっと私の近くに寄ると、こっそりと私に耳打ちをする。

「うちの妹たちならば、きっと彼を守る盾にも剣にもなれます。というよりは、うちの妹の誰かくらいでなければ、彼の隣には立っていられない、でしょう？」

　言われてみれば。その身を頻繁に狙われる存在の彼とともにあれる令嬢など、かなり稀け有うな存在だ。能力的にも、政治的にも、リーフェンシュタール侯爵家の娘たちであれば問題はないであろうが、よその家の令嬢では難しいだろう。

　妹さんたちの立場はバルドゥールとの関係のため曖あい昧まいであったが、今は完全なフリーである。

　なにより妹を彼に薦めるということは、リーゼロッテは彼を自分の相手とは全く意識していないということだ。

「そうだね。私も、いい話だと思うよ」

　私が安堵の笑みを浮かべながらそう言うと、なぜかリーゼロッテは赤面した。

　じりじりと後ずさる彼女をふしぎに思っていると、コバヤシ様のお声が聞こえてくる。

「今更ジークに近寄りすぎたことに気がついて恥ずかしくなったみたいですね」

　ああそういう……！

　女神の言葉に自分の婚約者のかわいさを再確認した私は、さっさとファビアンをライバルではなく将来の義弟にする算段を静かに脳内で組み立てる。

「……もしそうなったら、リーゼお姉ちゃんが、僕の義理のお姉ちゃんになるの？」

　そう言って小首をかしげたファビアンは、あざといほどの、かわいさだった。

「そうよ。ステキだと思わない？」

　リーゼロッテの言葉に二人でふふふと笑いあう姿は、それこそ仲のよい姉弟きようだいのようで、実に微笑ましい。

　だが、同時に、いやリーフェンシュタールではなくどこか別の令嬢との婚約を成立させたほうが私の精神衛生上よろしいのではないかと本気で思わせる程度には、親密すぎた。

「そんな顔するくらいなら、そろそろ本気でリーゼロッテを囲い込みにいけばいいのに……」

　呆あきれたように告げられたエンドー様のお言葉は、私の痛いところを突いてきた。

　わかっている。婚約者という立場に胡坐あぐらをかいて、思いも告げずに勝手に嫉しつ妬とだけをする自分の心の狭さは、自分でもどうかと思っている。

「いや、リゼたんは追えば追うほど恥ずかしさで逃げる気もしますね。この前のほっぺにちゅーのとき、失神までしちゃいましたし」

　愉快げに告げられたコバヤシ様のお言葉も、一理ある。

　だが、古の魔女とやらに横よこ槍やりをいれられる前には、リーゼロッテをこの腕の中に捕らえたい。彼女の肉体を邪悪なモノにのっとらせたりなど、絶対にしない。

「だからまあ……、秋の終わりまでには、捕まえてしまいたいな」

　私はぽそりとそう呟つぶやいた。




　リーゼロッテは、私のものだ。私のものにする。誰かや何かに、奪われる前に。




　少年と私の婚約者が楽しげに会話を交わす平和的な場面を、いつも通りの適当な笑顔を貼り付けて眺めながら、私は自分自身の欲を自覚した。








◇◇◇　お父様と、妖よう精せい姫









　ジークヴァルトとリーゼロッテがファビアンとの親しん睦ぼくを深めた日から数日後。

　ブルーノ・リーフェンシュタール将軍に直じか談だん判ぱんをするため、フィーネとバルドゥールは王城を訪ねていた。

　人気のない長い回廊を、二人は進む。

　バルドゥールは王国騎士団の騎士見習いでもあるため、普段からここに出入りしている。そのため、その足取りは慣れた様子で気負った風もない。

　しかしその傍らのフィーネははっきりと緊張していて、歩き方もぎこちなければ顔色も悪く、おまけにその指先をはじめとする全身はかたかたと震えていた。

「かわいい娘の頼みを断る父親なんかいないから、大丈夫！　娘云うん々ぬんを抜いて普通に考えても将軍に頼むべき仕事だし！」

「そもそもいちばんの危険に晒さらされているのはリゼたん、つまりは彼の実の愛まな娘むすめなわけです。私の知識から考えても、彼はとても愛情深い方です。不安になることはありません！」

　フィーネの耳に、そんな実況と解説の声が届いた。

　けれどそんな声が、絶対的な神というよりただのおせっかいな友人くらいにしか思えていない彼女は、目に涙を浮かべたまま、震え続けている。

「大丈夫か、フィーネ」

　そんなフィーネを心配そうに覗のぞき込みながら、彼女の右隣を歩くバルドゥールが尋ねた。

「たぶん、大丈夫、です。そこまでこわがる必要はないとは、わかります。ただその、やっぱり本物のえらい貴族様とかましてや将軍閣下とか、どうしても緊張します……。ああー、やっぱりどうにかしておうちで捕まえればよかった……！」

「とはいえ、閣下はお忙しいからな……。領地にいるときならばまだしも、王都にいらっしゃるときは、ほぼほぼ自邸にはおられない。この用件は私的なものでもないし、直接執務室まで伝えに行った方がなにかと都合がいいだろう」

　バルドゥールはその事実を、改めて真剣な表情で告げた。けれど、同じようなやりとりを幾度もして、承知しているはずのフィーネは、なおも情けない表情で泣き言を漏らす。

「ううう、わかってますよぅ。わかってても現実逃避したくなるくらいこのお城がムダに広くてやたらキラキラしいって話です……。この廊下とか、本当に私ごときが土足で歩いていいんですか？　ぴかっぴかですよ？　この先にいる閣下なお方とか、正直お会いしたくないですよ……？」

「大丈夫だ。おじ上は、基本的に子どもに甘い」

　バルドゥールは大真面目にそう断言した。

「今、バル先輩、私のこと子どもって言いました……？　そりゃ私はリーゼロッテお姉様に比べたらちびっちゃいですけど……。私だってもうレディと呼ばれる年ですし、近いうちにデビュタントもさせてもらうことになってるんですけど？」

　フィーネはすねたように唇を尖とがらせながらそう言った。

「いや、その、子どもというのは閣下の子という意味で、あとフィーネがとても愛らしいという意味で！」

「やっぱり子ども扱い的な意味もあるんじゃないですかー！」

「いや、その……！」

　焦るバルドゥールをちくちくとからかううちに、フィーネは少し肩の力が抜けてきた。

　少し楽しくなってきた彼女がわざとらしく頰を膨らませると、彼女を怒らせてしまったと焦ったらしい彼は、わたわたと言い訳を続ける。

「その、リーゼロッテには絶対に言うなと言われていることなんだが、リーフェンシュタールの人間は、基本的に全員、小さくてかわいらしい物や人に弱いんだ。当然、閣下も例外ではない」

　そう言えば、リーゼロッテの部屋は愛らしい小物や人形が多かった。フィーネはそのことを思い出しながら、彼の言葉を聴く。

「リーフェンシュタール家は基本的に親族も周囲の人間もでかいやつらばっかりで、まあ、言ってしまえば日常がむさくるしい。そこにフィーネのようなどこからみても完かん璧ぺきにかわいらしい華きや奢しやな生き物と出会ってしまうと、ちょっと冷静でいられないくらいに魅了される。そのことは、リーゼと、なにより俺を見れば、わかるだろ？」

　確認するように問われたフィーネは、ただドレスの裾すそを踏まないことに集中して、歩く。

「薄々そんな予感はしていたが、それをためらいもなく言葉にしてしまうのか……！」

「さすがバルドゥール。釣った魚相手でも、褒め殺しに余念がありません」

　感心したような実況と解説の声にも羞しゆう恥ち心しんを煽あおられながら、なんと返答したものかわからないフィーネは、黙々と歩く。

　リーゼロッテは恥ずかしがりすぎだが、バルドゥールは恥じらわなすぎる。なんとかして足して二で割れないものかと考えるフィーネに、止とどめの一撃が届く。

「つまり、フィーネはかわいいから、大丈夫だ」

　バルドゥールが自信満々な様子でそう断言したところで、ちょうど二人はブルーノの執務室の前へとたどり着いた。

　こんなところで説教をしている場合ではないと判断したフィーネは、ひとつため息を吐つく。

「……まあ、私が小さいのも、子どもっぽいのも、ただの事実です。おかげさまで今なら少し肩の力を抜いてこの扉の向こうに行けそうですし、よしとしましょう。ただ、やっぱりまだどきどきはしているので……、手を」

　フィーネはそう言って手を差し出した。

　その意図がわからなかったバルドゥールは戸惑ったように首をかしげる。

「手を、つないでいてください。そしたらきっと、こわくないので」

　焦じれたフィーネは、バルドゥールを上目遣いで見ながらそう言葉にした。

　すると恥じらいなどどこかになくしたかのようだったはずの彼は、ここに来て初めて赤面した。
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「フィーネ・リーフェンシュタール嬢をお連れしました」

　室内に入るなり、バルドゥールはそう言って頭を下げた。

　続いて彼に手をひかれたフィーネもたどたどしいながら頭を下げる。

　それまで難しい顔で手元の書類と向き合っていたブルーノ・リーフェンシュタール将軍は、万年筆を置き、顔をあげた。

「お、……おお!?」

　二人を視界に入れた瞬間、ブルーノは奇妙な声をあげた。

　この訪問の約束は事前に取り付けられていた。直前に部下から二人の訪問を告げられてもいる。

　けれど彼は、この二人の姿に困惑し、どうしたら良いのかわからなくなっていた。

「どうかなさいましたか、閣下」

　バルドゥールはかしこまってそう尋ねた。

　その態度と距離感にフィーネは一瞬疑問を抱いたが、甥おいとおじとはいえ、この場ではあくまでも二人の関係は騎士見習いと将軍ということかと思い直す。

　そんな彼女の照れてもはにかんでもいない表情と、しっかりとつながれた二人の手をちらちらと眺めながら、ブルーノは口を開く。

「え、ええと、いや、その、つまり、……そういうこと、か？」

　その言葉にバルドゥールは首をかしげたが、瞬時に意味を察したフィーネは、勢いよく彼とつないだ手を振り払った。

「違う！　私たち結婚しますとかそういう報告をしに来たんじゃありません!!　これはその、私が王城初めてで、緊張しちゃったからで……、とにかく違いますから!!」

「なんだ……、そうか……」

　フィーネの必死の弁明に、ブルーノはあからさまに落胆しながらそう言った。

「まあ、いつかその報告をあげられるように、最大限の努力は続けていますよ」

　バルドゥールがさらりとそう告げると、フィーネは彼をにらんだ。

　にらまれた彼が甘い笑みを返すと、フィーネはその有言実行ぶりに悔しげに目をそらす。

「そうか。死ぬ気でやれ」

「もとよりそのつもりです」

　命のやりとりを命じるかのような真剣な雰囲気でブルーノ・リーフェンシュタール将軍が告げた言葉に、騎士見習いバルドゥール・リーフェンシュタールも即座に本気の言葉を返した。

　目の前でそんなやりとりをされ、フィーネはいたたまれない気持ちで沈黙しうつむいている。

　そんな彼女にブルーノがふっとやわらかな笑みを向けた。

「……で、結局今日はなんの話をしに来たのかな、フィーネさん。うちでの生活に、なにか不便でもあるかい？」

　その言葉に、フィーネはぶんぶんと首を振った。

　彼女は恐縮した様子で、早口に告げる。

「不便なんて、とんでもないです！　特にお姉様はお優しいので、いつもあれこれと気を回していただいています！　おまけに母までいっしょに住まわせていただいて、合わせて養っていただいて、逆に申し訳ないっていうか、……本当に感謝してます!!」

「そう、それはよかった」

　満足げに微笑ほほえんだブルーノのそのやわらかな雰囲気に、フィーネの緊張がほぐれた。

　彼女はひとつ息を吐くと、本題を切り出していく。

「ええと……、今日聞いてほしい話は、お姉様のことです。お姉様の、命に係かかわることです」

　フィーネのこの言葉を聴いた瞬間、ブルーノは柔和な笑顔から、空気がぴりりとするほどに真剣な表情に変わった。




　フィーネとジークヴァルトに神託があったこと。

　それによると、リーゼロッテはかの【古いにしえの魔女】に、その身を狙われているということ。

　それを裏付けるように、つい先日リーゼロッテが悪夢に蝕むしばまれ学園で倒れたこと。

　先日の危機はジークヴァルトが救ったが、今後もジークヴァルトもその他のリーゼロッテの周囲の人間も、彼女を気にかけていくべきだということ。

　古の魔女はリーゼロッテの肉体を得られずとも秋の終わりに復活し、リーゼロッテはもちろん、この世界全体を害そうとするということ。

　古の魔女の復活は学園の感謝祭の最終日であり、その日学園に人を寄よ越こしてほしいということ。

　またあらためてジークヴァルトを通じて正式に国からの要請もあるはずだが、まずはリーゼロッテの父親である将軍に、フィーネ自身で話を通したかったということ。

　ところどころ躓つまずきながら、たまに敬語もあやしくなりながら、それでもフィーネは彼女の言葉で、ブルーノにこれらのことを伝えた。

「私は、お姉様を守りたい。どうか、あなたの力も、貸してください」

　フィーネは最後にそう締めくくると、深々と頭を下げる。

　彼女の義理の父でもあり、なによりリーゼロッテの父であるブルーノは、深いため息を吐いた。

「将軍だの、侯爵だの、そんな職務にかまけ、今の今までリーゼの状況に気づけなかった私は、父親として失格だな……。……実にふがいない」

　悔しげにそう言ったブルーノは、気合を入れ直すように頭を振ると、勢いよく立ち上がる。

「これからは、私の持てる力のすべてでもって、リーゼも、君も、守ると誓おう」

　決意を口にしながらフィーネのもとへと歩み寄った彼は、下げられたままのフィーネの頭を、やわらかく、ぽんぽんと撫なでた。

　フィーネはぱっと顔をあげると、晴れやかな笑顔を浮かべ、口を開く。

「あ、ありがとうございます！」

「はいそこでトドメだフィーネ！　お父様と言ってしまえ!!」

「ありがとう、……お、お父様！」

　フィーネはとっさにそう声に出してしまってから、恥ずかしげに口を押さえた。

　養女ではあるが、まだブルーノを父と呼べるほどに距離をつめてはいなかったはずの彼女のこの発言は、実況の神の言葉に乗せられた結果である。

　お父様と呼びかけられた彼は、真顔で硬直していた。

　気まずくなったフィーネがへらりと愛想笑いを浮かべると、急にブルーノは鬼気迫るほどの、重たい雰囲気をまとう。

「バルドゥール」

「は」

　ブルーノに深刻な声音で呼びかけられたバルドゥールは、反射的にだろうか、短く応じ、背筋を伸ばして将軍の言葉を待つ。

「さっきの話だがな、やっぱり駄目だ」

「……は？」

　バルドゥールとフィーネは、同時に首をかしげた。

　瞬間、ブルーノはバルドゥールをぎろりとにらむ。鬼気迫った武人のオーラをその背に負っているブルーノは、そのままバルドゥールにまっすぐに対たい峙じした。

「この子をめとりたければ、俺を倒してみせろ……!!」

「え、急になに言ってんですか？　やめて？　武人のオーラ無駄遣いしないで？」

　フィーネのそんな言葉など耳に入っていない様子で、ブルーノはいたって真剣なまま、腰に下げた剣に手をかける。

「閣下、素がでています。あとこんなところで剣を抜こうとしないでください」

「うるさい！　やらん！　この子はまだ嫁にやらん！　兄上の代わりに、俺がこの子を守るんだ……!!」

　バルドゥールは呆あきれたようにブルーノをなだめようとしたが、ブルーノはひくつもりがないようだ。

「言ってることがめちゃくちゃですよ……」

　そう言って深いため息を吐いたバルドゥールは、それでもなぜか、ブルーノに応じるように、同じく腰に下げた剣へと手を伸ばす。

「……え？」

　その事態に、フィーネはますます首をかしげた。

　そんな彼女が視界に入っていないかのように、バルドゥールも物騒な雰囲気に変じ、口を開く。

「まあ、フィーネとの結婚の邪魔をするのであれば、たとえ閣下であろうと、斬りましょう。俺も、彼女に関しては、譲る気は一切ありませんから」

　武人のオーラの無駄遣い、その二。

　じりじりと間合いを詰める二人を眺めながら、フィーネはそんなことを考えた。

　そんな一瞬の現実逃避の間にも、男二人の間の空気は張り詰めていく。

　焦ったフィーネは声をはりあげる。

「ちょ、ちょ、やめ、やめてくださーい！　あ、これ二人とも私の声聞こえてない？　っていうか聞こえてても無視してるやつですね？　え、な、ど……、どうしたらいいのこれ!?　王城で刃にん傷じよう沙ざ汰たってまずくない!?　……あ」

　もうダメだ。今、踏み込む。

　その気配を感じとったフィーネは──、

「ぐっ……！」

　まずブルーノの脛すねを蹴けった。

　続いてその勢いを利用して、一歩、二歩、踏み込み──、

「がっ……！」

　バルドゥールのあごを、下方から殴りつけた。

　第三者からの不意打ちを受けた二人は、そろって呆ぼう然ぜんとした表情をしている。剣から手も離れた。そのことを確認したフィーネは満足そうにうなずくと、腰に手を当て、堂々と宣言する。

「いつ結婚するとか、誰と結婚するとか、それは、私が！　決めますから!!」

　きっぱりとそう断じた彼女に気け圧おされたかのように、ブルーノとバルドゥールはぎこちなくうなずいた。

「今はお姉様の話です。将軍は我々にご協力いただけるということで、よろしいですね？」

「も、もちろんだ」
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　フィーネに問われたブルーノは、力強くうなずいた。

　そんな彼女の凛りんとしたたたずまいを恍こう惚こつとした表情で眺めるバルドゥールを視界の端で捉え、フィーネは一抹の不安を抱く。

「……マゾ？　被虐趣味？」

「バルにそんな属性は無かったように記憶していますが、完全に『惚ほれ直しました』みたいな表情ですねー。いやきっと気のせいです。あるいは『なんてすごい戦士なんだ尊敬するぜ』といった感じかもしれません。もしくは最初は挨あい拶さつするのにも震えていたフィーネちゃんが堂々と交渉できていてすごい！　みたいな感じ！　……だと、いいですね」

　端的な実況の疑問と、解説のフォローのようなそうでないような言葉を聴きながら、フィーネも確かに若干の嫌な予感を抱いていた。
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　話し合いを終え、フィーネとバルドゥールは王城を辞去した。

　二人を乗せた帰りの馬車が動き出すと、バルドゥールは城での出来事をうっとりとした表情で振り返る。

「本当に、すばらしかった。閣下への蹴りのすばやさに一瞬目を奪われたと思ったら、ぐらりと視界がかしいで、そして次に来たのが、痛み。あれほど鮮やかな連撃は、リーゼにだってできないだろう。すばらしく美しかった……」

「気のせいじゃなかったかー……」

　フィーネはうんざりとしたような表情でそう呟つぶやいた。

　憧あこがれのリーゼロッテよりもすごいと評されても、ただし格闘でというのでは、フィーネにとって、その評価はまったく嬉うれしいものではなかった。

「不意打ちであっても、閣下に一撃を入れられる者などそうはいないぞ。あのお方は国一番の戦士だ。肉体的に少しかげりが見えてくる年齢とはいえ、日々経験を積み重ね感覚を研ぎ澄ませている分、かえって若い頃より強さを増している。そして俺に食らわせた拳こぶしも、実にいい角度でいい重さだった。意識を持っていかれるかと思った。いやもう、本当にフィーネはすごい。まずかわいい。そしてこんなにかわいいのに、あんなに強い。心底惚れ直した。愛してる、フィーネ」

　饒じよう舌ぜつにフィーネを褒め称たたえるバルドゥールの言葉を、フィーネはうつろな瞳ひとみで聞き流した。

　バルドゥールはそんなフィーネの様子など意に介さず、彼を先ほど殴ったフィーネの右手をとると、その甲に、うっとりと、そっと触れるだけのキスをする。

「こんなにも嬉しくない『愛してる』が、この世にあるんだなぁ……」

　フィーネがげっそりとした表情でそう漏らすと、バルドゥールはなぜか照れくさそうに笑った。

「やはりマゾでは……？」

「いえ、ここは単純にかわいくて強いフィーネちゃんのことが大好きなんだねということにしておきましょう。フィーネちゃん、強さが絶対のリーフェンシュタール家のことはもう諦あきらめてください。それより恋人に手の甲にキスされて愛してるって言われているんですよ。バルの照れ顔もこの状況に対してのものだと解釈することもできます。バルはとにかくフィーネちゃんのことが大好きなんです。倒錯しているかどうかは一いつ旦たん考えずに、少し意識してあげてください」

　そんな解説の言葉に、立場を曖あい昧まいなままにしているフィーネは、少し気まずさを覚えた。

「……その、まだ、『私も愛している』とまでは返せなくて、ごめんなさい……」

　フィーネがしょんぼりとした表情で頭をさげると、バルドゥールはゆるゆると首を振る。

「嫌われていなければ、それでいい。それより、まずはとりあえず、敬語をやめるところからはじめないか……？」

「いや、バル先輩は先輩ですし……。お互い学園に通っている間くらいは、先輩後輩なのは間違いないんですから。このままじゃ、だめですかね……。ほら、お姉様と殿下だって婚約者だけどお姉様は敬語使ってますし」

　距離を詰めたいバルドゥールと、逃げ腰のフィーネ。

　二人がこの会話の流れを繰り返すのも、もう幾度目かであった。

「あそこは身分と立場からいっても仕方ない部分があるが、俺たちは身分で言えば本家の娘であるフィーネの方が上だ。なにより先ほど、俺も閣下も無様に負けた。だからフィーネは確実に俺よりも上か、少なくとも対等な立場だ」

　きっぱりと断言したバルドゥールに、フィーネは呆あきれたようなため息を返す。

「やっぱり、強い＝偉いなんですね、リーフェンシュタール。野生動物じゃないんだから……」

「諦めてくれ。そういう家風だ。だが強いフィーネはこの家ではみなに敬愛されるのだから、そう悪くはないだろう？」

「でも、強い、と言われても……。実は、正直、私、自分が強いの、あんまり嬉しくないんです」

　フィーネが率直な思いを言葉にすると、バルドゥールはふしぎそうに首をかしげた。

「だって、私は私の命を狙ってきた人たちに、勝てなければ死んでいた。だから、強くなった。それだけなんです。高みを目指してとか、そういうかっこいい理由も、コレといった目標も、私にはありません。目障りだと思われて、排除されそうになって、文字通り必死に、無様に、血ち反吐へどを吐きながらもがいて、気がついたら手にしていた強さなんて、誇れたものじゃありませんよ」

　そう言ってフィーネが自じ嘲ちようすると、バルドゥールはなにも言葉を返せずにうつむいた。

　そのままなにか考え込んでいる様子の彼に、フィーネは自虐めいた言葉を聞かせ続ける。

「だいたい、私の戦い方って、正直、美しくないんですよ。不意打ちが基本で、体を魔法で強化までして、急所を狙って……。刃物を使わないのだって、使い方がわからないだけです。街のごろつきが使うような、あるいは野生動物のような、粗雑な喧けん嘩か殺法。それが私の戦い方です。戦っている間は頭が真っ白になるくらい気持ちいいけれど、だからこそ、貴族令嬢としては間違っていると思います。私は、お姉様のような【本物】には、絶対になれません。敬愛されてもいたたまれないというか……」

「わかった。フィーネがその拳をふるわなくていいくらい、俺が強くなろう」

　とめどなくネガティブに陥りつつあったフィーネの言葉を遮るかたちで、バルドゥールはそう断言した。彼はまっすぐに彼女を見つめ、続ける。

「俺が、フィーネよりも強くなる。貴女あなたなんかそうたいしたものではないと言えるくらいに、強くなる。そうすればなにも気にならないだろう？」

「私よりも……強く。私よりも、強い人、絶対に死なない、負けない人……」

　この瞬間、フィーネは自分が何を求めていたのかを、バルドゥールの言葉によって自覚した。

　呆然とした表情で、彼女は続ける。

「ああ、そうか……。私は、愛するなら、強い人がいいんだ……。神をも殺せるぐらいに、強い人が。だから、自分よりも圧倒的に絶対的に強いと思える人がいないことが悲しくて……」

「俺がそれになろう。貴女のためなら、俺は神をも殺してみせる。これから現れるという古の魔女だって、俺が倒す。そのくらい、強くなる」

　真しん摯しなバルドゥールの誓いに、フィーネはぞくりと背を震わせ、硬直した。

「そしたら、そのときは……、俺と、結婚してほしい。リーフェンシュタールとしてでなくとも、かまわない。二人で家を捨てて冒険者になるのだって、それはそれでしあわせだろう。どんなかたちになったとしても、俺を、貴女の隣に立つ唯一の存在として、認めてほしい」

　硬直したままのフィーネの手を祈るように握り締めながら、バルドゥールは懇願した。

　フィーネはその手の感触をゆっくりと確かめる。

　剣ダコのある、ごつごつざらざらとした、大きな手。あたたかい手。強い手。

　その手を信じたくなった彼女は、ただ、一度、ゆっくりとうなずいた。
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　王城、古の魔女、神の声、義理の父、神殺し、バルドゥール。

　様々なものに気疲れしたフィーネは、帰宅し自室に到着するなり、ソファへと倒れこんだ。

　慣れないドレスを脱ぐ気力もわかず、ぼーっとする彼女の顔を、ふいに誰かが覗のぞき込む。

「フィーネちゃん、ブルーノのこと、お父様って呼んであげたんだってー？」

　そう言ってにやにやと笑うのは、エリーザベト。フィーネの母親だった。

「あー……、ごめん。ママにも、言っとくべきだった。その、私の父親はパパなんだけど、でも、その……」

　母の言葉に気まずそうな表情になったフィーネは、身を起こしながらそう言った。

　エリーザベトはそんな彼女の唇を人差し指でちょんとつつき、封じる。

「大丈夫。わかってるよ。フィーネちゃんがブルーノのことも父と慕っても、パパもママもそんなことでは怒らないし、それにパパはパパ、なんでしょ？」

　やわらかな笑みで問われた言葉に、フィーネはこくりとうなずいた。

「……うん。ママが毎日のろけまじりに聞かせてくれていたパパの存在も、私にとっては、大切な家族だよ。でも、その弟だっていう侯爵様も、優しくて、お父さんってこんな感じなのかなって……、でも……」

「パパとママに悪いかなーなんて思って、すぐにはお父様って呼ばなかったーとか？」

　見透かすようなエリーザベトの言葉に、図星を突かれたフィーネは気まずげに目をそらした。

「というか、ちゃんとこの家を継ぐ覚悟ができたらそう呼びたいな、とか思ってたの。それなのにえんどう様のせいで……」

　実況の神の言葉に乗せられる形でうっかりとその単語を使ってしまったフィーネは、ごにょごにょとそんな言葉を漏らした。

「だーいじょうぶだって！　そんな深刻に考える必要ないから！　パパとブルーノは気持ち悪いくらい仲の良い兄弟だったし、むしろパパも喜ぶよ！」

　からからとエリーザベトが笑い飛ばすと、フィーネはゆっくりと自分の考えをまとめていく。

「私は……、パパも変わらず大切だし、侯爵様のこともお父様として尊敬している。二人のことは、二人とも、それぞれに大事な存在だと、思ってる」

「それでいいんだよ。これからも、侯爵様なんて他人行儀な呼び方じゃなくて、お父様って呼んであげな」

　エリーザベトがやわらかく微笑んで言った言葉に、フィーネは安あん堵どのため息を漏らした。

　それを見たエリーザベトは、にやりと下品な笑みを浮かべると、口を開く。

「ブルーノがもうめっちゃくちゃはしゃいでたらしいよ。かわいい娘のおねだりでやる気に満みち溢あふれた将軍閣下が、早速自分と部下を苛か烈れつに鍛えなおしているって被害報告まできてるくらい」

　それは、いったいどこの誰からの報告なのか。

　あまりにも早い情報に、フィーネはそんな疑問を抱いた。

　先ごろ王都へと帰還したエリーザベトは、早速かつての妖よう精せい姫として、人脈と情報網を着々と広げつつある。けれどそれが、王城内部のことをこれほど仔し細さいに把握できる程のものだとまでは、フィーネは知らなかった。

「……鍛えなおしているのは、別の理由かも。いやどっちにしろ私のせいなんだけど。騎士の皆さんに謝罪しなきゃかなぁ……」

　妖精姫の情報網にもひっかからなかったらしい、フィーネの連撃。そのことを気まずく思い出しながらフィーネがぼそぼそとそう言うと、エリーザベトはこてんと小首をかしげた。

「？　……まあ、なんにせよ、それでリーゼロッテちゃんが守れるなら、良いんじゃない？」

「ああ、それもそうか。がんばれ騎士の皆さん！」

「そうそう。準備は万端に。対策は、やりすぎくらいでちょうどいい！　使えるものは全部使えばいいのよ、非常事態なんだから」

　母娘おやこは顔を見合わせ、うんうんとうなずきあった。

　ところがその瞬間、ふいにひとつの神託を思い出したフィーネは、その奇妙な神の言葉をエリーザベトに伝える。

「あ、でも神様が言うには、本当はレオン先生も使えれば使いたいんだって。でもレオン先生は難しい？　とか？　よくわかんないけど」

「レオンって……、栗色の髪で糸目の？　レオン・シャッヘ？」

「そう、栗色の髪で糸目のひょろひょろの。常に口角は上がってるけどあんまり笑ってる感じがしない、レオン先生。授業は丁寧でわかりやすいけど、授業時間外は質問を受け付けてくれない、レオン先生。そういやそんなフルネームだったか。シャッヘ先生って呼んでも無視されるけど」

　レオンに若干の苦手意識を持っているフィーネは、彼のことをそう評した。

　それを聴いたエリーザベトは、感心したようにうなずいている。

「へー、あの子、今、先生やってるんだー」

「知り合い？　そういえば、レオン先生は今二四歳だから……。ママが王都から失しつ踪そうした一六年前だと八歳？　知り合いでもふしぎは……、ない、の？　いや当時のママは一七歳でしょ？　どういう知り合い？」

「うーん？　ほら、ママはこれでも、妖精姫だったから！」

　フィーネの疑問に対し、エリーザベトはそんな答えのようなそうでないような言葉を返した。

「……見た目だけなら、まだ妖精姫だよ」

　フィーネは、彼女自身の母親だというのに、それほど大きな子どもがいるようには見えないエリーザベトを、まじまじと眺めながらそう言った。

　エリーザベトは一瞬だけ驚いたような表情をした後、ふわりと少女のように微笑む。その姿は、事実妖精姫と呼ぶことに違和感はない。

「ママは謎が多いねぇ」

　その若さも、どこまで広がっているのか皆目見当も付かない情報網も、かつてのレオンとの関係も、ついでにそれほど強い印象のないレオンをなぜ神々が欲するのかも、なぜレオンは難しいと言われたのかも……。

　なにもかもわからないフィーネは、けれどこれ以上知ろうとすればなにか面倒が起きると直感で察して、詮せん索さくする言葉の代わりに、ただ苦い笑みを浮かべた。








◇◇◇　妖よう精せい姫と、もう一人









　妖精姫エリーザベトと、レオン。二人の出会いは一七年前。彼が、二四歳になった現在でもまだ馴な染じめないと感じる、レオン・シャッヘの名になった直後のことだった。

　彼は七歳まで、ただのレオンとして生きていた。

　実際には彼は出生時、シャッヘ伯爵の婚外子のレオン・シャッヘとして届けを出されていたのだが、それまでの立場はあくまでも婚外子。

　世間的には、シャッヘ伯爵家に男児は一人もいないことにされていた。

　それが戸籍上だけではなく、世間に対してもシャッヘの名を名乗ることを許可されたのが、彼が七歳のときのこと。




「あなたは今日から本邸で暮らせるのよ」

　彼の母がどこか誇らしげに言ったその一言で、レオンの生活は一変した。

　それまで彼の家族は母のみ。そして彼の母はそこまで子どもに手をかけるタイプの人間ではなかった。そんなどこかすさんだ家庭で育ち、常に薄汚れたような子どもだったレオンは、ある日いきなり伯爵家の嫡男などというけったいなものに、なった。ならされた。

　貴族の子息には、七歳ごろになると神殿に行って祝福を受け、その後周囲へのお披露目を兼ねた祝宴を開くというイベントがある。

　レオンのそれがもう来月に迫り、シャッヘ伯爵の知人には既に周知されていて、招待客のリストから挨あい拶さつをする順番まで決まっている。

　その事実も、そんなイベントの存在すらも、彼が知ったのはその日、母親にそれまで住んでいた家を追い出される直前のことであった。

　突然のことに戸惑ったままの彼が、見張りめいた護衛たちに囲まれ馬車に乗せられ到着した、父の住む本邸。広いがどこか寒々とした雰囲気のその家で、レオンはしばらく暮らすことになる。

　動きづらい服、硬い革靴、皮膚が擦り切れそうなほどに磨き上げられる風ふ呂ろ、食べる順番道具姿勢までも監視される食事、望んでもいない教育……。

　理不尽に押し付けられたいきなりの変化を受け入れられない彼は、荒れに荒れた。

「あの日、なんとなく嫌な予感はしてたんです。母をぶん殴ってでも、逃げときゃよかった」

　これは彼が、後に師匠と呼ぶ彼女に漏らした言葉。

　それほどまでにシャッヘ家の生活に馴染めなかった当時の彼に、伯爵家嫡男にふさわしいだけのマナーを身につけさせる作業は、難航した。

　野生のサルにダンスを覚えさせるほうがよほど簡単だと教育係がうんざりする程度に。

　それゆえに、次第にレオンの教育は調教、あるいははっきりと虐待と言っていいものにまでなっていった。

　殴られ、蹴けられ、食事を抜かれ、そうして抵抗する気力もうせ、うつろな目でただ大人たちの指示に従うだけになった頃、彼は運命の出会いを果たす──。




　お腹すいた、しんどい、つらい。神殿の祝福の最中も、その後の祝宴も。主役のはずのレオンが考えていたのは、そんなことだけだった。

　その日彼は、シャッヘ伯爵家のホールの片隅で、無感動に無表情に、途切れることなくやってくる父の知り合いに頭を下げ続けていた。

　その中で口さがない招待客が漏らした【半分の子】という単語。それがどうやら貴族の父と庶民の母の間の子どもである彼に向けられた陰口だと気がついても、反応する気力すらわかない状態で、どれくらいの時間がたっただろうか。

　ふいに伯爵家の広いホールが、ざわざわと浮かれた空気に包まれ始めた。

「エリーザベト様だ」「妖精姫ね」「今日もお美しい」

　新たに現れたらしい客人を口々に褒め称える声に釣られたレオンと、そんな彼を含めたその場のすべての者が、そちらを見る。

　数多あまたの視線の中、彼女の父親らしき紳士に手をひかれゆったりと現れたのは、ピンクブロンドの髪が印象的な、愛らしく美しい少女。

　当時一六歳になったばかりの、エリーザベト・マルシュナーだった。

　顔も体形も小さく華きや奢しやで、たしかに妖精のお姫様のようにふしぎで神秘的な印象の少女は、ふわふわと微笑ほほえみながら、彼女に見み惚とれる衆人の中を抜け、レオンたちのもとへとやってきた。

「本日は、おめでとうございます」

　紳士がそう父に声をかけ、父と紳士が談笑をはじめても、レオンはその少女の美しさに心を奪われて、瞬まばたきをすることすらできなかった。

　彼女は彼の視線に気がつき、ふわりと笑みを返す。

　ほう、と、それを目にした周囲の人間が、彼女の微笑みに、ため息をもらした。

　その瞬間。

「きゃあ！」

　ふいに彼女が悲鳴をあげた。

「エリーザベト、どうした？」

　彼女の父がそう尋ねると、少しおびえた様子の妖精姫は、震えながら口を開く。

「今、あちらになにか、……ネズミッ!?」

　彼女が指差した先には、大きなネズミが床で硬直していた。

　人の多く明るく清潔な場所、今日は顔が映るほどに磨き上げられた大理石の床の上に、本来薄暗く身を隠せるところを好むはずの、ネズミがいる。

　そのあり得ない状況に、ネズミも人もその場の空気すらも、一瞬固まったかのようだった。

「きゃぁああああああ!!」

　まず沈黙を破ったのは、耳をつんざくような淑女の悲鳴。

　それに背中を押されたかのようにちょこまかとネズミが動き出すと、パニックがあっという間に伝染していく。

　這はい回るネズミから逃げるもの、逆に追いかけるもの、みな一様に大きな声をあげながら大騒ぎをはじめた。

「ただのネズミに、大げさな……。そりゃ、清潔とは言いがたいけど……」

　レオンはそう言って、この馬鹿らしい騒ぎの中、所在無く棒立ちになっていた。

　彼に指示を出していた彼の父は、いち早くどこかへ行ってしまった。

　彼が戸惑い身動きが取れなくなっていると、ふいにネズミから逃げ出す流れのうちの誰かに、手をひかれる。

「……妖精、姫」

　レオンが彼の手を引くその人のことをそう呼ぶと、彼女は先ほどと同じようにふわりと微笑み、けれど思いのほか力強く彼の手をひいて、ホールからそっと抜け出した。
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　レオンはそのつながれた手の滑らかさに少し鼓動を速くしながら、妖精姫と駆けて行く。

　やがて酔客のために開放してあった客間へとレオンを連れて滑り込んだエリーザベトは、がちゃりと鍵かぎを閉めた。

「はー、くっそつまんなかったね！」

　レオンはその聞こえてきた言葉が目の前の可か憐れんな姫君から発されたものだと、信じきれない思いでいた。

「……妖よう精せい姫？」

　首をかしげる彼の目の前で、エリーザベトはこきこきと首をならしながら口を開く。

「はーい、妖精姫こと、エリーザベト・マルシュナーでーっす！　でもこの変なあだ名自称してるわけじゃないから、あんまり言わないでほしいなー」

　そう言って彼女は、朗らかに笑った。その笑みも口調も、先ほど彼らがいたホールで見せていた大人しく可憐で儚はかなげな印象とは、全く違っていた。

「ええと、レオンです……。……エリーザベト様って、意外に貴族のお姫様っぽくないっていうか、普通に親しみやすい感じなんですね……」

　レオンは思わずそう言葉にしてから、半分の自分にこんなことを言われたら不快に思うだろうと気づき、焦る。

　しかしエリーザベトは、むしろ嬉うれしげににこりと笑った。

「そう？　ありがと！」

　その笑顔に、レオンはほっと息をついた。それから彼は、ちらりと閉じたばかりの扉を見る。

　その視線におびえの色を見て取ったエリーザベトは、ふうとため息を吐ついた。

「大丈夫だって、あの混乱だもん。攻撃魔法ぶっ放そうとしてるバカも見えたし、今頃あっちは大混乱だから、そんなにおびえなくてもへーきへーき」

「まあ……、勝手に抜け出したことは怒られそうですが、単純にどうなったかなとも……」

「すっごい騒いでたもんねー！　いやあみんな面白い顔してた。まったく、ネズミの一匹で、おおげさよねぇ？」

　けらけらと笑う妖精姫にうなずきを返しながら、レオンはひとつの確信を得る。

「……やっぱり、さっきのネズミ、あなたが、出しました、よね？」

　エリーザベトはネズミに最初に悲鳴をあげたが、周囲の淑女たちのように驚きよう愕がくや混乱はしていなかった。またネズミが出現した直前、誰もが見惚れるような笑みを彼女が浮かべた瞬間、レオンは彼女の手がわずかに動いたように思えた。

　それらのことから判断した確信を本人にぶつければ、妖精姫はあっさりとうなずく。

「そ。さっきのは、今朝キッチンに盗み食いしにいったら見つけた、私の盗み食い仲間のカールヒェンだよ」

「名前まで付けてるんですか……。しかし、ネズミだの盗み食いだの……。あまり貴族に馴染みのない僕でもわかります。あなた、貴族のお姫様としては、規格外に変ですよね？」

　レオンが呆あきれたような表情でそう言うと、妖精姫は照れくさそうに笑った。

「ヤダ照れるぅ。貴族らしくないとか、最高の褒め言葉じゃない」

「褒めてません。ネズミに名前まで付けて愛めでるとか、むしろ庶民にしても変ですよ」

「まあ、名前付けたのはなんとなくだけど。愛でる？　というか、普通に無事に逃げ切ってくれとは思うよね、カールヒェン。おかげで私も君もこうして抜け出せたわけだし」

「まあ、そういう意味では、僕も彼に感謝です。……彼かどうかもよくわかんなかったですが」

　レオンはそう言って、くすくすと笑った。

　彼が初めて見せた年相応の無邪気な表情に、エリーザベトはこっそりと安あん堵どのため息を吐く。

「レオンくん、さっきまでひっどい顔してたよ。それこそ思わず連れ出しちゃったくらい」

「……ちょっと、疲れてたんです」

「まあ主役は忙しいからね。今日、なにか食べられた？」

　エリーザベトの問いに、レオンは弱々しく首を振る。

「今日のお披露目を無事に終えることができれば、食事を与えると言われました。そもそも今日は、食事をするほどの暇も無かったですし」

　レオンの返答に、エリーザベトは不快そうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

　彼女はシャッヘ伯爵への怒りを吐き出すように深いため息を吐くと、自身のドレスの、布を重ねてあるようなデザインの袖そでを、ごそごそとあさる。

「これは、ちゃんと料理長がおやつにってもたせてくれたビスケットだよ！　食べな！」

　ぱっと笑顔で差し出された、包み紙にくるまれたそれは、たしかに何枚かのビスケットのようだった。

　どこになにを仕込んでいるのかという疑問はあった。けれど限界までお腹のすいていたレオンは、とにかくまず一枚のビスケットに手を伸ばす。

「……ありがとう、ございます」

「いいってことよ」

　レオンはエリーザベトの男前な返答に笑いながら、受け取ったビスケットをほおばる。

　彼はその美味おいしさに段々と速度を上げながら、ビスケットをさくさくと咀そ嚼しやくしていった。

「おうちの人になにか訊きかれたら、可憐でか弱い妖精姫がネズミの出現に気分を悪くしてしまったので、客間に案内して介抱してたって言っておきなね。私もそういうことにしとくからさ」

　必死な様子のレオンに一枚一枚ビスケットを手渡しながら、エリーザベトはそう言った。

　異論はないしあってもビスケットで口は埋まっているが、本当のことを言っても誰も信じてくれないだろうと、彼は思う。

　彼女が言ったシナリオの方が、よほど自然だ。

　しかし現実に今彼女にもらったビスケットを食べているレオンは、その奇妙さに笑い出しそうになりながら、ただ口を動かした。




「……さっきのネズミ、カールヒェン、どうやって連れてきたんですか？」

　ビスケットを食べ終え、少し顔色が良くなったレオンは、エリーザベトにそう尋ねた。

「魔法ー。で、眠らせて、袖のところに、あ、ビスケットとはちゃんと逆のだよ？　に、仕込んでおいて、こう腕を振って、袖から飛び出させると同時に、解除。カールヒェンにとっては寝起きドッキリだね」

「魔法って、そんなことができるんですね」

　これまで魔法というものに触れてこなかったレオンは、感心したようにそう言った。

　その言葉を聴いたエリーザベトは、ゆるく首を振る。

「んー、いや、実は禁呪。使えるってバレたらわりとヤバイやつだから、内緒ね」

　そう言って彼女は、いたずらっぽい笑みを浮かべた。

　魔法の種類などわかっていなかったレオンは、なんとなくうなずく。なんとなくうなずいてから、魔法で相手を昏こん睡すいさせることができる、その事実の危険度と、そんな魔法を使えることを秘密にしておく必要性に気がつき、戦せん慄りつした。

「あなた、いったい何者ですか……」

　レオンの言葉に、エリーザベトは首をひねる。

「んー、何者だろ……？　強いて言うなら、野心家かな？　私は、とある大事な計画のために、手段は選んでいられないの。そのために、こういう裏の人間が使うような魔法も身につけたし、日々猫かぶっているのさ」

　エリーザベトはにやりと笑った。

「実力なんてね、できるだけ隠しておいた方がいいんだよ。これから君が魔法を学んで強くなっても、そうしておきな。私はか弱い見た目しているし、君は【半分】だと思われている。周囲が勝手にあなどってくれてるんだから、最高だね」

「あなどられることが、……いいことですか？」

　レオンがそんな疑問を挟むと、エリーザベトは力強くうなずいた。

「いいことだよ。ただ微笑むことしかできない無力な人間だと思わせておけば、いざというときに、敵は油断してくれている」

「敵、ですか」

「敵だよ。私にとっては、私の家族も、貴族社会も、全部敵。私から愛する人を奪い取ろうとする、ひどい敵」

　そう言ったエリーザベトは、憎憎しげに中空をにらんだ。

　すべてを敵視するかのような彼女の様子に、レオンは戸惑う。そんな彼にふと視線を向けたエリーザベトは、真剣な表情で続ける。

「レオンくんも、そうでしょ？　この家とか、みんな敵でしょ？　っていうか、貴族なんか、信じちゃダメだよ。少なくとも、シャッヘ伯爵は信じていい相手じゃない」

「まあ、元々信じてないですけど……、これからもうっかりほだされないように気をつけます」

　レオンの返答に、エリーザベトは満足そうに微笑んだ。

「……僕にも、そういう魔法、使えるようになりますか？」

　ほだされたくなくとも、対抗するだけの力がなければ、保護者にすがって生きていくしかない。母の生き様を見ながらそんな達観に至っていた彼は、不安そうにそう尋ねた。

「相性もあるし、どうかな？　使えるかどうかは試してみてだけど、めっちゃしんどいよ。呪いって、ちゃんと覚えるまでの間、慣れないうちは、なんか自分に返って来ちゃったりするんだよね。で、それがきっついんだ。私もネズミのカールヒェンに使ったやつ覚えるのに、三日くらい昏こん倒とうしたりしたし。でもそのおかげで私に病弱イメージがついて、それも結果オーライなんだけどさー」

「それでも、覚えたいです。僕も、あなたみたいに、強くなりたい」

　レオンはエリーザベトをまっすぐに見上げ、そう言った。

　憧あこがれと尊敬がいっぱいにつまったその視線に、彼女は照れくさそうに笑って口を開く。

「ふへ、照れるー。んじゃあ、レオンくんは、今日から私の弟子だね。といっても、私も独学だし、私はいつまでも王都にいるつもりはないんだよね。まあ基礎くらいは教えられるかなぁ……。後は学園の隠し扉くらい？」

「学園？」

「うん、私も今通ってて、でも卒業したらどこかのだれかと無理矢理結婚させられそうだからその前に駆け落ちでもしちゃいたいと思ってる、王立魔導学園。ただアウグストの体力がなぁ……。いやまあそれはいいや。とにかく、たぶんレオンくんも一五歳になったら通うことになると思う学園。そこは、魔法が使える子どもたちみんなが、大人になる前に色々なことを叩たたき込こまれる機関なの。で、まあ歴史がありすぎて、建物もつぎはぎで、誰もその全容は把握できてなかったりするところなの。しかもうちの家どころか国もそうは立ち入ることができない一種の聖域だから、ヤバイ物を隠すには最適だったりする。だから、私のコレクションは学園においてある。で、その場所とあけ方だけは教えてあげるから、レオンくんも独学でがんばれ！　ってことで、いい？」

　とりとめのない話もまざった、どこかふわふわとしたエリーザベトの言葉に、レオンはしっかりとうなずいて返す。

「十分です、師匠」




　こうしてレオン・シャッヘという、この世のなにも信じられないほどに絶望していた少年は、敬愛する師と、自分の身を守る切り札を手に入れた。

　二人が実際に交流した期間は、一年にも満たなかったが、それでもレオンは救われた。

　笑顔という処世術、力ない者の戦い方。エリーザベトが実際にフィーネを一五歳まで守りきったことで示したそれらも、レオンにとって彼女を尊敬する大きな要因だ。

　レオンにとっての唯一絶対。比べるものなどいない敬愛する存在。偉大なる師匠。

　そんな師匠が、一五、六年ぶりだというのにちっとも変わっているようには見えないその人が──、

「やっほーレオンくーん、おっきくなったねー」

「なに、やってんですか……」

　彼の仕掛けた罠わなにかかって、宙ちゆう吊づりになっているのを見た瞬間、レオンは力ない笑顔を浮かべることしか、できなかった。





────






　学園の人気の無い裏庭。そこにはかつて邪教徒が使用していたという地下神殿跡があった。

　存在すらも極一部の者にしか知られていないその中の、更に奥深くに隠された部屋で。

　秋も深まってきたある夜に、ひっそりとした騒ぎが起きていた。

　出入り口付近で宙吊りにされもがく小柄な女性と、彼女を縛る縄を、どうにか彼女を傷つけずに解こうと四苦八苦するひょろりとした印象の男性。

「あーもう、ほんっとなにやってんですか！　動こうとしないでください首しまりますよ!?」

「うー。近くまで来たからちょっとかわいい弟子の顔を見に来ただけなのにー。なにこれ力がどんどん抜けていくー……」

　一五年以上ぶりの師匠と弟子の再会は、そんなしまらないものになっていた。

　レオンの言葉に従ってか、エリーザベトはぐにゃりと全身の力を抜いてぐったりとしている。

　そんな彼女の姿にため息をついた彼は、極力丁寧に縄を解きながら、彼女の力が抜けていく理由を説く。

「この【縄】には色々仕込んであるんです。ええと、弱体化と、昏睡と、麻ま痺ひ毒と、あとなんだっけかな、幻惑と記憶混濁……？　正直、今師匠が意識を保ってるだけでもちょっと驚きです。まあこれにかかった、というかここまで進入できたのが師匠だけなんで、この【縄】が発動するのは初めてですが……。やっぱり師匠も禁呪の使い手だから、いまいち効かないんですかね？」

　考察をするレオンの耳に、感心したようなエリーザベトの声が届く。

「かわいい弟子が一六年会わないうちに、私よりもはるか高みに至ってる……。なにそれモノに禁呪仕込むとか、そんなのできるんだ……？」

　褒められて嬉うれしい。一人密ひそかに続けてきた努力を他ならぬこの人に認めてもらえることはとんでもなく嬉しい。そうは思えど、それを素直に喜ぶことができない程度には屈折して育ったレオンは、かわいげのない言葉を口にする。

「まあ、僕もそれなりに敵が多いですし。なにより、この部屋には、見られたらまずいものがたくさんありますからね。ここまでしても、足りないくらいですよ」

　エリーザベトから受け継いだ、この隠し部屋。

　その中の、彼女から受け継いだままにしてあるコレクションの数々を指し示すと、ようやく縄の呪縛から逃れた彼女は、実に懐かしそうに、感慨深げに、目を細めた。




　部屋の中央のラグにエリーザベトと向かい合って座りながら、レオンは言葉を探していた。

　エリーザベトが王都に帰って来たという噂うわさは、シャッヘ伯爵家から廃嫡されてただの一教師として生きている彼のもとにも、届いていた。

　彼は彼女に伝えたい感謝も、見せたい成長も、たくさんあった。会えなかった期間の分だけ、話したいことがたくさんあった。けれどただあなたが生きて戻ってきてくれたことがうれしいと、せめてそれだけでもなんらかの形で伝えたいと、彼は切に願っていた。それなのに。

「……で、本当はなんでこんな時間にこんなところに来たんですか？」

　初手でなじる羽目になってしまった間抜けな再会への不満を隠そうともせずに、レオンは尋ねた。

　今の時刻は深夜と言って差し支えない時間帯。レオンもエリーザベト、というか何者かがこの部屋に侵入したことを察知さえしなければ、既に就寝していたはずの時間だ。

「まあ、部屋に誰かが入ればわかる術式は元々師匠が仕込んでいたやつだから、あなたはきっと僕が駆けつけると踏んでここに入ったんでしょうけど……。でも僕が侵入者のことはトラップに任せて就寝してたら、死んでましたよ？　僕のいない隙にコレクションだけでも見に来たんですか？　ちょっと近くまで来たって噓うそですよね？」

　恨みがましくそう問い詰めたレオンに対し、エリーザベトはふるふると首を振る。

「いや、それが本当なんだよね。これ見てこれ」

　そう言って彼女が取り出したのは、猫を思わせるデザインの、精せい緻ちな刺し繡しゆうの施された、顔の上半分を覆いつくすような、仮面だった。

　仮面。深夜。今日この近くでなにかの集まりがあるという情報はない。それらをつなぎ合わせ、レオンは事態を察する。

「ああ……、例の仮面舞踏会、今日はこの近くでやってるんですか……」

　嫌悪感を隠し切れない声音で、レオンはそう言った。

　仮面舞踏会。ただの仮装を楽しむ会であることもあるが、今王都で秘密裏に流行しているそれは、仮面をして身分や立場を隠すことで、一夜限りを楽しむ、常軌を逸した饗きよう宴えん。

　エリーザベトも嫌そうにため息を吐き、口を開く。

「そ。私ってば、未亡人じゃん？　正確には籍は入れてなかったんだけど、まあそういうことになったじゃん？　実家、マルシュナー公爵家の人間いわく、『あなたは未亡人なんだから、こういう遊びも、嗜たしなみよ？』だってさ。いやぁ相変わらずクソだね！」

「うわぁ……。本当に、相変わらずですね……」

　現在は貴族社会から距離を置いているレオンは、引きつった笑顔でそう漏らした。

「マルシュナーとすりゃあ今からでも遊んで、どっかのじいさんでもひっかけて後添えに入れってことなんだろうね。で、いやだなぁ、体調不良とか言って直前で引き返すかなぁと思っていたら、思いがけず学園の近くだったからさ。眠らせて、こっそり抜け出して、こうして懐かしい顔を見に来てみたってわけ」

「こっそり抜け出せるような部屋に連れ込まれてるとか、けっこうギリギリじゃないですか……。まあ、ご無事でなによりです」

　エリーザベトの語った経緯に気分が悪くなりながら、レオンはそう言った。

　彼がその仮面を、そのむこうの饗宴をにらむように見つめていると、ふいにその仮面が投げて寄よ越こされる。

「それ、あげる。参加証にもなってるからさ、それ着けて行けば、誰でも会場に入れるよ。火遊びのひとつも楽しむか、あるいは情報収集には使えるんじゃない？　というか、使えたよ」

「火遊びには興味ありません。情報収集のチャンスはありがたいですが……。でもそもそもこれ、女性用ですよね？」

　レオンがその事実を指摘すると、エリーザベトはぽんと両手を合わせた。

「そっか。じゃあ、いらない？」

「いや、もらっておきます。こんなもの、あなたに持たせておきたくはないので」

「……お？」

　彼の言葉になにかひっかかりを覚えたらしい彼女は、盛大に首をひねっている。

「あなたは僕の、大事な師匠で憧れの人ですから。こんなおかしな遊びには、関わらないでほしいんですよ」

　レオンはニコリと笑いながらそう言った。

　彼の言葉を聞いたエリーザベトは、くすくすと愉快げに笑う。

「レオンくん、ほんと、おっきくなったねぇ」

　自分を口説くような言葉を投げかけた弟子を、彼女は余裕たっぷりにそう評した。

「ええ、もう、あなたの旦だん那な様と、同じ年になりました」

　更に、一歩。踏み込んだ言葉を口にしたレオンを、彼女は笑んだまま、でもどこか冷静な瞳ひとみで見つめる。

「ああ、そっか……。でも、私は、アウグスト以外に、恋はしないなー……」

　ただの事実を、口にした。そんな様子の、揺らぎのひとつもないエリーザベトの言葉は、これ以上ないくらい明確な拒絶だった。

　明確に拒絶されたはずのレオンは、しかしむしろ笑みを深めて、口を開く。

「知ってますよ。僕はあなたに救われて、あなたに憧れて、あなたを尊敬していて、そして恩返しのひとつもできればな、と、思っているだけです」

　今のところは、まだ。その部分を、レオンはまだ言葉にしなかった。

　エリーザベトもわざとらしいくらいににっこりと微笑み、口を開く。

「そっか。じゃあ、うちのフィーネちゃん、座学絶望的なんだけど。レオン先生、補習とかしてやってくれる？」

　空気を軽くしようとする彼女の意図をくんで、レオンもおどけたように笑い、口を開く。

「それは面倒なんで、嫌です。ま、僕がなんとかしなくても、義姉のリーゼロッテ・リーフェンシュタールさんが、きっとなんとかしてくれますよ」

「なんて薄情な弟子だ！　ししょーは君をそんな子に育てた覚えはありませんよ！」

「育てられた覚えがそもそもないです」

　レオンとエリーザベトはそんなおどけたやりとりを交わすと、顔を見合わせ、くすくすと笑いあう。

「……ねぇ、なんで師匠は、あの日僕を、弟子にしてくれたんですか？」

　レオンは笑いのあとのやわらかな空気に、彼女と再会できたら訊ききたいと思っていた質問を、そっと滑り込ませた。

「んー……、私はわりと直感で生きていて、あの日ネズミのカールヒェンを連れて行ったのと同じで、なんとなくその方が面白そうって思ったのがだいたいのところ、なんだけど……」

　考えながら、言葉を選びながら。そんな様子で、エリーザベトはゆっくりと言葉をつむぐ。

「まあ強いていうなら、あの日の君の、『もうなにもかも諦あきらめました』みたいな顔を、笑顔にしてみたかった、から、かなぁ？」

　彼女の言葉を聞いたレオンは、とびきりの作り笑顔を返す。

　するとふわりと優雅に上品に、妖よう精せい姫は、微笑んで返した。

　魔法については追い抜けたかもしれないが、笑顔だの猫かぶりだのに関しては、まだまだこの師匠には、勝てそうにない。レオンは、その事実が、なんだかすこし嬉しかった。

　その時、どこかほっこりとした空気の中に、にこやかなエリーザベトの声が響く。

「ところで、うちのフィーネちゃんの座学をどうにかしてくれそうな、リーゼロッテちゃん。彼女を生いけ贄にえにして世界を滅ぼそうとしてるわるーいやつが、この地下神殿に封じられてるらしいよ」

「……よく、そんな物騒なこと、そんな綺き麗れいな笑顔で言えますね……」

　現在では王族すら知らないこの地下神殿の真実までも。

　あらゆる情報を手に入れながら、けれど荒事においては直接役に立てないと自覚している妖精姫は、神に求められるだけの実力を手にした弟子を、表舞台へと引きずり出す──。








第２章　進化？　退化？　斜め上？









　ファビアンとリーゼロッテがうちとけてから二週間。リーゼロッテを私の馬車で自宅へと送り届けた日の夕刻。

　私は城の自室で、フィーネとバルドゥールと彼についてきたらしい神々の、直じか談だん判ぱんを受けていた。

「ここ数日、リーゼロッテお姉様が、またうなされておられるようなんです」

「悪夢にうなされては飛び起きて、深夜にジークの名を呼んで弱々しくすすり泣いているリーゼロッテは、ちょっと正直心にくる……。なんとかしてやってくれ……」

「一時よりはリゼたんがしっかりした分立ち直りが早くなったとはいえ、結局悪夢は途切れていないようです。ゲームの筋書きでいくと秋の終わりには古いにしえの魔女が復活しますからね。敵も本気を出しているということでしょう。……古の魔女め、絶対殺す」

　フィーネ、エンドー様、コバヤシ様。三者三様にリーゼロッテのことを心配しながら言われた言葉で、私はリーゼロッテを助けたい、どうにかしたいと、使命感を抱く。

　と、同時に、いや待て。なんで全員リーゼロッテが寝ているときの様子を知っているんだ。見たのか？　特にエンドー様、見たのか？　という、焦りに似た感情を覚える。

「俺から見ても、ここのところ特にリーゼが不安定な感じはしている。いきなりフィーネのことは絶対に手放すなと俺を恫どう喝かつしてきたかと思えば、次の瞬間には自分のかわいげのなさが嫌になるだのという的外れな泣き言を言い、かと思えばアルトゥル・リヒターに稽けい古こをつけてやるとか言いながら……、あれ、ほとんどただの憂さ晴らしだよな？」

「リヒター先輩は頑丈だから大丈夫ですよ。すぐ回復できますし。だいたい私みたいに強くなりたいってなら、あのくらいの臨死体験がちょうどいいです。まあ、お姉様のストレス解消になっている側面も、否定はしませんが……」

　ところがつづけられたバルドゥールとフィーネのやりとりに、私は今度はアルへの憐れん憫びんと、一刻も早くリーゼロッテをどうにかしなければという思いでいっぱいになった。

　フィーネ嬢のように強くなりたいと望み彼女に師事することを選択したのはアルだが、さすがに臨死体験というのは、いくらなんでもまずい。

　リーゼロッテが手加減を間違えるとは思わない。しかもアルの回復魔法は、国全体で見てもトップレベルにある。手違いはまず起こりえないが、そこまで彼女が追い詰められているというのは由々しき事態だ。さすがにアルの友人としても、心苦しい。

　あとリーゼロッテは世界一かわいいので、かわいげのなさというのはまったくもって的外れだと私も思う。けれど彼女は本気でそう思い込み、悩んでいるのだろう。

「……早く、どうにかしなくては、な」

　私がポツリとそう言うと、フィーネとバルドゥールが、そろって真剣な顔つきでうなずいた。

「【ゲーム】において一人の犠牲も出さずに魔女を倒すために必要なものは、リーゼロッテが魔女にのっとられないよう彼女の心を守る誰かの存在と、魔女を瞬殺できる程度の戦力です」

「戦力についてはこの分なら大丈夫だろ？　っつーか、バルドゥールルートならバルとフィーネの愛の力プラス神様の加護とやらで勝てるんだし、俺はもはや若干オーバーキルなんじゃないのかと思うんだけど……」

「いや、リーゼロッテの体を手に入れてない状態、つまり実体がない【古の魔女】は、物理攻撃が通りにくい分、たちが悪いんだよ。まあ力は弱いから、これだけ戦力がそろったら十分かな？　とは、思うけど。なので、あとはもうリゼたんの心を守る存在、すなわちゲームではフィーネちゃんだったけれども、今はジーク！　あとはあなたのがんばりだけなんです!!」

　神々のお言葉に、私は若干の気まずさを覚えた。

　フィーネが彼女たちの父であるリーフェンシュタール将軍を、リーゼロッテが天才魔導師ファビアン・オルテンブルクを、それぞれ味方につけてくれた以上、あとはもう私が努力するだけだというのは、わかっている。痛いくらいに、わかっている。

　ファビアンとリーゼロッテの距離感に、自分でも異常だと感じるくらいの嫉しつ妬と心を抱いている身としても、さっさとリーゼロッテを名実ともに己のものにしてしまいたい、とは、思っている。

　だが、しかし。

「でも、当のお姉様が、めっちゃくちゃ逃げてるんですよね！」

　神々の声に応えるように、フィーネが朗らかに笑いながらそう言った。私は、ただうなだれる。

　そう、逃げられているのだ。

　私がリーゼロッテに好意を示せば示すほど、逆に、逃げられているのだ。

　いくら貢物を贈ろうと、リーフェンシュタール侯爵の名で丁寧な返礼が寄よ越こされるだけ。

　いくら学園で話しかけても、戸惑ったようにされるだけ。

　今日も馬車にまで同乗させても、髪に触れただけでそっぽをむかれてしまった。

「うん。真っ赤になって逃げまわるリーゼロッテもかわいいんだけれども、正直、もうすこし素直に愛されてくれないものかと、もどかしくも思うよ……」

　私がそう言うと、バルドゥールがため息を吐つきながら頭を下げた。

「申し訳ありません。リーゼは幼少期から、あなた様の隣に立つためにとひたすらに自己研けん鑽さんに励みました。そのため、対人関係だけは学んでこなかったのです。経験値が低いと言っても良いかもしれません。その、率直に打ち明けてしまいますと、あれは、異性関係どころか『利害関係を意識しない友人と、無邪気に遊んだ』というような体験すら、ほぼないものでして……」

　そう言われてみれば、リーゼロッテには、あまり同年代の気楽に遊ぶ友人というものがいない気がする。

　社交界での人脈などはうまく作っているようだが、それも目上ないし年上の者に認められるか、目下ないし年下の者に慕われるかといった感じで、対等という感じではない。

「初恋をこじらせて一〇年もたつと、そんなことになるのか……！」

「リゼたんが人間関係に不器用なのも事実でしょうね。でも、私はただ単純にジークが好きすぎて無理ってことな気がします。しあわせすぎてこわい！　みたいな。そんなにうまい話があるわけない！　みたいな」

「私はこばやし様の意見に賛成です。お姉様はジークヴァルト殿下のことを、特別視しすぎていると思います。殿下だって人間なのに、まるで神様みたいに思ってそうですもん。尊さを感じてそうというか……、愛が信仰レベルに達している気がしますもん」

　そんなもの、どうすればいいのか。

　フィーネの言葉に私が情けない顔をすると、彼女はそれを軽く笑い飛ばして口を開く。

「まあ、なんにせよ、照れて逃げてはいるけど、嫌がっているわけじゃないんですから。逃げ場がなくなるまで追い詰めたらいいんじゃないですか？」

　フィーネの出した結論は、実にシンプルで的を射たものだった。

「その場合、はたしてあいつの心臓がもつのか……？」

　バルドゥールは深刻そうな声音で訝いぶかしげにそう言った。

　フィーネはそんな彼ににっこりと微笑ほほえみ、口を開く。

「大丈夫です！　ちょっと心臓が止まったくらいなら、私とリヒター先輩でどうにかできますから！」

　それは大丈夫とは言わないのではないだろうか。

　私は反射的にそう考えたが、実際のところは、恥ずかしさのあまり心臓が止まるなどという例は聞いたことがないので、まあ大丈夫だろう。

「まあ、実際問題、もはやそう悠長にしてもいられないし……。多少無理をしてでも、リーゼロッテには、私に愛されているという自覚を、持ってもらおうか」

　私がそう宣言すると、フィーネは楽しげにうなずき、バルドゥールは意外そうな顔をした。

「殿下が、そこまでリーゼのことを……、というか、特定の誰かのことを気にかけるとは、正直、意外でした」

　バルドゥールの言葉に、そう言えば以前、アルにも私がそんなタイプではないと思っていたというような趣旨の指摘を受けたことを思い出した。

「私だって、誰かに恋をしたり、嫉妬を覚えたり、それくらいの感情はあるよ。確かに、感情をあまり表に出してはいけない立場だという自覚はあるけれど……。未来の妃きさきであるリーゼロッテに対してだけは、素直に好意を示してもなんの問題もない。そのことが、私を素直にさせる大きな後押しになっているのかもしれないね」

　私がそう言葉にすると、バルドゥールは深く納得したかのようなうなずきを返した。

　しかし、私は自分の言葉で、むしろ私が今まで感情を制御して生きてきたせいで、好意の示し方が下手なのではないかと思い至った。

「本当に……、がんばらなければねぇ」

　私は誰に言うでもなく、そう呟つぶやいた。

「がんばれジーク！」

「リゼたんをしあわせにできるのは、ジークだけです！　がんばってください！　私たちも応援します！」




　そんなエンドー様とコバヤシ様のお言葉に励まされた私は、決意も新たに翌日を迎えた。




　学園の休暇日である今日、リーゼロッテに『お伝えしたいことがあるので、お時間をいただけませんでしょうか』との手紙をもらった私は、その決意に背中を押されるかたちで、すぐさま彼女の訪問を受け入れた。

「私は、あなた様をお慕いしておりますので、【古の魔女】ごときには負けませんから」

　そして、恥ずかしがり屋のはずの彼女が発したその言葉を、信じがたい気持ちで、聴いている。その言葉は愛を告げてくれているはずなのに、彼女に甘い雰囲気はない。彼女の紫水晶の瞳ひとみは、覚悟を決めたかのように据わっている。怒りをたたえているような気さえする。

　ええと、いったい、なにがどうしてこうなって……？





────






　それまでの数日間、リーゼロッテは悩んでいた。

　二週間ほど前、彼女はファビアン・オルテンブルクと親しくなった。

　その直後から少しずつ、今となってはもはやあからさまな程に、ジークヴァルトがリーゼロッテのことを、気にかけているのだ。

　彼女の自宅には連日彼の直筆のメッセージの添えられた花や宝石が届き、彼女が学園で彼と会えばすかさず声をかけられる。たとえ誰とともにいるときでも、彼女を最優先にして。

　そんなことは、平等と和を重んじる彼にはあり得なかったことだ。

　だからリーゼロッテは困惑し、そしてここ数日、思い悩んでいた。




「リーゼロッテ、君は感謝祭ではどんなドレスを着たい？　パートナーの私とデザインを合わせた方がいいだろうし、私から新しいものを贈らせてもらおうと思っているのだけれど……。なにか希望はあるかな？」

　学園からの帰り道、馬車の中で。やわらかな笑みを浮かべながらそう尋ねてきたジークヴァルトのその距離の近さに鼓動を速くしながら、リーゼロッテは困惑していた。

　やはり、過剰な程気にかけられている。

　そもそも彼が彼女をこんな風に自身の馬車に同乗させること自体、これまでになかったことだ。

「私としましては殿下の品位を損ねるような下品なものでさえなければ、なんでもかまいません。けれど、そんなことはわざわざ私が口をさしはさまなくても、当然に対応していただけることでしょう？」

　かわいげのない言葉をつんとした表情で口にしながら、リーゼロッテは密ひそかに混乱と動揺をしずめようと苦心する。

　そんな彼女の様子を愛しげに眺めるジークヴァルトは、更に彼女との距離を詰め、その髪にそっと触れた。彼は彼女の髪の一房をくるりくるりと弄もてあそびながら、上機嫌に語る。

「そう？　じゃあ私が君に着せたいドレスを贈ることにしようか。どんなものがいいかな……。とりあえず、どこかに金色はいれたいなと思っているんだ。私の目と、君の髪の、色だから」

「髪が、乱れますので、おやめください」

　距離の近さに呼吸が苦しくなった彼女が絞り出すようにそう言うと、彼は楽しそうに笑った。

「ああ、ごめんね。そうだね、君の髪を乱すのは、また今度にしよう」

　ジークヴァルトはそう言って、ぱっとリーゼロッテの髪から手を放した。

　朝、メイドが三人がかりで念入りに巻いた彼女の髪は、即座にくるりともとに戻る。

　しかし『また今度』という不穏な響きに、リーゼロッテの動揺はかえってひどくなった。

　髪を、乱す？　……どうやって？

　彼女はそんな疑問と、同時に艶つやめいた回答を思い浮かべそうになってしまった。それを振り払うようにジークヴァルトをきっとにらみ、彼女は叫ぶ。

「私をからかうのは、やめてくださいませ!!」

「くっ、はははっ！　ごめんね、リーゼロッテ。あまりにも君がかわいいから、つい」

　とうとう声をあげて笑ったジークヴァルトを、リーゼロッテはにらみつけた。

「かわいい、だなんて、心にもないことをおっしゃらなくてけっこうです。私がフィーネやファビアンくんのようなかわいらしさとは縁遠いことは、なにより私がわかってますから」

　周囲の人間に美しいという評価を与えられてきた、冷たい印象を与える美び貌ぼうのリーゼロッテは、どこか悲しげにそう言った。

　そんな彼女を微笑ましいものを見るような目で見ながらふわりと表情をゆるめて、ジークヴァルトは口を開く。

「君は、世界で一番かわいいよ、リーゼロッテ」

　嬉うれしい。恥ずかしい。悲しい。悔しい。苦しい。

　リーゼロッテの内にその瞬間、様々な感情が一息にわきあがった。

　とにかくこのままでは涙が出てしまうと判断した彼女は、ぷいとジークヴァルトから顔を背けて、流れる外の景色をにらみつける。

　そう、彼女は悲しくて、悔しくて、そして心苦しかった。

　なぜなら彼女は、今のジークヴァルトの言葉も、ここ数日の態度も、すべては同情によるものだと思っていたからだ。

　先月彼女は学園で倒れた。その前後からずっと、彼女は黒い夢を見ている。

　ひとつの光とふたつの声で一度は弱ったはずのその黒は、諦め悪くまだリーゼロッテにまとわりついていた。

　もう自分は大丈夫。リーゼロッテはそう思っても、ジークヴァルトはそうは思わなかったのだろう。神の声を聴く者としての、国を導く一族としての責任感から。あるいはリーフェンシュタールへの配慮と、婚約者としての義務感から。

　そんな理由でジークヴァルトに気を遣われていると思い込んでいる彼女は、それでも彼の笑顔と言葉で悔しいくらいに浮かれてしまう自分の恋心をどうにか静めなければいけないと、思い悩んでいた。










　ああ、今日も、この夢か。

　その日の夜、すっかり慣れた悪夢の気配に、リーゼロッテはどこか無感動にそう思った。

　真っ暗な闇の中、しゃべることもできず、自分の体の感覚すら曖あい昧まいで、不快な声だけが響く、嫌な夢。

「あなたは本当に、かわいげのない女」

『ええ、知っている。でもね、王妃を目指すなら人に隙を見せないくらいでちょうどいいの』

「あなたのことなんて、誰も愛さないわ」

『愛されなくてもかまわないわ。私が殿下を愛しているから』

「すべてあの子に、フィーネに奪われる」

『おあいにくさま。彼女は逆に私に日々たくさんのものを与えてくれているわ』

「悔しいわね？」

『いいえ』

「悲しいわね？」

『いいえ』

「妬ねたましいわね？」

『いいえ。私はそんなこと、ちっとも思っていないわ。……ねえ、それは、誰の話なの？』

　不快な声への反論を、リーゼロッテは淡々と心の中で思い浮かべた。

　彼女はこの声に心を揺さぶられた時期もあった。しかし幾度も繰り返すうちに、すっかり慣れた。声は出せないままでも、瞬時に明確な否定を思い浮かべられる程度にまで。

　動揺を見せないリーゼロッテに、声は不快な言葉をかけ続ける。

「フィーネさえいなければ……。そう思うでしょう？」

『いいえ。かわいい妹だもの。あの子がいてくれなければ、私は悲しい』

「魅力的なあの子は、すべての男を惑わす。あなたの愛するあの男だって、きっと心変わりする。あの子の手をとり、あなたの前からいなくなるのよ」

　──その言葉だけは、聞き捨てならなかった。

　叫びだしたいほどの激げき昂こうを、リーゼロッテは抱く。

『ふざけるな!!　あの方は、そんなことはできない！　あの方がいかに己を律して、あの方がいかに心を殺して、あの方がいかに孤独に耐えて、それでも国のために生きているか、お前は、なにも、わかっちゃいない！　……あの方のことを、愚ぐ弄ろうするな!!』

　瞬間、声が、止まった。

　無音となった夢の中、ただリーゼロッテの怒りと誇りだけが、燃え上がる。




　私は、リーゼロッテ・リーフェンシュタール。

　誇り高きリーフェンシュタールの娘。

　この国の王太子の、ジークヴァルト殿下の、妃きさきとなる人物。

　彼を守るため、女神の寵ちよう愛あいを与えられた存在。

　今、ここで、反撃しないだなんて、あり得ない。




　リーゼロッテがそう自分を鼓舞するにつれ、彼女は体の感覚が、闇に溶けていたそれが、はっきりと戻ってくる感覚を覚えた。

「え……、うそ……」

【不快な声】は、動揺をみせた。

「ああ……、そこにいたのか、【古の魔女】」

　リーゼロッテは、静かに重たく、そう言った。

「ひっ……」

　声の主が、【古の魔女】が、息をのむ。

　リーゼロッテはそれを捕らえようと手を伸ばし──。










「……ふざけるなよ、古の、魔女」

　翌朝目覚めた彼女がいちばんに口にした言葉は、そんなものだった。

【古の魔女】という言葉を、誰に聞いたのかは思い出せない。それでもそれを教えてくれた誰かの声を、彼女を見守る存在を、リーゼロッテは感じ取った。

　だから勝てる、ジークヴァルトへの想おもいと誰かに貰もらった力で、魔女だって打ち倒せる。

　あの瞬間リーゼロッテはそう確信し、手を伸ばした。それなのに、逃げられた。

　そう確信する彼女は、もし次があれば絶対に逃がしはしないと誓いながら、ベッドを降りる。

「ああ、本当に、腹立たしい……！　私はね、誰がなんと言おうと、この国の王妃になるの。ジークヴァルト殿下と結婚するの！」

　古の魔女に、自分自身に言い聞かせるように、リーゼロッテは宣言した。

　彼女は厚いカーテンのかかる大きな窓へと歩みを進めながら、続ける。

「何度でも言う。愛されなくたってかまわない。私が勝手に殿下を愛する。勝手に愛して、一方的に慕って、国なんていう巨大なものを背負わなければならないあの方のことを、支えてみせる。それだけで満足なの。だから私は負けない。フィーネにも、古の魔女にも、誰にも！」

　シャッと勢い良く日の光を室内に迎え入れながら、彼女は断言した。

「それを、どうやら当の殿下にもわかっていただけていないというのは、……悔しい、わね」

　朝日を浴びながら、肩の力の抜けた笑顔を浮かべ、リーゼロッテはそう言った。

　今日は学園の休暇日だから、彼には会えない。ならば会いに行こう。まず手紙を書いて、約束を取りつけようか。とにかく、どうにかして会おう。

　今すぐにでも会う。そして、それから──。




　その蜂はち蜜みつ色の髪を朝日できらきらと輝かせながら、彼女はひとつ、決意した。
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　ええと、いったい、なにがどうしてこうなって……？

「おめでとう！　リーゼロッテは　ツンデレから　ツンギレに　しんかした！」

「進化というか退化というか斜め上というか……。その、どうも古の魔女の精神攻撃が、なんか変な感じに効いてしまったみたいでして……。まあ、リゼたんがなんだかぶちギレているのは事実です」

　おどけたような響きのエンドー様のお言葉と、戸惑ったような響きのコバヤシ様のお言葉を聴いてもなお、私は意味がわからなかった。

　おかしい。
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　昨日、まさに今リーゼロッテが座っているのと同じソファーに座っていたフィーネと、その後ろに控えるように立っていたバルドゥールとともに、リーゼロッテがあまりにも逃げるということについて悩んでいたはずなのに。

　そして私は、どうにか彼女を追いかけて追い詰めようという決意を固めたはずなのに。

　なぜ、今、むしろリーゼロッテの方から私を口説くかのような言葉を投げかけられているのだろうか。

「あり、がとう……？」

　私がわけがわからないながらもなんとなく感謝の言葉を口にすると、リーゼロッテはきりりと満足げな表情でうなずいた。

「ええ、私は、あの程度のものには、負けません。いえ、私があなた様を思う気持ちは、どんなものにも、負けません。それと昨夜気がついたのですが、どうやら強い気持ちを持てば、アレとは対話が可能なようなのです。だからいかに私が殿下のことをお慕いしているか、いかにあなた様がすばらしいか。一晩でも二晩でも……永遠にでも、アレが理解できるまで、語ってやることに決めました」

　怒りの色をその瞳にたたえ、非常に強気にそう断言したリーゼロッテは、そこで、ふっとため息を吐くと、すっきりとしたような笑顔で微笑んだ。

「私は、ジークヴァルト殿下のことを思うと、あたたかい気持ちで、しあわせな気分で、いられるんです。あなた様の隣にいるためならば、どんなことだって、できるんです。お礼を申し上げなくてはいけないのは、私の方ですわ」

　その笑顔に見み惚とれ、彼女の言葉を呆ぼう然ぜんと聞いているだけの私に、彼女はまっすぐな言葉を与え続ける。

「ですから、私は大丈夫です。あなた様への愛ゆえに、私は大丈夫です。ここ数日、フィーネにもバルにも心配をかけてしまったようですが、私はもう、魔女のことなど、こわくありません。……殿下も、それであれほど私のことを気にかけていてくださったんでしょう？」

「んんん、なんだか雲行きがあやしいぞ……！」

「リーゼロッテの中でジークが美化されすぎているせいで、ここ数日の言動もなにか深い意図があってのものと思われているようですね。実際のところは弟のようなものとしか認識されていないファビアンきゅんにすら嫉妬をかまして、みっともなくあがいていただけなのに。……ジークは普段がかっこつけすぎなんですよ」

　呆あきれたように告げられたコバヤシ様の解説こそが真実であるのに。

　女神の声など聞こえていないリーゼロッテは、悲しげな、切なげな、痛みを受け入れているかのような、『すべてわかっています』と言わんばかりの弱々しい笑みを浮かべ、続ける。

「もう、そこまで心配していただかなくて、けっこうです。あなた様は、ただそこに、あなた様として存在していてくだされば、それで私には十分ですから。それだけで私は勝手にあなたのことを愛して、勝手にそれを支えにして、生きていきます。生きていけます」

　そこで言葉を切ったリーゼロッテは、長い、長いため息を吐いている。

　誤解を解かなければと思ってはいたのに、ストレートに愛情を示してくれる彼女の言葉が嬉うれしくて、ここまで口を挟まずに聴いていた卑劣な私なんかのことを、どうして彼女はここまで評価してくれているのだろう。

　いや、この機会を逃したら彼女が素直に自分の心情を言葉にしてくれることなどきっと二度とないだろうという私の直感も、そう間違ってはいないだろうとは思うが。

　先ほどから彼女は彼女の私に対する恋情を当然私も知っているものとして会話をしているが、実況と解説の神々がいなければ、私はそんなこと、思いも寄らなかっただろう。

「だから……」

　彼女が今にも泣き出しそうな顔で、続けようとした。

「リーゼロッテ」

　それをさえぎるように彼女の名前を呼んだ私を、彼女はふしぎそうに見上げている。

「君はさ、私のことを、買いかぶりすぎなんだよ」

　そう言いながら、私は彼女の座るソファーへと歩みを進め、そのまま彼女の右隣に座り込んだ。

「殿下……？　な、なにを……!?」

　反射的に距離をとろうとするリーゼロッテの背中に腕を回し、その動きを封じるように抱きしめ、ゆっくりと言葉をつむぐ。

「ねぇ、リーゼロッテ。私も、君のことを、愛いとしいと思っているんだ」

「お戯れはおやめください！　そのように心にもないことをおっしゃらずとも、私は魔女なんかに負けません！　きちんと、未来の王妃としての責務も果たしてみせますから!!」

　悲しいくらいに、信じてもらえていない。

　私の腕の中で暴れながらそう叫んだリーゼロッテを、いっそう強く抱きしめながら、私は言葉を続ける。

「リーゼロッテ、……リーゼ」

　私が彼女のことを愛称で呼ぶと、彼女の動きがぴたりと止まった。

「私はね、君のことをずっとリーゼと呼びたかったし、それを許されているバルドゥールのことが、妬ねたましかった。それどころか、まだほんの子どものファビアン・オルテンブルクですら、君にあまりなれなれしくするなと思っている。挙句の果てに、君の妹のフィーネ嬢が君にかわいがられていることすらも、正直おもしろくない」

　私はリーゼロッテを抱きしめる、というよりはもはや彼女にすがりつくようにしながら、心情を吐露し続ける。

「私の本音は、こんなみっともないものなんだ。でも立場もあるし、周囲の人間もうるさいし、本音とか、嫌だという感情とかは、どう表に出したらいいのかわからなくて……」

　それでも君にだけは、そんなみっともない部分まで受け入れて欲しい。だなんて、そこまでの弱音を言うのは、さすがにかっこ悪すぎるだろうか。

　いやでも、コバヤシ様は、普段がかっこつけすぎとおっしゃっていたし、言ってしまおうか。

「わ、私だって、フィーネやアルトゥル・リヒターに、……嫉しつ妬と、していました」

　悩みためらう私の耳に、そんなリーゼロッテの声が届いた。

「あなた様……、というか、すべての人にですが、素直に甘えられるフィーネが、羨うらやましかった。あなた様と気軽にやりとりができるアルトゥル・リヒターが、妬ましかった」

「……いっしょだ」

　私がそう呟くと、彼女はそっと、震える両の手を、私の背中に回してきた。

「本当に、殿下も、私と同じ気持ちでいてくださるのですか？　本当に、あなた様も私を愛してくださっていると、うぬぼれて……、いいんですか？」

　そう言った彼女の声も、弱々しく私に触れる手も、すべて、震えていた。

　私は彼女を抱きしめる腕の力を強めて、口を開く。

「うぬぼれてほしい。信じてほしい。……愛してる。君が、私の婚約者で、よかった」

　私がそう言葉にすると、リーゼロッテが大きく震えた。

「私はあなた様に愛されたいと、そんな夢を、ずっと、ずっと、……あなたに出会ったときから、ずっと、願っていたの、です」

　涙に濡ぬれた声で語られた言葉に、ああ、それがいつぞや神々と彼女の父が言及していた【五歳からの夢】というやつかと、思い至る。

　やはり、リーゼロッテがかわいいやつだった。

　私の婚約者はどこまでもかわいい。世界一かわいい。

　愛おしさが爆発しそうになった私が身を起こそうとすると、リーゼロッテに信じがたいくらいに強い力で後頭部をおさえられ、動きを制された。

「……ど、どうしましょう」

　彼女が呟いた言葉と意図のわからない動きに、私は首をひねる。

「い、いまさら恥ずかしくなってしまって、顔も見られたくなくて……、この腕を、放せそうに、ありません」

　……きつく抱きしめあっている現状は、恥ずかしくないのだろうか？

　そのことを指摘してリーゼロッテの恥ずかしがる顔を拝むか、このままこのやわらかな体温を堪能するか。




　悩む私の耳に、どこか遠くで、神々が歓声をあげているのが聞こえた。








◆◆◆　どーしても叫びたい









　一〇月も半ばの土曜日の午後、小林家の自宅リビングで。

　ジークヴァルトとリーゼロッテの思いが通じ合うのを見届けた小こ林ばやし詩し帆ほ乃のは、歓声、というよりは、もはや意味のわからない奇声を発していた。

「ひゃはー！　もひゃー！　ひゃははははははははひゃーっほう！」

　ぴょんぴょんと飛び跳ねながらそう叫んだ彼女は、この上ないほどの笑顔だった。

　とりあえず嬉しいらしいことだけは、わかる。それ以外はさっぱりわからないともいう。

　遠えん藤どう碧あお人とはそのあまりの喜悦ぶりにもはやどうしたら良いのかわからなくなりながら、そっと声をかける。

「ほんと、よかったなー。でもそろそろちょっと落ち着こうかー？」

　そんな彼の言葉にも、彼女の奇声も奇行も、止まる気配すら見せない。

「聞こえてない、かな……」

　碧人は寂しげにそう呟つぶやいた。

　彼も先ほどまで、ゲームをやっている間には、テンションがあがって詩帆乃と「いえーい」とか言い合ってハイタッチくらいはした。
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　けれども、どうも嬉しさが限界値を超越したらしい彼女が解説を放棄して画面の前から離れ、万歳をして、とびはねて、くるりくるりと謎の踊りをおどりはじめたあたりから、彼は逆に冷静になってしまった。

　碧人がセーブをしてゲームの電源を落としても彼女の感情の爆発はとまらず、一〇分以上が経過して、現在。

　ここは詩帆乃の自宅で、故に彼女がどれだけ謎の歌を歌っていようと、謎の踊りをおどっていようと、碧人が若干寂しい以外の問題はなにもない。

　問題はないが、さすがにいつになれば終わるのかと彼が不安になり始めたその時。

「ひゃはっ……、あ」

　詩帆乃がふいに、ぐらりとバランスを崩した。

「……おっ、とと」

　元野球部員の碧人はさすがの反応速度で、詩帆乃の下に、反射的にその両腕を滑り込ませた。

　彼はしりもちをつきかけた彼女の背中と、ふとももの辺りをなんとか支えることに成功した。

　けれど膝ひざ立ちで支えようとしたためか、完全には受け止めきれず、彼も彼女といっしょに体勢を崩してしまう。

　彼の膝と肘ひじがフローリングに打ち付けられる音が、鈍く響いた。

「ごめん！」

　詩帆乃はそう言いながら、慌てたように碧人の腕の中から抜けだした。

「ごめんね遠藤くん、はしゃぎすぎた！　受け止めてくれてありがとう！　どっか痛いところとかない!?　大丈夫!?」

　詩帆乃は床に座り直すと、せわしなく碧人の腕、肩、顔に視線をやりながらそう尋ねた。

　今彼女を支えた腕も、古傷のある肩も、痛みはない。床に打ちつけた肘と膝が若干痛いが、それよりも、一瞬支えた詩帆乃のやわらかさと今現在の距離の近さの方が気になる。碧人は瞬時に、そんな風に自分の状況を把握した。

　そしてその痛みも動揺も隠し通すことに決めた彼は、両手を上に掲げた。そんな風に、無事であることとこれ以上は不必要に触れないことをアピールしながら、彼は口を開く。

「や、俺は平気。小林さんは平気？　つか、落ち着いた？」

　尋ねられた詩帆乃は、ふわりとかわいらしい笑顔でうなずいた。

「うん、ちょっと落ち着いた！」

　先ほどまでのあやしげながら実に楽しげだった笑顔と違い、普段どおりのこの表情に、碧人はひっそりと安あん堵どのため息を吐ついた。

「ああ、いや、やっぱりまだ完全には落ち着いてない！　嬉しすぎる！　あの、もうなんか、あれ、『リーゼロッテと、ジークヴァルトが！　とうとうくっついたよー!!』って、全世界に伝えたい！　せめて全校放送したい！　文化祭の【どーしても叫びたいこと】で叫びたい!!」

「いやいや、みんなリーゼロッテのこともジークヴァルトのことも知らないから。誰それってなるから」

　興奮冷めやらぬ様子の詩帆乃の言葉を、碧人は冷静に否定した。

【どーしても叫びたいこと】というのは、一ヶ月後、一一月の半ばに予定している文化祭で行われる、彼らの所属する放送部の出し物だ。

　そのコーナーではまず文化祭当日、生徒や来場者の中からどうしてもなにかを伝えたい・叫びたいという人を募る。そして放送部員のインタビューにこたえる形式でその伝えたいことを叫んでもらって、録音。内容に問題が無ければ全校に放送する。

　各クラス各部活の催しの宣伝がほとんどだが、たまに愛の告白など個人的な叫びを流す者もいる。

「さすがにゲームのキャラクターがくっつきましたってのはどうよ。しかもこの状況説明できないし」

　碧人は冷静にそう言葉にしてから、しかしそういえば去年二次元嫁への愛を叫んだ男子生徒がいたなと思い出す。

　とはいえ、この状況の説明しづらさは変わらない。

　考え込む碧人だったが、詩帆乃はあっさりと諦あきらめ、次の提案をする。

「んじゃーあれだよ、さっきのシーンをラジオドラマにする！　私がシナリオにおこす！」

　文化祭での放送部のもうひとつの出し物はラジオドラマだが、まだシナリオが決まっていない。

　一一月には放送部の新人大会があるし、元々彼らの高校の放送部員はさほどやる気に満みち溢あふれていない。そのためみんなで後回し後回しにしたからだ。

　詩帆乃はその決まっていないシナリオに、先ほどの出来事を採用しようと宣言したのだ。

「え。いやまって。さっきのやつを？　……本気で？　確かに今誰かがこのシナリオが良いって言ったらそれに決定しそうな空気だけど……。さすがにさっきのは糖分過剰じゃ……？」

　碧人がおそるおそる尋ねると、詩帆乃はいくぶんか冷静さを取り戻したらしい表情になって首をかしげた。

「……ちょっと、はずかしい、かもしれないね？」

「いやちょっとじゃない。正直さっきのやつを再現させられるとか、むしろ一種の拷問って言っても過言じゃない。それに、そのシナリオやろうって言ったら、たぶん言い出しっぺがヒロインやれよって言われて、小林さんがリーゼロッテ役になるよ……」

　碧人は全力で彼女の提案を否定した。

　けれど真っ向から否定したはずの詩帆乃は、なにかを思案するように中空を見上げている。

「んー、そしたら遠藤くんがジーク役やってくれる？」

　問われた碧人は、羞しゆう恥ち心しんと、詩帆乃の相手役を誰にも譲りたくない気持ちを天てん秤びんにかけた。

　きっとものすごく恥ずかしい。けれどあれだけの甘いやり取りを、彼女が自分以外の誰かとする。そんなことは、想像ですら、碧人にとって耐え切れないことだった。

「……まあ、小林さんが、リーゼロッテ役やってくれるなら……、やる、よ」

　碧人がしぶしぶそう言うと、詩帆乃は頭を抱え、苦悩し、叫ぶ。

「……くぅっ、悩む……！」

「悩む余地あった!?　どんだけリーゼロッテとジークのことをみんなに伝えたいの!?」

　碧人がとっさにそうツッコムと、詩帆乃は首を振る。

「いや、私遠藤くんの声好きなんだよ。低くて、やわらかくて、太く響くような声で。甘いセリフとか言わせてみたーい、録音したーい、永久保存してエンドレスリピートしたーいと、それこそ放送部にひっぱりこむ前から思ってた。というか今も常に思ってる。だからジークとリゼたんのことをみんなに知らせることができる上に、遠藤くんのジーク役が聴けるなら、やるしかないのでは……？　今こそ羞恥心を投げ捨てるべきときなのでは……？」

　真剣な表情で考え込む詩帆乃を、碧人は複雑な表情で見つめる。

　彼女の望みであれば、甘いセリフとやらを言ってもかまわない。けれどさすがにそれを学校行事でというのは、きついものがある。そもそも先ほどのジークのようなこっぱずかしいセリフを、自分は本当に言えるのだろうか。

　碧人が思い悩みながら、同時に実際にやってのけた王子様に尊敬の念を抱いていると、ふいに詩帆乃が顔をあげた。

「ほら、この前の球技大会の実況でも、遠藤くん、うまいとか、良い声してるとか、主に女の子たちに言われてたじゃん？　私の他にも遠藤くんの声のファンかなりいると思うし、マジで需要あるんじゃないのかな」

　更にそんな風に褒められた碧人は、赤面した。

　気まずげに顔をそらした彼は、もごもごと反論する。

「俺だけじゃなくて、小林さんだって解説うめぇし声きれいだって言われてたじゃん」

「んー？　そうだっけ？」

「まあ小林さんの場合、元々モテるからね。あんま自覚ないかもだけど」

「そんなことないってば！」

「あるよ。小林さんはまず見た目がこんなかわいいのに、性格まで大天使だから。声だけの俺とは比べ物にならないくらい、魅力的だから。あの【噂うわさ】も、『遠藤なんかが、あの小林さんと？』みたいな雰囲気で回ってるし……」

　碧人はそう言うと、消沈したかのようにうつむき、ため息を吐いた。

　多難そうな片思いの前途に悩む彼は、気がついていなかった。

　今、彼が詩帆乃の望み通り、甘いセリフをさらりと言ってのけたことも。

　その言葉に、詩帆乃が真っ赤になってオーバーヒートしていることも。

　半月前の球技大会からの【噂】を、彼女が否定していないその意味も──。
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　半月前、九月の末に行われた球技大会。その男子バスケの決勝戦に、碧人と詩帆乃は、実況と解説をつけた。

　あらかじめ決まっていたことではない。

　二人は体育館のステージわき、二階部分にある放送ブースから眼下のバスケの試合を観戦しつつ、戯れに、いつもゲームをやっているときのように二人で実況と解説をつけていた。

　それを目撃した放送部の顧問教師の「それすごく良いから、決勝だけでも流せ」の鶴の一声によって、そういった事態になったのだ。

「い、いよいよはじまりました、男子バスケ決勝戦！　対戦カードは一年三組と二年五組、まさかの最高学年が不在となったこの試合、制するのはどっちだ!?　実況は、えー、私遠藤と」

「解説は私小林でお送りいたします」

　緊張のあまり少し声の震えていた碧人と、こなれた様子の詩帆乃。

　二人の息の合った実況解説は、好評を博した。

　多少空回る場面もありながらテンポの良い実況と、それを冷静にフォローする解説。とある世界のとある国のとある王太子が神と崇あがめるレベルのそれは、二人の通う高校でも評判を呼んだ。

　注目の集まる決勝戦、おまけに二人の実況と解説が話題になり観客を呼び、最終的に、体育館には全校生徒のほとんどが集った。

「いやー、二人ともうまかった！　すごい盛り上がってたよー。そんでなんかちょっと夫婦めおと漫才感あったね！」

　詩帆乃の友人がそう評したのとだいたい同じような印象を、その場にいた生徒、教師、すべてが抱いた。

　その結果、碧人と詩帆乃は、放送部の名コンビとして、校内の有名人と化した。

　それに付随して「放送部二年の遠藤と小林は付き合っている」という【噂】も同時に広まり、現在では全校生徒、どころか教師陣にまで認知されている。

　その噂を、詩帆乃は否定も肯定もしていなければ、嫌だとも嬉うれしいとも表には出していない。

　そんな状況に、碧人は密ひそかに悩み、ある日友人に打ち明けた。

「いや俺と小林さん、仲は良いよ？　嫌われてはいないと思う。むしろたぶんけっこう好かれてる、と、思う。でもイマイチ意識されてる気がしないっていうか……。この騒ぎで付き合っているとか言われて、少しはそんな気になってくれればいいなーってのと、逆にこの噂のせいでぎくしゃくしちゃったらどうしようってのと……。なあ、どっちに転ぶと思う？」

「は？　もういいかげんにさっさと告れば？」

　しかし返ってきたのはそんな雑な言葉だけ。

「……それは、今の関係を崩したくないし、これ！　っていう決め手も無いし……」

　ごにょごにょとそう言った彼に、友人は呆あきれたようなため息を返した。

　小心者の彼は、結局この日の後も、極力この話題に触れないことにしている。





────






　文化祭も間近に迫った、一〇月の末。結局詩帆乃は、碧人に宣言した通り、ジークヴァルトとリーゼロッテの物語を、ラジオドラマ用のシナリオに書き起こした。

　結局それは、「それだとメインの登場人物が少ないから、みんなでやるにはむいてないんじゃないかな？」と、やんわり却下された。ただ、放送部員にだけでもそのシナリオを披露できた詩帆乃は、どこか満足そうだった。

　ただし、やんわりと、で済んだのは、あくまでも放送部の新部長であり、半分引退した三年生部員たちに妹のようにかわいがられている詩帆乃に対してだけであった。




「文化祭にかこつけていちゃついてんじゃなーい！」

「砂糖は供給過剰だから、もう勘弁してくれ」

「代替わりしてからたまに顔出す部室の空気が甘ったるくてしんどみ……」

「お前ら付き合ってないってのがもはや噓うそだよな？」

「バカップル滅びろ。いやしほのんだけは生きて私の嫁になれ」

　翌日三年生部員たちに呼び出され、囲まれ、そう口々に責めたてられているのは、碧人だった。

　彼はうんざりとした表情で反論する。

「それ俺だけ死ねって意味ですね？　そもそも俺に言うのは筋違いじゃないですか？」

「しほのんはかわいい。よってしほのんは[image: ]れない。だから遠藤に言うしかないんだよ！　あんなにかわいいしほのんを彼女にしてるんだから、お前が代わりに喜んで[image: ]られろ！」

　そんなむちゃくちゃなことを言ったのは、詩帆乃の前代の部長であった。

　彼女は特に詩帆乃のことをかわいがっていて、碧人のことを敵対視している。

「そりゃ、あんなかわいい彼女が彼女なら屁へでもないですけど、マジで付き合ってないんで。つーか、センパイらから客観的に見て、小林さんから俺への好意、あると思います？　俺は意識されてなさすぎて悲しいくらいなんですけど？」

　碧人が開き直ってそう尋ねたら、三年生たちはそろって目をそらした。

「いや、まあ、嫌われてはいないと、思うよ？　ただ、しほのんが人を嫌うってのが、まず、ない……、よね」

　前部長はぼそぼそとそう言った。

　碧人は彼女との距離を一歩詰めると、真剣な表情で、鬼気迫った様子で問う。

「ええ、はい、嫌われてはいません。俺もそう思います。問題は、そこから先です。俺は、その他大勢と同じなのか、否かです」

「うー……。……知らないよ！　さっさと告れ！　ふられろ！　ばーか!!」

　問われた彼女は悔しげにそう言い捨てると、碧人に簡易的に製本されたなにかの紙の束を投げつけ、去っていった。

　その束をあっさりと受け止めふしぎそうに眺める碧人に、前副部長である男子生徒が、冷静に告げる。

「それ、俺らが一年のときにやったシナリオ。ジャンルはミステリー。絶海の孤島で連続殺人が起きて段々登場人物が減ってくやつ。俺らのときはこの前半を流して、犯人当てクイズにお客さんに参加してもらって、回答編の後半を流した。どうせ二年も前の出し物覚えてるやつなんて、部員ぐらいしかいないだろうし、そのまま使っていいぞ。まあ、お前らに余力があれば、多少犯人くらいは変えて欲しいけど」

「うわ、ありがとうございます。……なんだ、最初から俺にこれを渡すつもりで呼び出したんですね？」

　碧人は感激した様子でそう尋ねた。

「いや、お前らのいちゃつきぶりがムカついたのもほんと。だからお前第一被害者な。開幕断末魔、楽しみにしてるから」

　前副部長の言葉にいっせいにうなずく三年生部員たちに、碧人はただ苦笑いを返した。
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　そうしてむかえた文化祭当日。

　放送部員たちは、教室の一室で行うミステリーラジオドラマのコーナー担当と、【どーしても叫びたいこと】の出場希望者を受け付けたり、注意喚起を放送したりする放送室担当とに分かれ、活動していた。

　分かれて、とは言うものの、その人数配分は非常に偏ったものであったが。

　ラジオドラマコーナーの方は表側、一般来場者の目に晒さらされる立場だ。そこでもともとやる気のない放送部員たちは、そろってそちらに回ることを拒否。

「お前らどうせもう有名人なんだからいいじゃん。そんな手間かかるものでもないし」という雑な理屈で、そちらは昼休憩以外碧人と詩帆乃の二人で行うことが決定した。

　昼休憩まで、あと三〇分という頃。碧人はすっかり疲弊していた。

　実際のところ、手間はそれほどのものではなかった。

　ただ詩帆乃へのナンパを阻止したり、セクハラをブロックしたり、改めて彼女の人気ぶりを目の前で見せ付けられるかたちとなったこともあり、主に精神的にだいぶやられている。




　教室のドアを開放し、前の回の客を見送りながら、次の回の客を受け入れ、ざっと説明をしている時間。碧人はふいに、一人の若い女性が教室へと入ってきたのに気がついた。彼女はゆるく巻いた明るい色味の髪と、短めのキュロットスカートからのびる細い足が印象的な美人だった。

　美人は、きょろきょろとなにかを探すように教室内を見回している。

「詩帆乃！」

　ふいにぱっと笑顔に変わった彼女は、嬉しげな声音で詩帆乃にそう呼びかけた。

　来客の、来年この高校への進学を考えているという女子中学生二人組と話し込んでいた詩帆乃は、その声に、ゆっくりと女性のほうへと振り返る。

「……おねえちゃん!?」

　詩帆乃が心底驚いた様子でそう言うと、女性はひひひといたずらっぽい笑顔を浮かべた。

「きちゃった！」

「きちゃった、じゃないよ！　やだ、来るなら言ってくれればよかったのに！」

「かわいい妹を、驚かせたくって！」

「にしたって私にも色々、……あ、ごめんね！」

　詩帆乃は姉をなじりながら、放置するかたちになってしまった中学生たちに気がつき、慌てて謝罪した。

「あー、俺代わるよ。小林さん、お姉さんと話してきたら？」

　そこに碧人が助け舟を出した。

　碧人の言葉に、中学生たちはほっとした表情に変わる。

「あー、でも……」

　詩帆乃はなにか悩んでいるようで、中学生、姉、碧人とうろうろと視線をさまよわせた。

　そのときふいに、小林姉が碧人に尋ねる。

「ん、キミ、もしや詩帆乃の彼氏？」

「え。いや、俺は放送部員仲間の遠藤碧人です。部長……、妹さんには、お世話になってます」

　碧人はそう言って頭を下げた。

　彼の自己紹介を聴いた小林姉は、しばらくなにかを思い出すかのような、少し考えるような仕草を見せた。

「……えんどう、くん……？　あ、遠藤君ってあれだ、夏休み」

　ぱしり、と、素早い動きで詩帆乃が姉の口を自身の手で塞ふさぎ、その続きの言葉を吞のみ込ませた。

「ああ。えーと、そうです。夏休み中、小林家には何度かおじゃまさせていただいて……、というか割と入り浸っていて……。なんか、すみません」

　途中で遮られたものの、夏休みという単語でそのことを思い出した碧人は、そう謝罪した。

　この姉にはついぞ一度も会わなかったものの、彼女の住む家に入り浸っていたことは事実だ。

　碧人の謝罪に、小林姉はなにか言いたげな様子ではあったが、詩帆乃はそれを許したくないようだ。姉の口を塞いだまま、彼女は碧人に笑顔を向ける。

「まあまあ、かたい挨あい拶さつとかは、抜きにしよ？　遠藤くん、私ちょっとお姉ちゃんと話してくるね。代わってくれて、ありがとう！」

　詩帆乃はぐいぐいと強引に姉を教室の外へと押しやりながら、そう言った。

　ふわりとした笑顔とその行動のギャップに戸惑いながら、碧人は答える。

「え、ああ、うん。任された！」

「あ、その子たちがいくらかわいいからって、ナンパとかしちゃだめだよ！　私すぐ戻ってくるからね！」

「いやしないから！　小林さんこそ、また変なのにからまれたら、すぐ俺を大声で呼べよ！」

　そんな碧人と詩帆乃のやり取りを、小林姉は、口が覆われて見えずともはっきりとわかる程度に、にやにやとしながら聴いていた。
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　ようやくの昼休憩。

　碧人と詩帆乃は、今日は放送部が荷物置き場にしている空き教室へと逃げ込んだ。

　しばらくの後、弁当派の詩帆乃と違い、なにか買い食いをする心積もりでいた碧人だけが、そこから出てくる。

　そのままできるだけ人気の少なそうなところを選んで進む彼に、ふいに声をかける者がいた。

「やっほー遠藤くーん」

　小林姉の楽しげな声に、詩帆乃が帰したはずではと疑問に思いながら、碧人は頭を下げる。

「ああ、どうも……。小林さん……、えーと、詩帆乃さんは教室に残っていて……」

「や、用があるのは詩帆乃にじゃないんだ。というか、詩帆乃にこんなとこ見られたら怒られる。むしろまだ校内にいるってバレただけで[image: ]られる。だからむしろ呼ばないで欲しい」

　小林姉のその言葉に、碧人は首をかしげた。

　普段は優しい詩帆乃が、身内だけにはそこまで厳しいのだろうか。

　彼はそう疑問に思ったが、自身の姉妹に対する態度を思い返し、この年頃なんてみんな多かれ少なかれそんなものだろうと思い直す。

「ええと、じゃあ、俺に用事ですか？」

　碧人が戸惑いながらもそう尋ねると、小林姉はにやりと笑ってうなずいた。

「そ。詩帆乃が夏休みの間、私に、どうせ出かけるなら日中には帰ってくるなと厳命してまで家に連れ込んでたオトコノコのこと、姉としては気になるじゃん？」

「その表現をすると、実に色っぽい感じですね……」

　実際のところは他人の恋路を二人で全力応援していただけの彼は、けれどなんと言ったものかと悩む。

　きっと彼女が隠匿したかったのは、あの奇妙なゲームのことだろう。

「ふーん？　色っぽい感じじゃなかったの？　まあ詩帆乃は確かにちょっと子どもっぽいとこがあるけど……。遠藤君は、うちの妹には興味ないんだぁ？」

　真実を言うわけにもいかず、口をつぐんだままの彼に、小林姉はにやにやとそう尋ねた。

　その意地悪な表情と、彼の心を見透かしているようなするどい視線に、碧人は嘆息する。

「興味がないのは、詩帆乃さんのほうなんじゃないですかね……」

　碧人の言葉に、小林姉は笑みを深めた。

「ああ、やっぱり。少なくとも遠藤くんは、興味がないわけじゃないんだ？」

「……俺、そんなにわかりやすいですか？」

「割と。でも遠藤くんの口からはっきり聴きたいなー。はっきり情熱的な言葉が聴けたら、お姉ちゃん思わず全力応援しちゃうかもなー」

　実に楽しげな小林姉の言葉に、碧人は、長い長いため息を吐いた。

　しばらくうなだれた彼は、腹をくくって語りだす。

「まあ、お姉さんはわかっているようですが、俺は、好きです。めちゃくちゃかわいいと思っているし、なんかたまに天使かなって真剣に思うし、見た目も中身も俺の理想そのものっていうか……。とにかく、俺は、めろっめろの、べた惚ぼれです」

「ほう、ほう、ほーう。なーるほどねー、でも、しほ」

「お姉ちゃん!!」

　小林姉の言葉をさえぎるような怒気に満ちた叫び声が響いた。驚いた碧人がそちらを振り向くと、詩帆乃が早足で近づいて来ていた。

「お姉ちゃん、私、やめてって、言ったよね？」

　静かに、冷たい声音で詩帆乃が問うと、小林姉はしゅんと笑みを引っ込め、わずかに震えながら頭を下げる。

「あ、はい。ごめんなさい」

　今のやりとりは、いったいどこから聞かれていたのか。天使だとかべた惚れだとかを、まさか本人に聞かれてしまったのか。

　碧人はぐるぐるとそんなことを考えていたが、やぶ蛇になってはと口をつぐんでいた。

　嫌な汗をかきながら沈黙する彼に、詩帆乃が正に天使の笑顔で振り向く。

「ごめんね、遠藤くん。うちのお姉ちゃん、なんか変なこと言ってなかった？」

「や、今会ったばっかり、だし。なんにもまだ……。ですよね？」

　碧人が小林姉に目線を送って同意を求めると、彼女もうんうんと必死にうなずいている。

「いや、本当に、私もう帰るところだったし！　あの、その、私がここの卒業生とか……、そんな話を、ね!?」

　そんなことは初耳だったが、碧人はとにかくうなずいた。

「ああ、そういう。……うちのお姉ちゃん、うちの高校からなんと、あの久く遠おん桐きり聖せと同じ大学に進学してるんだよ！」

　詩帆乃は自慢げな表情でそう言った。

「それはすごい！　すごいなお姉さん！」

　それは変なこととやらから露骨に話をそらした流れだったが、碧人は全力でのっかった。小林姉もそれに続く。

「そう、私はすごいのだ！　……ああ、いや、うちの大学マンモスだし、久遠桐聖に実際会ったことはないんだけどね？」

「いや、久遠桐聖とか関係なくすごいですよ！　関東で一、二と言っていいくらいのレベルの私大じゃないですかー！　うちそんな進学校でもないのに！」

　碧人が大げさに褒め称たたえると、小林姉妹はよく似たドヤ顔で胸をはった。




　久遠桐聖。

　都内の有名私立大学に通いながら俳優としても活躍している。そのプロフィールと容姿が、【ゲーム】まじこいに登場する隠しルートの攻略対象者神クオンとあまりにもそっくりなその存在。

　碧人は一度だけ、詩帆乃といっしょに、彼に会ったことがある。

　彼は詩帆乃を彼の恋人【エーファ】と呼び、謎めいた言葉を口にした。

　その時から、碧人は彼になんとなく嫌な感情を抱いている。

【最高を越えた最高のハッピーエンド】に、横よこ槍やりを入れられるのではないか。そうでなくとも、彼の恋人に似ていると言った詩帆乃に、近づいて欲しくない。

　久遠桐聖によく似た神クオンは、【ゲーム】では、逆ハーレムルート以外のすべてのルートに登場する。

　晩秋の感謝祭イベント。古いにしえの魔女がリーゼロッテをのっとり、バルドゥールが死んだ直後に。

　仲間を失ったフィーネの深い嘆きにこたえ、彼女に寵ちよう愛あいを与えるはずだ。

　どのルートにも属していない今、神クオンの存在は、いったいどうなっているのか。

　碧人はそんな疑問を抱いたが、その名を口にすることすらも不吉な気がして、結局なにも言わなかった。








第３章　感謝祭にむけて









　学園の感謝祭まで、一ヶ月を切った秋のある日。

　リーフェンシュタール侯爵家のサロンで、私は今しがた乱暴に閉められてしまった扉を、ぼんやりと眺めていた。

「ジークヴァルト殿下とリーゼロッテお姉様は、つい先日、気持ちが通じ合った……んですよね？」

　そんな私にそっとそんな声がけをしてきたのは、フィーネだ。

「そのはず、なんだけどねぇ」

　私は恥ずかしがり屋の私の婚約者の妹に、そう言いながら苦笑を返す。

「まあ、二人きりのときは、多少甘えてくれるようになったよ。ただ、他に人のいるところではまだどうにも……。というか、若干悪化している気もする……？　まあ、恥ずかしがることなんてやめようと思ってやめられるものじゃないだろうし……、なにより、あれはあれでかわいいから、いいんじゃない？」

　私がそう続けると、フィーネは納得したようにうなずき、笑みを浮かべた。

「まあ、余よ裕ゆう綽しやく々しやくのお姉様なんて、お姉様じゃありませんもんね。……しかし、結局ドレスはどうしましょうか？」

　今日、私は感謝祭でリーゼロッテが着るドレスの打ち合わせに、リーフェンシュタール侯爵家を訪問している。

　さきほどまでこの場にはリーゼロッテもいたのだが、私とフィーネがそろって彼女にドレスを着るように懇願したところ、彼女は逃げ出してしまった。

　リーゼロッテは、感謝祭最終日は神々の予言により古いにしえの魔女が復活することがわかっている以上、ドレスなど着ている場合ではない、できることならば運動着で感謝祭に臨みたいと主張した。

　そこを私が学園の感謝祭に私が参加できるのは今年が最後なのだから、かわいい婚約者のドレス姿をみせてほしいと懇願し、フィーネもそれに同調したところ、なぜかリーゼロッテが逃げ出したというわけだ。私とフィーネで正装のリーゼロッテのことを褒め称たたえすぎたのかもしれない。

「うーん、用意したところで着てくれないんじゃ、悲しい、よね……」

「ドレスでも動きやすいデザインならいいんじゃないですか？　トレーンとペチコートは諦あきらめて、エンパイアラインで丈はくるぶしまで……いや、前側をもう少し短めにしてもいいかもです」

「ふむ……。試しに、最大限しめつけが少なくて足さばきも邪魔をされないものとオーダーして、一着つくらせてみようか……？」

「いやー、足元がヒールってだけでも、戦うにはきびしいものがあるんじゃないでしょうか？」

「最終的に屋外行くんだし、丈がそこまで長いと裾すそが汚れそうでこわいなーとか考えるのは、庶民だけか？」

　フィーネと私が話し合っているところに、そんなコバヤシ様とエンドー様の声が割り込んできた。

　……神々の寵愛を受けたリーゼロッテが、戻ってきたのだろうか？

　コンコンコン……。

「失礼」

　ノックとほぼ同時に扉をあけ、部屋に姿をあらわしたのは、バルドゥールだった。神々を連れてきたのは、彼の方だったようだ。

「あれ、バル先輩？　どうし……、ああ、そっか。私たちを二人きりにしたくないお姉様が、呼びつけたんですね？」

　フィーネがそう尋ねると、バルドゥールは軽くうなずいて返した。

　侯爵家と子爵家、本家と分家にあたる二つのリーフェンシュタールの王都にある別邸は、隣同士、というより同じ敷地内に隣接している。

　リーゼロッテの連絡を受けた彼が、即座に駆けつけたということだろう。

「リーゼロッテから殿下に、伝言を預かっております。えーと……、『私には、女性近この衛え兵の制服を貸してもらえないでしょうか？』とのことです」

　最近になってリーゼロッテに彼女を愛称で呼ぶことを禁じられたバルドゥールは、私の傍そばまでやってきてそう言った。

「近衛兵……？　ってどんな服だ？」

　エンドー様が困惑したようにそう尋ねると、コバヤシ様がやや興奮したような声音で答える。

「軍服だよ！　白地に金糸の軍服！　それも近衛兵は王族の傍に付き従って人前に出ることが多いから、刺し繡しゆうとかボタンとかが割とこったデザインだった記憶！」

「パンツスタイルで、女性は男性よりも丈の長めの上着でスリット入り……、でしたっけ？」

　フィーネがそう尋ねてきたので軽くうなずくと、バルドゥールもほぼ同時に同じ動きをしていた。すこし気まずい。

　そんな彼にフィーネの隣に座るように仕草で促していると、コバヤシ様のお声が大きく響く。

「私は、軍服リゼたんが見たいです!!　男装……ってほどじゃないけどバージョンのリゼたんとかレアだし絶対見たいですっ!!」

　それは解説ではなくただの要望では……。

　まあ私もリーゼの近衛兵服姿に興味がないと言えば噓うそになる。女神のご指示に従おう。

「そうだね。あれなら戦いやすいし、公式の場に出ても問題はないデザインだ。……貸す、というか、リーゼのサイズでひとつ作らせよう」

　私がそう言うと、フィーネはうんうんとうなずき、バルドゥールはほっとしたようなため息をもらした。彼はわが婚約者にどれほど言い含められてきたのだろう。

「……フィーネも同じか？」

　ふと、バルドゥールが自身の恋人であるフィーネにそう尋ねた。

　そう言えば、リーゼロッテのドレスの話ばかりで、フィーネ自身がどうするつもりなのかは一切言及していなかったな。

「や、私はお姉様と違ってちびっちゃいので、パンツスタイルは似合わないですから。というか、スタイル悪すぎて、お姉様と同じ服を着てお姉様の隣に立ちたくないです……。なにより白に金と言ったら、殿下の色ですから、私は遠慮しておきます！」

　フィーネはしどろもどろになりながらもそう言った。

　私のリーゼロッテはかわいすぎるのでは……？

　私がそんな感激に震えていると、神々のお声が響く。

「おっと、リーゼロッテのデレがそんなところにひそんでいたー！」

「リゼパパやバルとおそろいの騎士団員服でもいいところを、あえての近衛兵ですからね。それは当然、ジークを意識してのことと思われます」

　やっぱりそう思いますか。ですよね。

「あー、ではフィーネ嬢は、先ほど話していたようなドレスにするかい？」

　私がにやつきそうになる顔面をごまかすために軽く微笑ほほえんでそう尋ねると、フィーネは首をひねった。彼女はそのまま、なにか考えこむような表情で、口を開く。

「んー……、でも私は戦闘スタイル的に、更に動きやすい格好が必要なんですよね……。蹴けりも出したいので、さっきの案じゃ足りないかな……。パンツスタイルでもゆったりめの、あんまり足の長さがわからないやつならいい、かな……？」

「育ちのいいショタ風味……？　アラビアン……？　海賊風……？　あるいは魔法少女みたいなのでも……？」

　フィーネのひとりごとのような言葉をひろったコバヤシ様は、えらく真剣な声音でぶつぶつとそうおっしゃった。

　今のは、ただ思いついたことを口にしているだけなのだろうか。それともそういった格好のフィーネを見たいというご要望なのだろうか。

「でも、ゲームだと膝ひざ下丈のドレスにブーツだったろ？　普通にそれでもいいんじゃね？」

「ああ、あれもかわいかったよね。実は、誰かにクラシカルな豪華ドレスを贈られるパターンとかもあるんだけど……。あの動きやすそうな、フィーネちゃんらしいカジュアルなドレス、私もいいと思う」

　特にそこまでこだわりがあったわけではないらしいコバヤシ様は、あっさりとエンドー様のお言葉を肯定した。

「それでいきましょう。庶民風味魔改造ドレス格闘対応……って感じで！」

　フィーネはうんうんとうなずきながらそう言った。庶民風味魔改造ドレス格闘対応とは、どんなものだろうか。

　私にはさっぱりわからないが、神々のアドバイスとフィーネのリクエストを受けて実際に考えるのは、リーフェンシュタール侯爵家おかかえのデザイナーだ。がんばってもらおう。

　無責任なことを考える私に、ふいに不安げな表情に変わったフィーネが、尋ねてくる。

「あ、でも私、雰囲気とかよくわかんないですけど、それで大丈夫だと思いますか……？」

「ああ、一応正装の者が多数派だけど……。ふざけた仮装をする者すらいるから、問題はないよ。感謝祭の後夜祭には、学生と教職員しか出られないからね。雰囲気も堅苦しくないし、フィーネ嬢の好きにするといい」

　私がそう言うと、フィーネはほっとしたように肩の力を抜いた。

　彼女なりに不安があったようだが、フィーネの陰口を言うような者は、現在の学園にはいない。

　春の初めごろは庶民がどうのなどという低俗な悪口を言うものもいたが、私が友人だと公言したことと、そういった人物をひとりひとりリーゼロッテが秘密裏にしめあげたことで収束した。

　リーゼロッテのがんばりがわかったのは夏休み明け、二人が姉妹となったことが公表された後でのことだったが。

　既にフィーネは、学園でも一目置かれる実力と人懐っこい性格で、学年を問わずに友人を多く獲得している。しかも今の彼女は、侯爵令嬢。なんなら、流行を作り出す側の人間だ。

　庶民風味魔改造ドレス格闘対応、むしろ流行はやるかもしれない。どんなものなのかはさっぱりわからないけれども。

「じゃあ、方向性が決まったところで、バルドゥールとフィーネは、どういう色味でそろえるかの相談でもしたらどうかな？　私はそろそろ、リーゼロッテのところに行こうと思う」

　私が立ち上がりながらそう言うと、二人は目と目を合わせたのち、照れくさそうに笑った。

「リーゼロッテは……、ああ、自室でわかりやすく落ち込んでいるな」

　彼女の様子を見てくれたらしいエンドー様のお言葉に、苦笑する。はやく駆けつけよう。

「バルとフィーネのいちゃつきを邪魔するよりも、へこむリゼたんを慰める方が重要で有意義です。はやくしてください」

「い、いちゃつきませんよ！」

　コバヤシ様のお言葉に、フィーネは顔を赤くしながらそう叫んだが、女神のお言葉が聞こえていないバルドゥールは訝いぶかしげな表情をしている。

「いきなりどうしたんだ、フィーネ？　……リーゼロッテの真似まねか？」

　バルドゥールがゆっくりとそう尋ねると、フィーネはますます赤面し、言葉を失った。

　たしかに、脈絡無く突然にいちゃつかないなどと言い出したら、それは逆に私がいなくなったらいちゃつきたいとツンデレ風に宣言したようなものだろう。

　うん、邪魔者は、さっさと退散するとしよう。

　私は早足でサロンをあとにした。





────






　感謝祭を一週間後に控えた今日、学園内に残る人もまばらになった放課後の遅い時間。

　私は神託を授けられたものとして、リーゼロッテとともに、彼女の父であるリーフェンシュタール侯爵、いやこの場合は将軍としての立場か、リーフェンシュタール将軍と、警備の段取りを学園の裏庭で打ち合わせている。

「では確認ですが、【古の魔女】が出現するのは確実にここ、裏庭なのですね？」

「間違いありません。裏庭、というかこの地下に古の魔女を封印した遺跡があるはずですから」

　将軍の言葉に答えるように、コバヤシ様のお声が降り注いだ。

　けれど神々のお言葉は二人には聞こえていないので、私から伝えることにする。

「神託によると、まさにここの地下に、古の魔女を封じた遺跡が眠っているそうだ。位置がずれることはないだろう」

「であればここは広さもありますし、騎士団はすべてこちらにまわしてもよろしいのでは？」

「いや、魔女がどこかに逃走する可能性や、人質をとろうとする可能性も考えられる。学園の生徒と教職員を警護する者たちも必要だろう」

「ここの教師陣は戦力とみなして大丈夫な方が多いし、常日頃から学園の警備に当たってくれている者たちもいる。それほどの数は必要ないと思うが……」

　リーゼロッテ、将軍、私の話し合いは、そのまましばらく続いた。

　その結果、神々が言うところの攻略キャラクターであるアルトゥル、バルドゥール、ファビアン、私。ヒロインであるフィーネと悪役令嬢であるリーゼロッテ。

　これら【ゲーム】で古の魔女を打ち倒したときに活躍したと神々が言うメンバーと、将軍、それから騎士団から特に選ばれた一二名の精鋭が、裏庭に配置されることになった。

「なあ、これ、若干オーバーキルじゃね……？　そもそもフィーネがソロクリアもできる強さじゃん……？」

　配置がだいたい定まってきたころ、ふいにエンドー様が不安げな声音でそうおっしゃった。

「やりすぎくらいが、ちょうどいい！　古の魔女は人の絶望と魂を糧にどんどんその力を増していくんだから、初手で最大戦力をぶつけて完膚なきまでに叩たたき潰つぶすのが正しい対処法！　……たぶん。それにほら、ソロクリアはリゼたんの肉体を奪われちゃって、物理攻撃が通るようになってからだし。しかも楽勝とはいかなくて、バルも殺されちゃうし。全員生存するためには、これは、必要な戦力！　……たぶん」

　コバヤシ様はエンドー様にそうお答えになったが、「たぶん」のお声は非常に小さなものだった。その弱々しさは、女神の自信のなさを如実にあらわしている気がする。

「もはや弱いものいじめ感すらあるけどな……？」

　エンドー様はやはりご納得いかないのか、訝しそうなお声だ。

「い、いやレオン先生は結局諦あきらめたんだし！　……それに、なにより、先にリゼたんいじめたのはむこうなんだから！　うちのかわいいリゼたんに、未来の王妃に手を出した時点で、魔女はこの国を敵に回したも同然なんだよ！　そう、そういうこと！」

　それはそうだな。

　コバヤシ様のお言葉に深い同意を覚えた私は、うなずいた。

「ツェツィーリエは、ファビアンくんの右隣に配置しましょう」

　その時ふいに、意外な人物の名がリーゼロッテの口にのぼっていることに気がついた。私は思わず、聞き流していた親子の会話に割って入る。

「え？　……ツェツィーリエ・リーフェンシュタール嬢も、当日ここに来るのか？」

　聞き間違いかと思った私がそう尋ねると、親子は二人そろってうなずいた。

「ええ。ツェツィーリエは先日、騎士採用試験を力技でクリアしましたので。まだバルドゥールと同じ、見習いの立場ではありますが、彼女も騎士団員です。ファビアンくんの護衛の一人として、参加の予定でおります」

　リーゼロッテが淡々と告げたその内容に、私は大いに困惑した。

　力技ということは、正規の採用試験ではなく、正騎士団員五名と試合をしてその半数以上に勝利をし、国王がその人品などに問題なしと判断すれば騎士団の見習いとして採用されるという制度を利用したということだろう。

「リーフェンシュタール家の末娘、まだ一〇歳になったばかりのツェツィーリエ嬢を採用するなど、うちの父はいったいなにを考えているんだ……」

「っつーか精鋭一二名に入っていることも驚異」

「リゼパパは先ほど『肉体的にはもちろんのこと、精神的にも強い者を一二名』と言っていました。もうすぐ一二歳児のファビアンきゅんをひっぱりだした私が言えたことではありませんが、一〇歳児がそれほどに強いものとも思えないのですが……。特に精神面」

　頭を抱えた私の耳に、そんなエンドー様とコバヤシ様のお言葉が届いた。

「今からでも、父に採用を取り消すよう談判すべきか……？」

　不安を煽あおられた私が思わずそう漏らすと、将軍がはっきりと首を振る。

「殿下がお気にかけることでも、陛下に責があることでもありません。ただ、うちの娘がわがままを通したのです」

「しかし……」

「ツェツィーリエは、ファビアンくんの隣に立つことで生命の危険にさらされることを、むしろそれだけの強者と戦えると喜ぶようなやつですので。強さに関しては私どもが保証しますし、いざ死んでも自己責任だと、日頃からよく言い含めております。なんの問題もございません」

　ともすれば冷たく聞こえるような将軍の言葉に、リーゼロッテもはっきりとうなずいている。

「そんな……。ええと、彼の婚約者はツェツィーリエ嬢に決定したのか？」

　愛する婚約者のために死地に赴くということだろうかと考えた私がそう尋ねると、リーゼロッテがうなずいた。

「ほぼ決定、ですね。ファビアンくんはまだ戸惑っている様子ですが、ツェツィーリエは、なんというか、野心家なので。どうやら以前から『世界で一番強い旦だん那な様がほしい』と望んでいたようで、もう、彼女が放さないと思います。今回のことはもちろん、『ファビアンのことはわたしが一生守るし絶対に結婚する。それができないようなら死ぬ』と、強く、……正直、あの子にあれほどの情熱があるとは私たちも想像もしていなかったほどに強く、決意しております」

　リーゼロッテの言葉に、一〇歳の少女の情熱に、私は言葉を失った。

　彼女たちの父である将軍は、疲れきったようなため息とともに、口を開く。

「一〇歳の子どもがなにを言うのかとお思いでしょうが……。この子にはまだできない、そこまで考えていないと思うのは、大人の侮慢なんですよ。子どもは子どもなりに色々考えて、そして大人が驚くようなことを、実際にやってのけます。私は正直、あの子が騎士団の見習いになれるとも、思ってませんでした。けれど、あの子は実力を示した。だから私は、もうなにも言いません」

　ふっと寂しげな笑みを浮かべた彼は、どこか遠くを見つめながら続ける。

「うまれてすぐなんてあんなにか弱くて、かわいくて、その記憶のある親はずっと守ってやりたいと思うけれども、いつしか私たちの手は振り払われてしまう……。寂しいですが、仕方のないことですね。真ん中の双子なんてまだ気ままに遊んでいるというのに、その下のツェツィーリエは逆に早く認められたいという思いが特に強いようで」

　そこまで言った彼は、ちらりとリーゼロッテに視線をやる。

「……まあ、うちの人間が思い込んだら一直線……。他など目に入っていないかのように、障害となるすべてをなぎ倒してでも一直線に進んでしまうのは、もう、先祖代々ですから」

　まあ、リーフェンシュタール家がみな猪突猛進型であるというのは、否定のしようが無い。

「たしかにリゼたんを筆頭に、リーフェンシュタールの人間は総じて情熱的というか、愛が重い気がしますね」

　確かに。私はリーフェンシュタールの忠誠の歴史を思い浮かべていたが、コバヤシ様のお言葉で、我が婚約者の愛らしさを思い出す。

「リーゼも、私のことを、初めて会った五歳の頃から一〇年強、思い続けてくれたもの、ね？」

「な……！」

　私の言葉にリーゼは言葉を失っているが、将軍はうんうんとうなずきながらしゃべりだす。

「ええ。ツェツィーリエなんてまだかわいいものです。リーゼは『殿下を誰かにとられてしまったならば、その誰かを殺して自分も死ぬ』くらいの勢いでしたからな。私なんぞは、いつうちの娘がナニカをしでかすだろうとハラハラしていたほどで。そんなリーゼがまさか受け入れていただけるなど……。いや本当に、殿下のお心の広さには感謝しかありません」

「ゲームだと実際フィーネを殺そうとしたし、自分も死んだし、悪役令嬢もやっていた！」

「ゲームだとリゼたんが古の魔女の精神攻撃をまともに受けたせいですが、確かにライバルの二人はまさにやるかやられるかの関係でしたねー。ただリゼたんは古の魔女にのっとられる前も、卑ひ怯きような嫌がらせなんかはしませんでしたよ。妨害と嫌味はそこそこきつかったですが……。まあ、すべてはリゼたんの殿下への愛ゆえに、です」

　将軍と、実況と、解説と。三者がそれぞれに告げたリーゼロッテの愛情の重たさは、私をかえってしあわせな気分にさせてくれた。

　そこまで思われていたなんて。

　きっと神々の声を聴く前の私なら、少しも信じなかったことだろう。

「本当に、こうして思いが通じあって、よかったよ。これまで愛し続けてくれて、ありがとう」

　硬直したままのリーゼの手をとり、軽く口付けをしながらそう言うと、リーゼは悔しいような、恥ずかしさを堪こらえているかのような、なんともいえない表情でうめきはじめた。

「ぅ、ぅぅー……」

　そのままふるふると視線をさまよわせていた彼女は、やがてきりりと、厳しいまなざしを私にむけた。

「……殿下!!」

　怒ったような声音で呼ばれた私が、さすがに父親の前だというのにからかいすぎたかと反省していると、リーゼロッテは勢いよく言葉を続ける。

「一〇年強、思い続けてくれ【た】だの、これまで、だの……。なにを勝手に過去のことのように言っていますの？　あまり私の思いを、あなどらないでくださいませ！　たとえこの先あなた様が心変わりするおつもりだとしても、私は、生涯殿下を愛しぬきます！　どんな謀略をつくしてでも、なんなら実力行使を用いてでも！　殿下の妻の地位は、絶対に譲りませんから!!」

「リーゼロッテ、見事なツンギレだ！」

「実力行使といってもリーゼロッテは性根が優しいですし、ゲームでも魔女に完全にのっとられるまでは一切の暴力は行使しませんでした。せいぜい正面からの決闘程度でしょうね」

　……ああ、もう、だめだ。

「……な!?　あの、なに、やめ!?」

　あまりに愛らしいリーゼロッテの言葉と、実況と、解説と。

　そのすべてにやられた私がただリーゼロッテを強く抱きしめると、リーゼロッテが困惑したような声をあげている。

「いくら人目のない裏庭とはいえ、ち、父がおりますのよ!?　冷静におなりになって!?」

　声音はきついが、一切抵抗しないままのそんなリーゼロッテの言葉に、かえって離れがたさを覚えている私の耳に、はきはきとした将軍の言葉が届く。

「殿下、これにて御前、下がらせていただきます。私はこのまま警備室にむかいまして、残りの騎士団員の配置位置について、現場責任者と打ち合わせをして参りますので！」

　その言葉を意外に感じた私が目線だけあげて将軍を見ると、彼は早くも去っていこうとこちらに背中を向けていた。

「あれ、父親として、止めなくていいのかい？」

　私が思わずそう尋ねると、彼は早足でこの場をあとにしながら、顔だけを私に向けた。

「お二人が仲なか睦むつまじいことはこの国にとって、よきことですから！　それに、リーゼについては、もう五歳のときより諦めております！」

　ああ、そういえば、以前将軍が王城の内々の酒宴で、『娘が四人もいるのに、誰一人としてパパと結婚するって言ってくれなかった』と父に泣き言を漏らしていたのを、見たことがあるな……。

　そしてその場にいた者たちに『娘なんてそんなものだ、諦めろ』と、『それを乗り越えた先の孫は、もうびっくりするくらいかわいいから』と言い含められ、納得していた記憶がある。

「で、殿下……！　暑い、暑いです!!」

　どうやら恥ずかしさが閾いき値ちを超えたらしいリーゼロッテが、もぞもぞと身じろぎしながらそう叫んだ。

　放してもかまわないのだけれども、ただ放すというのも、少し寂しいな……。

「ジーク」

　私がそんな言葉を発してみると、彼女はぴたりと動きを止めた。

　私はもう何度目かになる懇願を、ゆっくりと口にする。

「ね、リーゼ、せめて人前でないときくらい、というか人前でも、私のことをジークと呼んでほしいのだけれども」

　常々敬語も不要と言っているのに、私の婚約者殿は、いつまでも恥ずかしがって拒否をしているのだ。

　まあたまに恥ずかしさのあまりツンギレるのもかわいいけれど、二人きりのときくらいは、もっと素直に甘えてほしい。

　ぴたりと硬直し、黙り込んでいた彼女は、やがて観念したのか、小さな声で、しゃべりだす。

「…………恥ずかしいから、心臓がおかしくなりそうだから、どうか、その手を放して……、……ジーク」

　初めての名前呼び。初めての対等な立場からの言葉。

　そんな言葉をリーゼロッテからもらった私は、彼女の首元に埋うずめていた顔をおこして、ゆっくり、ゆっくりと、腕をゆるめていく。

　あからさまにほっとした表情のリーゼロッテが、それでもすこし寂しげな表情でもある気がして。二人の間にできた隙間が、妙に寒い気がして。思わず。

　離れる直前少しだけ軌道を変えて、彼女の頰に、軽く、掠かすめるだけのキスをした。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……っ！　ジークッ!!」

　人間はここまで赤くなれるのかと感心するほどに真っ赤になり、涙目で私をにらみつけながらそう叫んだリーゼロッテがかわいくて、おもしろくて、しかたがない。

　くつくつと笑いながら両手を上に掲げて降参の意を示す私を悔しそうに見上げる、愛いとしい人。

　幼い頃から、まっすぐに私を思い続けてくれた、かわいい人。私の、最愛の人。

　この【うちのかわいいリゼたん】を害そうとした時点で、古の魔女はこの国を敵に回したも同然。

　やはり、女神コバヤシ様のおっしゃったとおりだ。




　やり過ぎくらいが、ちょうどいい。

　私とリーゼロッテの仲を引き裂こうとするならば、それがどんな恐ろしい相手であれ、全力で殺す。








◇◇◇　リーゼロッテの白い花









　リーゼロッテ六歳、ジークヴァルト八歳、二人が初めて会った日から一年が経過した秋の吉日、正式に二人の婚約が成立した。

　それから数日後、リーゼロッテと彼女の父リーフェンシュタール侯爵は王城を訪問していた。

　今後未来の王太子妃として教育されていく予定のリーゼロッテを、ジークヴァルトの母で現在王太子妃を務めているティアナに紹介するためだ。

　子どもたちがまだ幼いため、堅苦しくないようにというティアナの意向もあって、場所は王城の中庭が選ばれた。




「改めまして、こちらが私の長女、リーゼロッテ・リーフェンシュタールです」

　父であるリーフェンシュタール侯爵に促され、リーゼロッテは彼の背中から一歩前へと踏み出す。

　ガチガチに緊張している彼女は、緊張のためか震えながらぎこちなく膝ひざを折り、頭を下げた。

　そのまま型どおりの挨あい拶さつを交わしている後の王と侯爵の横で、リーゼロッテは硬直していた。

　そんな彼女を、ふわりと抱きしめる女性が一人。

「この場のみんな家族かこれから家族になっていく間柄だし、今日は内々の気楽な集まりなんだから、そんなに硬くならなくて大丈夫よ？　はじめましてリーゼロッテちゃん、私はジークヴァルトの母、ティアナです」

　そう言って微笑ほほえんだティアナに、リーゼロッテは目を奪われた。

　豊かな栗くり色いろの長い髪、日の光の下では金色にも見える薄茶色の瞳ひとみ、リーゼロッテが大好きな【おうじさま】によく似た美しい笑顔の、たおやかな人。

　今度は感動で硬直したリーゼロッテに、もう一人小柄な影が、声をかける。

「僕とは二回目だよね。あらためて、ジークヴァルトです。これからよろしくね」

　重ねられたジークヴァルトのキラキラとした笑顔に、リーゼロッテは眩まぶしげに目を細めた。

　リーゼロッテのその様子とわずかに紅潮した頰を見てとったティアナは、嬉うれしげに微笑んで抱擁を解く。

　それから、二人の微笑ましい様を堪能すべく、ひとつの提案をする。

「どうせ旦だん那な様たちのお話は長いから、二人はしばらくどこかで遊んでくるといいわ。ジーク、案内してあげなさい」

　ティアナがそう言うと、ジークヴァルトが目を輝かせた。

「あっちに君の瞳によく似た色の花があるんだ。見に行こう！」

　そう言ってジークヴァルトは、リーゼロッテの手を引き歩きだそうとした。

　前回と同じように。以前一度会ったときにずっとそうしていたように。

　当たり前のように手をつなごうとした。

「はい！　……あっ！」

　けれどそれに応えるように手を伸ばそうとした瞬間、リーゼロッテの脳裏に、彼女の父の言葉がよぎる。

『好意を伝えることは同時に相手になにかを要求することでもある。たとえば、愛してほしい。たとえば、特別に扱ってほしい。逆にそんなことを一切要求も期待もしていないのならば、好意を伝えないでいられるはずだ。お前は婚約者と言えど彼よりも下の身分なのだから、きちんとわきまえなさい』

　彼としては浮かれすぎている娘を、王族の臣下としての立場からたしなめただけの言葉。

　幼い娘がすべて理解できるとも思っておらず、いつかそれこそ結婚をするときまでにでもわかってくれればと願っていた言葉。

　けれどリーゼロッテにとってはその後彼女を長く拘束する呪いのようなその言葉が、一瞬で思い出され──。

「だめっ……！」

　リーゼロッテはジークヴァルトの手を振り払った。

「え……」

　振り払われた手を、ジークヴァルトは呆ぼう然ぜんと見つめている。

　そしてその金の瞳にじわりと涙がにじむと、リーゼロッテの顔面は一瞬で蒼そう白はくになった。

「……どうして？　この前は、手をつないでくれたのに。僕のこと大好きだって、言ってくれたのに……」

　ショックを受けた様子でジークヴァルトがそう呟つぶやくと、リーゼロッテは更に顔色を悪くさせふるふると震え始めた。

　前回二人きりになったときには、まだ父に釘くぎを刺されていなかった。

　だからリーゼロッテは、素直な気持ちをそのまま告げていた。

　けれどそれは本来いけないことで、本当は大好きだけどそれは知られてはいけないことで、けれど彼のことを傷つけたいわけではなくて……。

　リーゼロッテの脳裏にいっぺんに様々なことが思い浮かび、彼女は混乱し、そして混乱のままに、叫ぶ。

「わた、わたくしはでんかのことなど、すきではありません!!」

　リーゼロッテ・リーフェンシュタール、六歳の秋。

　これが彼女が初めてジークヴァルトにツンを見せた瞬間で、それから一〇年近く続く、二人のすれ違いが始まった瞬間だった。





────






　混乱を極めた様子のリーゼロッテは、彼女の父であるリーフェンシュタール侯爵によって回収された。
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「ちがう、ちがうのごめんなさい」と繰り返しながら泣きじゃくる彼女と、冷や汗まみれの侯爵の慌ただしい謝罪の後、その場に取り残されたジークヴァルトは、ティアナに尋ねた。

「ねえ母様、僕はいったいなにをしてしまったんだろう……？」

　気落ちした息子の様子に、ティアナは面白さを堪こらえきれないような忍び笑いを返す。

「お友だちの好きと、結婚の好きは別のものだからね。お友だちとしては大好きでも、結婚相手としても好きか？　って訊きかれたらそうでないこともあるし……、リーゼロッテちゃんの場合は、きっと急にその違いを意識して、恥ずかしくなっちゃっただけだと思うわ」

　そう言ってくすくすと笑うティアナの言葉が理解しきれなかったジークヴァルトは、首をかしげた。

「……？」

「つまり、ジークは二度目ましての婚約者としてはいきなり距離が近すぎただけで、絶対に嫌われてはいないってことよ」

「そう、なの……？」

「そうよ。だってもしあの子が本当にジークのことを嫌いなら、リーフェンシュタール侯爵は絶対に婚約なんかゆるしてくれなかったわ。彼は忠実な王家の剣であるけれど、剣は王家が誤ればその首をはねる力もあるのだから。だいたい、二人はこれから何年何十年っていっしょにいるんだから、すこーしずつ仲良くなっていけばいいのよ」

　自信たっぷりな様子のティアナの言葉に、ジークヴァルトの表情が、徐々に明るいものになっていった。

「そっか……。そうだよね！　よく考えたら、いきなりレディの手をとったら失礼だったよね！」

「そうそう。がんばりなさいな、王子様」

　そう言って微笑んだティアナは、このときには既にリーゼロッテの本心を理解していた。

　そして素直にそれを告げることができない子どもらしさを微笑ましく思っていた。

　けれどこのときのティアナは、まさか何年たってもリーゼロッテとジークヴァルトの距離が縮まらないどころか、段々に二人の関係がこじれていくことになるとは、予想もしていなかった。
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　それから三年が経過した、リーゼロッテ・リーフェンシュタール、九歳の初秋のこと。




　彼女はあれから、髪を伸ばした。

　この国の上流階級の淑女は、腰のあたりまで髪を伸ばしている者が多い。

　それは髪を手入れし結う役目の者を雇える程度に豊かであると周囲に示す意味があるという説、古くは女の長い髪は魔ま除よけになるといわれていたのでその名残という説、……だのなんだのかんだの諸説あるが、一番大きな理由としては、それが当世の流行だからだ。

　この頃王太子妃から王妃となったばかりのティアナや、その周囲の者が美しい髪を長く伸ばし様々なヘアアレンジを楽しんでいて、社交界の皆がそれに憧あこがれ真似まねしているというのが実際のところだった。

　リーゼロッテの母はあまり流行にも見た目にも頓とん着ちやくしない人間で、『絵を描くのに邪魔になる』などと言って髪を伸ばしていない。

　かつてリーゼロッテもそんな母に倣って肩口で髪を切りそろえていた。

　けれどあの日、ジークヴァルトの母ティアナの美しい髪に目を奪われてから、彼女は髪を伸ばし始め、それはこの頃とうとう腰のあたりまで達していた。




「あら、リーゼロッテちゃん、今日は御髪おぐしを巻いているのね」

　教えを請いに自室を訪ねてきたリーゼロッテが長い髪を縦ロールにセットしているのを見て、ティアナはそう言って微笑んだ。

　さっと頰を桃色に染めたリーゼロッテは、すこし目をふせて、はにかみながら今日の髪型の理由を述べていく。

「その、この前、ティアナ様がこういう風にくるくるにセットしてたのを、殿下がかわいいとおっしゃっていたので……。真似してみました」

　ティアナはそう言ってはにかんだリーゼロッテのいじらしさに、目を細めた。

　それと同時に、なぜジークがいないときにはこれほどに素直なのに、彼がいるときにはあそこまで意地をはるのかと疑問に思う。

　このとき、まもなく思春期を迎える二人の関係は着々とこじれてきていた。

　ジークヴァルトは徐々に異性や性差を意識する年頃になってきていたし、リーゼロッテは初恋を着々とこじらせている。

　その結果段々と他人行儀になっていく二人の距離に、ティアナは思い悩んでいた。

「うん、よく似合っているしとってもかわいいわ。とってもかわいいんだけど……」

　なぜジークヴァルトに対してはそのかわいさをアピールできないのか、という言葉をぐっと吞のみ込んで、ティアナはため息を吐ついた。

「なにか、だめでしょうか……？」

　リーゼロッテは不安げにティアナを見上げた。

　ティアナはすこし考え込むようにリーゼロッテを眺めてから、微笑みでごまかす。

「ううん、そのー、ちょっとこれだけじゃさびしいかなと思っただけよ。そうね……、あ、こんなものはどうかしら？」

　その時ふとひらめいたティアナは、部屋に飾られていた花瓶の中からひとつ花をとった。

「この花は……？」

　差し出された白い花をリーゼロッテはふしぎそうに見つめている。

　ティアナはいたずらっぽく微笑むと、その花の茎を短めに切りリーゼロッテの髪にさした。

「私からのプレゼントよ。ジークとリーゼロッテちゃんが仲良くなれますようにっていう、おまじない」

「？」

　ティアナの言葉の意味がわからなかったリーゼロッテは、首をかしげた。

　そんな彼女に、ティアナはいたずらっぽい笑顔のまま問うていく。

「さて、問題です。私たち王族には、主に身の回りの愛用品を自分のものだと示すときなんかに使う、いわゆるシンボルマークが定められていますが……、それを、なんという？」

「はい、お印です！」

　リーゼロッテは反射的に答えた。

　その回答にぱちぱちと拍手をしたティアナは、更に問う。

「正解！　では、ジークのお印は、なに？」

「はい、レナの花です！　ジークヴァルト殿下は髪も瞳も創世の女神リレナ様と同じ色でうまれたため、男子としては珍しいながら花を、リレナ様の愛したというレナの花をお印とされています！」

「はい、それも正解！　完かん璧ぺきな模範解答よリーゼロッテちゃん！　じゃあ最後、レナの花ってどんな花？」

　問われたリーゼロッテはこれに関しては即座に答えが思い浮かばなかったようで、すこしゆっくりと、考え考え答えていく。

「ええと、この国ではとても珍しい花で、私はまだ見たことがありません。東の国に多く見られるとか、魔をはらう力があるとか言われています。見た目としては、白くて、五枚の花べんがお星さまの形に並んでいて……、あれ……？」

　たぐり寄せたレナの花に関する知識と、先ほど髪にさされた花の特徴とが一致していることに、そのときはじめてリーゼロッテは気がついた。

「ふふふ、そう、これがレナの花。この国の気候では育ちにくいはずなんだけれども、なぜかこの王城の庭では一年中そこここに咲いているのよね。きっと、この国の王族が、リレナ様の寵ちよう愛あいを受けた一族ということと、なにか関係があるのだとは思うのだけれど……」

「これが、レナの花……、ジークヴァルト殿下の……」

　リーゼロッテが嬉うれしげにその白い花を撫なでるのを見て、ティアナも嬉しげに目め尻じりを下げた。

「確かに魔除けなんていわれているけど、私はこれを、ジークと仲良くなれるお守りとして、リーゼロッテちゃんにあげる」

　言葉で言えないのなら、態度で示せばいいのだ。

　婚約者のシンボルマークを髪に飾っていれば、それはもう一〇〇人中一〇〇人が「なるほど婚約者のことが大好きなんですね」と思うだろう。

　そんなティアナの思いつきを悟ってか、リーゼロッテは頰を桃色に染めとても嬉しげに微笑んでいる。

「しおれたらまた届けさせるけど、ついでだから魔法の練習も兼ねてみたらいいんじゃないかしら。たとえばコレをこのまま美しく長持ちさせるように、水や冷たい空気をまとわせてみるとか？」

「が、がんばります！」

　リーゼロッテが即座に気合い十分に返すと、ティアナはくすくすと笑った。




　その日から、素直な気持ちを言葉で伝えることができない彼女は、自分の髪に彼の印を飾った。

　自分の心は彼のものだということを示すかのように。

　彼の母がかけてくれたあたたかなおまじないを、そっと信じながら。




　ところが、何事にも例外はあるもので。




　勉強を終えたリーゼロッテは、ティアナとジークヴァルトとともにティータイムを過ごす予定であった。

　彼女たちがそろって東あずま屋やへと着いたときには、既にジークヴァルトが待っていて、リーゼロッテの髪に飾られた花を見るなり、破顔した。

「わぁ……、私の花だね！」

　一〇〇人中一〇〇人がそう思うことを、ジークヴァルトは素直に言葉にした。

　けれどリーゼロッテは瞬間的に真っ赤になると、反射的に苦しい言い訳をしようとする。

「ちちちちがいます！　これは、レナの花です！　確かにジークヴァルト殿下のお印と、偶然、一致してはいるようですが、そもそもこれはリレナ様のお花で、そして魔除けで、魔法の練習で、ティアナ様がくださったもので、とにかく、その、……違います!!」

「あ、うん……、そうだよね、偶然だよね。なんか、変なこと言っちゃってごめんね？　ただ私の大事なものにはその花のマークをつけることが多いし、なんていうかおそろいだねって、ちょっと嬉しいなっていう意味で……」

　叫ばれたジークヴァルトは少しトーンダウンして、もごもごとそう言った。

「だ、大事な、もの……」

　ジークヴァルトの言葉に、リーゼロッテはますます赤面した。

　頰をおさえてうつむいてしまった彼女に、ジークヴァルトは畳み掛ける。

「そうだよ！　お印はそんなにいっぱいなんでもかんでもつけるってものじゃないから！　だから僕だっておそろいになる物をそんなにたくさんは持ってないから、気にせずつけて……ね？」

　焦った様子のジークはこの頃使わないように意識し始めていた僕という一人称をとっさにもらしながら説得を続けた。

　リーゼロッテは恥ずかしげにうつむいたまま、こくこくとうなずいてぎこちなく返す。

「ま、まあ、その、おそろいくらいなら、良いです、よね。うん。仮にも婚約者ですし？　偶然とはいえおそろいになってしまっても何の問題もないはず、です。レナの花は実物は珍しいですが、元々一般的に人気のあるモチーフですから。なにもジークヴァルト殿下だけのものでもありませんし。それに魔除け、魔除けですから。ええ」

「そうだよね！　なによりとっても似合ってて、かわいいもの！　君の金の髪に白い花が映えて……、僕なんかよりよっぽど、リレナ様の色だ。きっと、創世の女神リレナ様の加護があるよ」

「あ……、あり、がとう、ございます……」

　真っ赤になってうつむきながら搾り出すように感謝の言葉を返したリーゼロッテと、それを無邪気なふわふわとした笑顔で見つめるジークヴァルト。

　そしてその様子をすこし離れたところで眺めている、先ほど空気を読んでそっと離れたティアナと、そんな彼女に日傘をさしかける侍女。

　東屋近辺には、何とも言えない空気が流れていた。

　ティアナは困惑したように眉み間けんにしわを寄せ、口元を扇で隠しながら、ひそひそと侍女に声をかける。

「ジークはあれなのかしらね、ちょっと、いえだいぶ、お馬鹿なのかしらね……。普通あれを偶然だのただのおそろいだので済ませないでしょ……？　リーゼロッテちゃんもまさかあんな苦しい言い訳が通るとは思ってなかったはずよ……」

　一〇〇人の例から漏れた息子ジークヴァルトを悪あし様ざまにこきおろすティアナに、侍女は気まずげに咳せき払ばらいをしてから言葉を返す。

「んんっ……、まあ、その、ジークヴァルト様は多少鈍感な部分もおありというか、接する人間が多い分、わざと好意も敵意も深くは受け止めないようにしているのでしょう。それが彼なりの処世術というか、心を守る術すべなのでしょうね。けれどこの場合は、きっとお相手がリーゼロッテ様だからではないかと推測します」

「……あなた、なにか知っているわね？」

　確信めいた言葉をつかった侍女に、ティアナはますますぴたりと身を寄せて、一際低い声で尋ねた。

　問われた侍女はその知っている事実を口にするか否か、一瞬だけ迷う。

　しかし、侍女の雇い主も忠誠を誓っている相手も、まだ子どものジークヴァルトではなく、彼が生まれるずっと前から仕えているティアナだ。

　そう考えた侍女は淡々と、主あるじの問いに答えていく。

「あれは先日、リーフェンシュタール侯爵の指南を、お二方そろって受けた直後のことです。ジークヴァルト様は私に『あんなにかわいくて聡そう明めいで努力家で、剣も槍やりもなんでも完璧なすごい子が、ただ婚約者なだけの僕なんかのこと、好きになるわけがないよね……』と漏らしていました」

　侍女の言葉を聴いたティアナは、扇の陰でにやりと笑った。

「なーんだ。要するにジークも、なのね？　あれは本命の好きな子に対してはどうしても自信が持てないっていうことなのね？　……なんなのかしらもう！　さっさと結婚したらいいのに!!」

　急に大きな声をあげたティアナに対し、侍女はひとつの事実を耳打ちする。

「なんと、あのお二方は既に婚約者同士です」

「孫の顔が見られる日も近いわね……！」

「さすがにお気が早いかと」

「そうよねまずは結婚式よね。フラワーシャワーで盛大にレナの花を撒まきましょうね！」

「それも最短でも七年は必要です。わが国の婚姻可能年齢は一六歳ですから」

「長いわよ！　その間に誰かにリーゼロッテちゃんを盗とられたらどうするの！」

「きっとレナの花が守ってくれますよ。ジークヴァルト様は残念ながら違ったようですが、あの花を見て事態を察しない者も、あえてお二方の間に入っていく者もいないでしょうから」

　すっかり声をひそめるのも忘れ、やいのやいのと騒ぐティアナと侍女を、リーゼロッテとジークヴァルトが振り返った。

　そのとき、愛らしく並んだ子どもたちの姿に、ティアナはしあわせな二人の未来が見えた気がした。

「まあ、お印を知らない程の世間知らず、たとえば王家と縁遠い僻へき地ちで育った人物などであれば、花の意味がわからないかもしれませんが……。そんな人物が王太子や侯爵令嬢にそういった意味で近づけるわけがありません。ジークヴァルト様が本気でリーゼロッテ様に好かれていないと思い込みでもしない限り、きっと大丈夫ですよ」

　そんな侍女の言葉に満足げにうなずいたティアナは、未来のしあわせを確信した笑顔で、子どもたちに駆け寄って行った。








第４章　古いにしえの魔女









　リーゼロッテの白い花は、今日も彼女の髪を飾っている。

　古の魔女が復活するその日だと予言をされた、学園の感謝祭の最終日。

　学園生たちが思い思いに踊るホールの片隅で。

　今日は近この衛え兵の制服に身を包み、髪を高い位置でひとつに結わえ、そしてその結わえた根元にレナの花をさしている彼女と私は、静かな攻防を繰り広げていた。

「わ、私は今日はあなたさまの護衛役です。服装もこのようなもので、ダンスには適しておりません。だからその……、あなた様に、恥をかかせてしまいます。だから、あの……」

　じりじりと後退していこうとするリーゼロッテの腰を笑顔で抱きかかえたまま、私はむしろ彼女の耳元に唇を寄せ、低く囁ささやく。

「どのような服装だって、リーゼは世界で一番綺き麗れいだよ。その姿も新鮮でかわいい。なにより私が学園で過ごせる感謝祭は、これで最後だ。君との思い出を、もうひとつ私にくれないかな？」

「リーゼロッテが赤面し、沈黙したー！　先ほどからしばらく続いたこの攻防もいよいよ決着か!?」

「惚ほれたが負けとは言いますし、恥をかかせるだのかかせないだのというほどフォーマルな場ではないようです。リゼたんはさっさと諦あきらめるべきですね。ゲームでもフィーネちゃんとリゼたんは女の子同士でダンスを踊っていましたし、実際先ほどから女同士男同士で踊っている人たちがちらほらといます。タキシードと軍服の二人が踊っても、なんら問題はないでしょう」

　エンドー様のお声に続いて聞こえたコバヤシ様のお声に、ダンスホールをちらりと見れば、たしかに同性同士で楽しげに踊っているペアが幾組かいる。

　うん、この中で浮くも浮かないも恥もなにもない。

　私もはやくあちら側に行って、リーゼロッテとの仲のよさを周囲に見せつけながら踊りたいものだ。きっと楽しい。

「ああ、そういえば今日ここに来る前、リゼたんがはじめての人前での社交ダンスに緊張して顔面真っ青にしていたフィーネちゃんに、『では、どれくらいまで踊れるようになったか、私が確認してさしあげましょう』なんて言って、自宅で二人で踊っていましたね」

　それは聞き捨てならない。

　コバヤシ様からもたらされた情報は、瞬時に私の心をささくれさせた。

「フィーネとは踊ったのに、私とは、踊ってくれないの……？」

　腕にこめた力をゆるめ、彼女の顔を正面から見つめながらそう言った私の声音は、自分でもどうかと思うくらい、わかりやすくすねたものだった。

「な……、なぜ、それを。いやでもその、あれはただの確認で深い意味はなく……。だいたい、今日は敵との決戦の日で、浮かれている場合では……」

「いやー、めっちゃ楽しげにきゃいきゃい踊ってたぜー」

「しかも踊り終えたときにはリゼたんが『まあ、及第点ですわね』とか言って、フィーネちゃんが嬉うれしげに照れて、実にゆりゆりな空気が流れていましたね」

　リーゼロッテの言い訳と神々の暴露を聞いた私が半眼で彼女をにらむと、彼女は気まずげに目をそらした。自分でもここに来る前に浮かれてしまった自覚があるのだろう。

「いま、この場で、現れるわけではないだろう……？　なにより、『感謝祭の日に最後に踊った相手とは、厳しい冬もともに乗り越えられる』っていうのに、このままじゃリーゼの相手はフィーネ嬢だね？　それは、許せないんだけど……なぁ」

　私がため息まじりに漏らした言葉を聞いたリーゼロッテは、気まずげに視線をさまよわせている。




　感謝祭は、女神リレナをはじめとするこの世界の守護をする神々に秋の実りの報告と感謝をささげる祭りだ。

　祭りの日取りや形態は地域や階級によって異なるが、この学園では他よりも少しはやい時期に舞踏会を開催する。その後だいたいの生徒が参加することになる、王城で開催する感謝祭への予行練習を兼ねているようだ。

　感謝祭は今年も豊かな収穫を得られたことや愛する人とともにいられることを感謝するのはもちろん、これから迎える厳しい冬をみなで乗り越えられるように神に祈る側面もある。

　そのせいか、私が口にしたような言い伝えがある。

　今友人同士で戯れるように踊っている者たちも、ラストダンスには自分のパートナーの手をとるだろう。




「うう……、でも、フィーネは今、バルドゥールと踊っています。ですからさっきのは無効というか、その……」

　リーゼロッテはなおも諦めの悪い言葉を口にした。そこで私は、じっと彼女を見つめていた視線をはずし、あえてそっと目を伏せた。

　寂しげに見えるように、悲しげに見えるように。

「……っ！　……わかり、まし、た。少しだけなら、踊りましょう」

　しぶしぶといった声音でもたらされたその嬉しい言葉に、私は即座に笑顔を返す。

　やはり、リーゼロッテは優しい。理屈をこねるよりも罪悪感を刺激したほうが良いようだ。

「すこしだけですからね!?　わかっていますの!?」

　焦ったようなリーゼロッテのそんな言葉に明確な返答は返さないまま、私はただ笑顔で彼女をホールの中央へといざなう。

「まあ、とにかく私たちは、早く踊らないと。どうやら、気にかけてくれている者たちもいるようだから」

　王太子と侯爵令嬢である私と彼女が、この中ではいちばん身分が高い。

　カジュアルな場だからマナーはさほど気にしなくていいとの教職員のアナウンスを受けてもなお、私たちよりも先に踊るのは失礼に当たるのではないかとためらっていたものたちがいる。

　私の言葉でそんな彼ら彼女らの視線に気がついたリーゼロッテは、口を閉ざして優雅に私のリードに合わせることにしたようだ。
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　一曲を踊り終え、周囲の注目がすこしゆるんだ瞬間。

　リーゼロッテは『すこしだけ』の宣言の通りに壁際へと戻ろうとしたが、私がそれをゆるさなかった。素知らぬ顔で、ステップを続けた。人前で私に恥をかかせるつもりはないらしいリーゼロッテは、黙って私のリードに身をゆだね、二曲目もそのまま私に付き合ってくれている。

「……ねぇ、リーゼ、本当に君も裏庭に行くのかい？」

　曲にあわせてゆったりと踊りながら、私はあらためてリーゼロッテに問うた。

「もちろんです。【古の魔女】からの攻撃は、私に、おそれよりもこの手で叩たたき斬ってやりたいという思いを強くもたらしましたから」

　迷いのない様子で、リーゼロッテはそう返答した。

　このやり取りは、もう何度も繰り返した。

　けれどいざ当日となると、やはりリーゼロッテには、より安全性の高いと推測されるこちらに残っていてほしい。そんな私の気持ちは、どうしようもないほどに膨らんでいる。

「なにより私は、……いつでも、どんなときでも、あなたの隣にありたい。むしろここであなたの帰りを待っているほうが、魔女と直接相対するよりも、おそろしいですから」

　どう説得しようか悩んでいる私に向かって、リーゼロッテは照れもせずに、そう、断言してみせた。

　それも、そうか。

　私も、リーゼロッテが死地に赴くならば、自分だけ安全なところになどいたくない。

　王族として、王太子として、残るべきだと誰かに言われたとしても、絶対に譲れない。

　彼女の決意と思いに、同意とくすぐったいような嬉しさをおぼえた私は、思わず笑っていた。

「それなら、手をつないで行こうか。はじめて会った、あの日のように」

「はじめて会った、日、ですか……？」

　笑顔にのせた私の言葉に、リーゼロッテはふしぎそうな表情で少しだけ首をかしげた。

　当時五歳だった彼女はあまり憶おぼえていないかもしれないが、私はあの日、彼女の手をずっと握り締めて放さなかった。

　彼女とはじめて会った日、私は彼女と婚約するということを、知らされていなかった。というか、そのとき私たちの婚約はまだ決まっていなかった。

　だから私はあの日、そうすべきであったからではなく、ただ純粋に、彼女と離れがたかったから手をひいていた。

　ただ、知り合ったばかりの愛らしい少女の興味をひきたかったから、彼女が最初に言った『おうじさま』らしく振る舞った。

　ただ、緊張した様子の彼女を安心させたかったから、ずっと笑っていた。

　残念ながら、そんな振る舞いと笑顔が私の身に染み付き当たり前になるころには、私たちの関係はこじれていたのだけれども。

　私はあまり好かれていないのだろうと思う程には、リーゼロッテのツンは強かった。

　とにかくそんな私の態度を見た両家が、元々『いつかは』レベルの不確定であった婚約の話を、早急にまとめたというのが真相だ。

　どうにか思いだそうとしているのか、眉み間けんに皺しわを寄せている彼女も、かわいい。今日のきりりとした印象を与える装いも、新鮮でかわいい。

　リーゼロッテは、ずっと、ひたすらに、かわいい。

　エンドー様とコバヤシ様がいらっしゃらなければ、私はそんな簡単なことすらわからなかった。

　だから、彼女が私との出会いなど少しも覚えていなくとも、かまわない。少しは憶えていてくれたら、嬉しいけれど。

「思い出せなくて、かまわないよ。ただ、五歳のリーゼもかわいかったし、今のリーゼはもっとかわいいって話だから。私が憶えてさえいれば、それで」

　私がそう言ってくすりと笑うと、リーゼロッテは面白いくらいに赤面した。

「な、な、…………ああ、もう！」

　口をパクパクとさせて言葉を失った様子の彼女は、やがて悔しそうに叫んだ。どれほど動揺してもステップを踏み間違えたり、姿勢を崩したりはしないところは、さすがだと思う。

「わかりました。手を、つないでいきましょう。私も、その方が心強い、ですから」

　顔を赤くしたまま、目をそらしたまま、とても小さな声で、それでもたしかに、リーゼロッテはそう言った。

「けれど、裏庭に着いたら、放してくださいませね!?　私の得物は槍やりですから、距離もきちんと取ってくださいね!?」

　先ほどの言葉をごまかすためか、必死な様子でそう言う彼女に、私は微笑ほほえみを返す。

「うん、まあ今日は仕方ないよね」

　私の言葉にあからさまにほっとした様子の彼女に、「まあ今日以外は放す気はないけれど」という真意は、言わないでおいた。

　感謝祭が終われば、冬が来る。寒く厳しい冬が。

　冬を越えて、ずっと、ずっとこの先も、彼女とともにいられるように。

　握り締めたこの手を、けして放さないように。

　隣にいられる幸福を、けしてのがさないように。

　切なる祈りをこめて、私は踊った。
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　ラストダンスも、当然私とリーゼロッテは、ホールの中央で踊った。

　彼女はすこし恨みがましそうな視線で私を見上げていたけれど、意に介さずに。

　彼女の珍しい服装に、女生徒たちがうっとりと見み惚とれていたので、彼女たちに私たちの関係の良好さと、息が合っている様を見せ付けるように。

「はー、眼福眼福。実にいいものを見させていただきました。……さて、そろそろですかね」

　満足げなコバヤシ様のお声の聞こえた私がざっと会場を見回すと、まず同じくお言葉の聞こえていたらしいフィーネと目があい、彼女はこくりとうなずいた。

　そしてフィーネと彼女の隣のバルドゥールが、そろって私とリーゼロッテのもとへとやって来た。

「そろそろですか。ファビアンくんとツェツィーリエ、それから将軍と残る騎士団員一一名は既に裏庭の配置について、警戒にあたっております」

　私に手を握られたままのリーゼロッテは、冷静な声音でそう言った。

　将軍が「部外者が会場内に立ち入るわけにはいきませんから」と強く主張したことから、舞踏会の開催途中から、騎士団が裏庭で警戒にあたることは事前に決まっていた。

「あれ？　ファビアン・オルテンブルク子爵子息は、もうあちらに行っているの？」

　そんな話はなかったはずと私が確認すると、こちらにたどり着いたバルドゥールが口を開く。

「なんでも、『ラストダンスを踊りたい女の子が裏庭にいるんだから、僕もそちらに』だそうですよ。ツェツィーリエが、まあ嬉しそうに報告をくれました」

「は？　イケメン」

「うわー将来有望すぎる。さすがはファビアンきゅんです」

　どうやらその二人もなかなかうまくいっているらしい。私は密ひそかに安あん堵どのため息を吐ついた。

　よかった。リーゼロッテとファビアンの関係に嫉しつ妬とする必要はもうなさそうだ。

「はー、あっちもこっちもバカップルか。やってらんねぇなぁおい!!」

　不機嫌な声音でそう叫びながらこちらにやって来たのは、私の親友アルトゥル・リヒターだった。感謝祭は神事でもあるので、今日の彼は、白を基調とした神官服に身を包んでいる。

　そのストイックなイメージを与える服装と、ピンクゴールドに赤メッシュという派手すぎる髪とやさぐれた表情とが、実にミスマッチだ。

「アルは、あっちこっちとふらふらしすぎなんだよ……」

　これでメンバーはそろったなと判断した私が裏庭へと歩みを進めながらそう言うと、アルは駆け足で私の隣に並んできた。

「そんなこと言ったって、世の中にはかわいい女の子がいっぱいいすぎるんだもん！　つかふらふらしたくてしてるわけじゃなくて、俺だいたいフラれてるからね!?　そこのリーゼロッテ様にもフィーネちゃんにも、ばっさりざっくりお断りされてるから!!」

　アルがそう言い訳をすると、リーゼロッテはゴミでも見るかのようなまなざしをアルにむけ、フィーネは「うわぁ……」とだけ言ってバルドゥールの陰に隠れた。

「私にもフィーネにも言い寄ったことがあるほどの軽薄さが、あなたのお相手が見つからない原因かと」

　リーゼロッテは吐き捨てるようにそう言った。

「リーゼも私も互いに出会ってから一〇年以上、余所よそ見みなどしなかったものね？」

　私がくすりと笑いながらそう言えば、リーゼロッテは言葉をつまらせ赤面し、アルは胸焼けしたように胸を押さえ、非常に嫌そうな顔をした。

「浮気、ダメ、ゼッタイ！」

　エンドー様はなぜか片言でそうおっしゃった。

「いいですよジーク。隙あらばリゼたんといちゃつく、その姿勢が魔女退治にとっても大切なことです！　レオン先生を諦あきらめざるを得なかったのは痛手ですが、これだけリゼたんの心が安定していれば、まず魔女などこわくありません！」

　コバヤシ様のお言葉に勇気をもらいながら、私はあらためて最愛の人の手を強く握り、決戦の地へと向かって行った。
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　いざ、裏庭に。

　その問題の現場に、神々が予言した時間の一〇分ほど前に到着した。

　そこには既に、ファビアンと将軍とツェツィーリエ嬢、それと一一名の騎士がそれぞれの配置について、隙なく武器を構えていた。

　私たちも、あらかじめ決めていたそれぞれの持ち場へと散開し、各々の武器を構え、アルだけは若干やさぐれていたが全員気合を入れる。

　その瞬間。

　──しゅるり、と。

「おや、間に合ったようですね」

　闇から、一人の仮面を着けた男が、そんな言葉とともに現れた。

「なんだ今のどっから出た!?」

　エンドー様がそう驚きよう愕がくの声をあげたが、私にもわからない。

　一切の予兆も気配もなく、宵闇の中から浮かび上がってきたようにしか、見えなかった。

「貴様、何者だ!?」

　中年とみられる騎士の一人が、威嚇するような声音でそう問うた。

「さあ、何者……、でしょうね……？」

　そんな言葉とともに首をかしげている仮面の彼の身長は、一七五センチ前後だろうか。

　細身で髪は栗くり色いろ。けれどそれよりもなによりも、異質で特徴的なのは、その仮面。

　顔面の上半分を覆いつくすような、真っ白なネコを思わせる仮面をつけた、見知らぬようなそうでもないような男。

　その出現に、彼を見知っていないらしい騎士の幾人かは、警戒心をあらわにしている。

　だが、私たち学園生と、騎士の中でも年若いものたち、おそらくここ数年でこの学園を卒業したと思われる方々は、あからさまに困惑していた。

「僕は……、そうですねぇ……。んー、カールヒェンと呼んでください。残念ながら、ネズミじゃなくて、ネコなんですけど」

　彼は、口元だけでもはっきりとわかるくらい、あまりにいつもの通りの笑みで、あまりにも聞き慣れた声で、どこかのんびりとそう言った。

「いやいやいや！　そのうさんくさい笑顔と仮面越しでもわかる糸目はどうみてもレ」

「いったい、だれなのか、さっぱりわからない!!」

　核心を突く言葉を口にしようとしたフィーネを、私は腹の底からの声でさえぎった。

　途端、この場の全員の視線が私へと向く。

『なに言ってんだこいつ』

　学園生たち、つまり彼の正体を察している面々の視線は、みな雄弁にそう語っていた。

　目は口ほどにものを言うとはまさにこれだというくらい、はっきりと全員そう言っていた。

　他の、彼を知らないらしい方々は、はっきりと困惑していた。

　わかっている。私だって彼がレオン先生であることぐらい、いくらなんでもわかっている。

　なんでせめて顔をすべて覆うかたちの仮面じゃないんだ。なんでネコだ。ネズミってなんだ。等々色々と問いただしたいことはあったが、けれどそのすべてを吞のみ込んで、私はあえて、彼が何者であるかわからないと、表明したのだ。

　以前コバヤシ様がおっしゃっていた。「レオン先生は、その能力と全力を、周囲に知られるわけにはいかない事情がある」のだと。彼の家の事情は、私も知っている。

　そして、先ほどの彼の出現の仕方。あれを見ただけでもわかる。あんなことをレオン・シャッヘという人間ができてしまうことが露見すれば、間違いなく彼は殺される。

　だから私は、全力で道化を演じる。

　この場で一番の権力を持つものの責任として、茶番を演じきる。

「私が、他ならぬ、私が、わからないと、言っているんだ。それとも、貴殿らは私の目が節穴だと言いたいのか？　その者の正体については、私を侮辱したい者だけが、相応の覚悟をもってして、王太子たる私に反論しろ!!」

　私はひとりひとりを強くにらみつけながら、ゆっくりと、はっきりとそう告げた。

　すると一同、得心がいったような表情へ、あるいは得心はいかないがそれでも詮せん索さくを諦めたような表情へと変じていった。

「いやー、私も、彼が誰なのか、まったくもってわかりませんな！」

　この場で二番目の権力者、リーフェンシュタール侯爵あるいは将軍が、笑顔で同意をしてくれた。よかった。

　彼がそうしてくれれば、これから先自称カールヒェンさんがなにをしようとも、それは誰も知らない誰かがやったことだ。少なくとも騎士団員の口から秘密が漏れることはないだろう。

「そうだろう。いや、きっとカールヒェンさんは、【古の魔女】という大いなる邪悪の気配を察知し駆けつけた、通りすがりの正義の魔導師であろうな」

　私が少し安堵しながら念を押すように茶番を続けると、将軍は心得た表情でうなずき返してくれている。

「そうですな！　誰なのかはさっぱりわかりませんが、カールヒェン殿はきっと信頼の置けそうな、実に頼もしげな御仁ですな！」

　私と将軍のこの茶番劇に、周囲の人間は一様に困惑したような表情を浮かべている。

　しかし、一人だけ、その仮面からでた口元をおさえ、肩を震わせている人物がいた。

「く、くふっ、ふふふっ！　いやー、殿下は、いい子ですねぇ」

　堪こらえきれない笑いを堪えようとして失敗しながら、彼はそう言った。

「なるほど。王太子の威光でごり押しして緘かん口こう令れいをしき、レオン先生は正体不明の正義の魔導師として参戦してもらうわけですね」

　感心したようにコバヤシ様はそうおっしゃったが、よりにもよって張本人である自称カールヒェンさんに笑われた私は、顔から火が出そうなほどに恥ずかしかった。

　とっさのこととは言え、我ながらあまりにつたないやり方だった自覚はある。

　ものすごく恥ずかしい。

「とにかくこれで逆ハーレムフルメンバーがそろったんだ！　やったな!!」

　エンドー様が嬉うれしげな声音でそうおっしゃり、私は少し気持ちが楽になった。

　そう、勝利のためなら、リーゼロッテとこの国を守るためなら、さっきくらいの茶番など、なんでもない。と、思っておこう。

「しかし……、なぜ彼が、自主的に参戦なんかしてくれる気になったのでしょうか……？」

　コバヤシ様の疑問に、私も首をひねる。

　彼がここまでのリスクを冒す理由など、私にはわからない。

「ふふふ、そう、僕はカールヒェン。とあるお姫様の……、仲間、ですかね？　まあ、たぶん、仲間、あるいは代理もしくは弟子として、ちょっとお手伝いをしに来ました」

　ようやく笑いのおさまってきたらしい彼は、にっこりと微笑みながら、なぜだかフィーネをまっすぐに見つめて、そう言った。

　今日のパーティで、そのドレスを身に纏まとった姿を、彼女の母を知る世代の教職員から【妖よう精せい姫の再来のようだ】と評されていた可か憐れんな少女は、ふしぎそうに首をかしげた。

「逆ハーレムエンドと同じメンバー！　底上げされたそれぞれの能力！　おまけのリゼパパ率いる国の精鋭たち！　これはもう勝ちしか見えない!!　……っつうかこれ、やっぱりもはや弱いものいじめだな？」

「私のリーゼロッテに手を出そうとした罪は重い。やりすぎだろうと、まだ足りない……！」

　エンドー様の弱気な言葉に、むしろ私が気合を入れて剣を構えながらそう言うと、今日はその両の拳こぶしに篭こ手てをつけたフィーネも力強くうなずいた。

「お姉様を苦しめて、あげくその体をのっとってやろうだなんてゲスなこと考えるような邪悪な存在、一〇〇回殺しても足りません」

「その意気です二人とも！　負けることはありえないでしょうが、くれぐれも油断はせずに！　全力でボコボコにしてやってください!!」

　コバヤシ様のお言葉に私とフィーネはうなずいたが、そんな女神の寵ちよう愛あいを一身に受けているリーゼロッテは、顔を赤くし、怒ったように叫ぶ。

「ジーク！　フィーネ！　こ、こんなときにあんまり恥ずかしいことをおっしゃらないでくださいますかしら!?　だいたい敵はあの古の魔女なんですから、私云うん々ぬんではなく、この国のために戦うべきです!!」

「もちろん、国も大事だよ。でも国のためというのなら、王太子である私は、こんな最前線にいるべきでない。私は今は、ただ君の婚約者として、愛する婚約者を害されそうになって怒り心頭なただの男として、この場に立っているんだ」

「……っ！　……わかり、ました。殿下がそのおつもりならば、私は王太子の婚約者として、リーフェンシュタールの者として、その御身を守りましょう」

　決意を新たにしたらしい彼女は、気合を入れ直すかのようにひゅんと槍やりを振り回しながら、そう言った。私の言葉が、リーゼロッテのなにかに火をつけたらしい。

「恋する乙女は、無敵ですからね！　がんばれリゼたん!!」

「さあ、おいでませ古の魔女！　殿下のお手を煩わせるまでもなく、返り討ちにしてさしあげますわ!!」

　コバヤシ様のお言葉と、リーゼロッテの挑発が、ほぼ同時に、裏庭に響いた。

　それに呼応するかのように、裏庭の中心、神々が事前におっしゃっていた古の魔女の出現ポイントに、どろり、と、黒い靄もやのようなものが流れ出す。

「古の魔女のまとう、【瘴しよう気き】が出たな……！　気をつけろ、それ、触るとあらゆる能力が下がるからな！」

「フィーネちゃんとアルで、浄化の魔法を使ってください！」

「アル、浄化を！」

　エンドー様とコバヤシ様のお言葉で動き出したフィーネと、私の指示で一拍遅れて動き出したアルが、広範囲に浄化の光を広げていく。

「ファビアンきゅんは……、もう始めてますね！　ナイス！　残りのメンバーは事前に決めていた通り、本体が出て来るまで待機！　あ、レオン先生は耐性あるんであのままで大丈夫です。むしろあの人の魔法おっかないんで、誰も彼の前には出さないでください！」

　コバヤシ様は早口にそう叫んだ。

　ファビアンは魔力を練り上げ、大魔法の準備を始めている。

　レオン先生もといカールヒェンさんは、現れた位置があまりにも最前線だった。その結果、一人だけ瘴気の中に身を置いているが、余裕の笑みだ。鼻歌まじりに何かを返してすらいる。

「カールヒェンさんの前には、誰も出るな！」

　私は女神のご指示をみなに伝えたが、あの、この位置からも息苦しく感じるような黒い靄に、あえて近寄る者は、誰もいないようだった。まあ、あの仮面の人が平気なのがおかしい。

　フィーネとアルの放つ浄化の光は私たちを包み、守り、少しずつ瘴気を押し戻しつつある。

　じわじわと、じりじりと。少しずつこの場の空気が軽くなっていくかのようだ。

　瞬間──、靄が動いた。

　意思を持ったかのように、消えかけの靄はひとつの球にまとまり、まっすぐにリーゼロッテに向かって行く。それに気が付いた私は、叫ぶ。

「……っ！　リーゼロッテ！」

「お姉様っ！」

　フィーネがリーゼロッテに浄化の光を集めようとしたが、間に合わない。

「これしき……！　……っ!?」

　リーゼロッテは、靄を叩たたき斬った。大部分は彼女の気迫のこもった一撃で霧散したが、わずかに残った残ざん滓しが、彼女の頭部にまとわりつかんとしている。

「リーゼ……！」

　私は彼女の名を呼び、駆け寄る。

「だいじょ、……え」

　靄を振り切ったリーゼロッテは、私に無事を告げようとした。

　しかしその時、ばさりと、ひとつにまとめられていた彼女の髪が解ほどけ、広がる。

　ついで、ぱさ……、と、彼女の髪に飾られていたレナの花が、落ちた。

「あ……、う、うそ……。……や、いや……」

　リーゼロッテは弱々しく首を振りながら、地に落ちたそれに手を伸ばす。同時に槍が彼女の手から滑り落ち硬質な音を響かせたが、彼女はそれを気にかける余裕もないようだ。

　彼女の隣に並んだ私も、彼女の手と視線の先にあるそれに、視線が釘くぎ付づけになる。

　白く輝くような美しさだったはずのレナの花、いや、レナの花だったものは、不気味に黒く枯れ果てていた。

「なんで、レナの花が……」

「……あの花、なんか大事なやつなの？」

　呆ぼう然ぜんとコバヤシ様が呟つぶやくと、そっとエンドー様がお尋ねになった。

「あれはあっちの世界を創った女神リレナのお花で、浄化の力があって、おまけにジークのお印だとかで、とにかく大事な花なの！　ゲームだと魔女になったリーゼロッテを少し正気に戻して動きを止めてくれるキーアイテムで……。やだ、どうしよう……」

　コバヤシ様のお声は、これまで一度も聴いたことが無いほどに弱々しく、震えていた。

「……ジ、ジーク！　どうかホールにお戻りになって！」

　呆然と落ちた花を見つめていたリーゼロッテが、突如叫んだ。

　意味がわからず首をかしげる私に、彼女は必死な様子で訴える。

「お願い逃げて！　私の力が及ばず魔女に負けて乗っ取られてしまったとしても、最悪私ごと殺せば良い！　でも、でもジークだけは……！」

　ぼろぼろと涙を流しながらそう叫んだリーゼロッテの様子は、明らかにおかしかった。その顔面は蒼そう白はくで、全身がガタガタと震えている。

「落ち着いてリーゼ、大丈夫だから」

　私がそう言いながらリーゼロッテの背中を撫なでても、彼女の震えは止まらない。彼女は、弱々しく告げる。

「こ、声が、声が聞こえるの……。さっきの靄がかかってから、ずっと。私なんて誰にも愛されないって。……ジ、ジークが、私の前から消えてしまうって……！」

　彼女は悲痛な表情で、落ちたレナの花を抱え込んだ。確かに私の象徴とも言えるその花は、黒く朽ちている。

　こんなときにそんな不吉な物を見て、私のことが心配になる気持ちもわからなくもない。だが。

「いや、それはあり得ない」

　私は、そう断言した。その言葉が意外だったのか、リーゼロッテは呆然と私の顔を見上げる。

　私は彼女の瞳ひとみをまっすぐに見返し、続ける。

「リーゼ、君は、とんでもなくかわいいから。ものすごく、みんなに愛されているから」

「そ、そうです！　リゼたんは異世界の私たちまで魅了してるくらいです！」

「おかげでこれだけの戦力がそろった。ジークはもちろん、誰一人だっていなくなるわけがない」

　私の言葉に、少し震えたコバヤシ様のお声と、落ち着いたエンドー様のお声が続いた。

　そう、その通りだ。頼もしいお言葉に、自然と笑みが浮かぶ。

「やっぱり、手を取り合っていこうか。剣だの槍だのは、他の頼りになる仲間たちに任せてさ」

　剣を鞘さやに納めた私がそう言ってリーゼロッテの手を取ると、彼女は呆然としたまま周囲を見渡す。

「安心しなさい、リーゼロッテ」

　最初に口を開いたのは、ブルーノ・リーフェンシュタール将軍だった。

「私のかわいい愛まな娘むすめと、忠誠を捧ささげる未来の王の前に立ちはだかる敵なんぞ、すべて私が、斬ってやるからな」

　騎士達を率いてそう宣言した彼の大きな背中は、きっとこの国で一番、頼りになる背中だ。

　更にその背に並ぶようにバルドゥールが、彼に寄り添うようにフィーネが、私たちの前へと歩みを進めた。

「リーフェンシュタールは王家の剣で、王家の盾だ。そして俺は、お前の兄代わりだ。俺がここに立つ限り、そこは安全地帯だと断言する。なんなら気分を落ち着けるためにも、ティーブレイクしててもかまわんぞ？」

「安心してくださいお姉様！　この盾は私が全力強化して、すこしでも傷がついたら即なおすので！　多少かけてももげても止まっても、秒で元通りです！　安心してお茶しててください！」

　バルドゥールとフィーネがそんな軽口を叩きながら、互いに目と目を合わせて不敵に笑った。

　それとほぼ同時にアルが杖つえを一振りすると、リーゼロッテをあたたかな光が包む。

「フィーネちゃん、強化に専念してていいよ。回復なら、俺の方が得意だから。一度に千人を癒せる大神官様が、今こそ本気を出しちゃうからさ！」

　アルはいつも通りの軽薄な笑みで、そう言った。確かに彼は、災害の現場などで、千人単位の怪我けが人病人を救ってきた男だ。この学園全域よりもはるか広範囲に回復魔法を展開した逸話もある。この裏庭の中に、負傷者など存在し得ないだろう。

　先ほどのアルの治癒を受けたリーゼロッテの顔色も、少し良くなってきている。

「リーゼお姉ちゃん、お姉ちゃんの敵を閣下たちが斬ったら、僕がチリひとつ残さず、燃やしつくすからね！」

　愛らしい声と笑顔でそう告げたファビアンは、地獄のような業火をその頭上に練り上げつつあった。あの、ここからでもわかるほど異常に高密度な魔力の宿った炎を食らえば、確かに、チリひとつ残らないだろう。

「その後は、二度と甦よみがえらないように、僕が魂を滅しておきますね」

　レオン先生もといカールヒェンさんは穏やかな笑みと口調で、この上なく物騒なことを言った。

「リーゼロッテの手記では、あんなに孤立していたのに……」

　ぽつりと響いたコバヤシ様のお声は本当に嬉うれしそうで、感激でだろう、少し涙に濡ぬれていた。

「リゼたん！　もちろん私たちも、味方だからね！　そしてこんなに頼もしい仲間と、なにより愛する人が、リゼたんを支えてくれてる！　うん、絶対大丈夫！」

　続いたコバヤシ様のお声は、段々と常の、しっかりしたものに戻っていった。

「リーゼ、ほら君は、みんなにこれほどまでに愛されてる。レナの花は枯れたが、それだけだ。私はなんともない。変わらず君を、愛してる。それでも不安なら、どうかこの手を放さないで」

　不安のためか、寒さのためか。冷たかったリーゼロッテの手が、私のそれと触れ合ううちに、少しあたたかくなってきた。

　生きている。隣にいる。このあたたかさは、なによりの実感だ。

　私がそう思うように、彼女もそう思ってくれたらいい。

「……申し訳ありません。少し、視野が狭くなっていたようです」

　しっかりとした声でそう告げたリーゼロッテは、ぐっと私の手を握り返してくれた。

　彼女が背筋を伸ばし、しっかりと立ち上がった、その瞬間。

　彼女がもう片方の手で抱え込んだままのレナの花が宙に浮き、白く、輝く。

　それに呼応するかのように、先ほど靄が流れ出してきた古の魔女の出現ポイントに、今度はなぜか、白い煙が立ちのぼった。煙の中には、きらきらと金色の輝きが混ざっている。

　すっかり日が落ちて、事前に用意した多数のかがり火があっても、さすがに昼間ほどには明るくない裏庭で、神秘的に輝く、金と白の花と煙。これはいったい……。

「な、なんかわかんないけど、ようやく本体が出るみたいです！　え、な、中になにかいます！」

「なんで固体っぽいのが見えるんだよ！　封印されてる魔女は、怨おん霊りよう状態のはずだろ!?」

　焦ったような神々のお声を聴いた私は、煙の中を注視する。確かに、中心になにかいる。

　さぁっ……！

　一陣の清らかな夜風が吹いた。それはレナの花を巻き上げどこかにさらい、煙を散らす。

　そこに残ったシルエットは、【古の魔女】であろう。【大いなる災厄】、【邪悪の黒】とも呼ばれ、幾度もこの国を、世界を、滅亡の危機に陥れようとした悪そのものは──、

　土下座のような体勢をしていた。

「うずくまっている？」「なんのポーズだ？」

「とりあえず殴ってみます？」

「特殊な魔法を発動させる準備……？」「こちらを油断させる作戦かも」

　その場にいる全員が思い思いにがやがやとそんなことを呟きながらも、戦闘の構えは崩さない。

　いや、なぜかアルだけが無言で、ぽかんとした表情で固まっていた。

「魔女の髪が白い……!?」

　エンドー様が驚きよう愕がくのお声をあげた。

　伝承と神々のお言葉によると、古の魔女は全体的に黒いということだったのに、実際にそこにいるそれは、透けるように白い肌と、神々しい輝きのプラチナブロンドをしていた。

　息をのむほど美しくまっすぐな白金色に輝く髪が、魔女の奇怪なポーズによって地面に広がっている様は、私に謎の罪悪感をもたらすほどだ。

「なぜ２Ｐカラーみたいになっているのか。なぜ半透明じゃなくてしっかりはっきりそこにいるように見えるのか。私にもわかりません。油断をしないでください」

　コバヤシ様のお声に反射的にうなずいた。だが、邪悪な印象を受けないその存在に戸惑いを覚える私は、身動きが取れない。というか、土下座をしているように見える者に一撃を放つことに、抵抗感がある。この場にいる全員が、そうだろう。

「おっとここでフィーネが動く！」
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「なんかよくわかんないけどとりあえず一発殴ってみよーってところでしょうかね。あ、いや、アルがそれに気がつき制止しようとしています……？」

　例外らしいその二人の動きを、神々がそう実況解説した。

「待ってフィーネちゃん！　ダメだよこのお方は」

「た、大変申し訳ありませんでしたぁー!!」

　魔女が、叫んだ。

　アルトゥルの言葉にかぶせるように、震える声で。けれどその場にいる全員に聞こえる程度には大きな声で、古の魔女は謝罪の言葉を口にした。

　彼女はそのままその顔をあげると、黄金に輝く瞳で、まっすぐに私を見上げ、口を開く。

「もはや抵抗の意思はありません！　私は皆さま方に全面降伏いたします！　ですので！　平に！　平にご容赦願いたくっ……!!」

　ゴスッ！

　そんな音がするほどに勢いよく、彼女はその額を地面に打ちつけた。

「わわわ、あ、頭をあげてください!!」

　アルトゥルは焦った様子で彼女に駆け寄ると、そう言いながら彼女を助け起こそうとする。

　彼が敬語を使うなど、珍しいことだ。

「良いんです！　土下座だけでは足りません！　私は古の魔女なんです！　とっても悪いことをしたんです！　そこのリーゼロッテ様にもひどいことをしようとして、さっきも残滓が暴走して……。だから一〇〇回、はさすがにこわいんですけど、そのくらい殺されても仕方なくて……！」

　魔女はそう言いながら、アルの手を振り払った。

　するとアルは赦ゆるしを請うように、この場の代表者である私を見上げた。しかし見上げられても、わけがわからない。私は問う。

「いったい、どういうことだ？」

　とりあえずこの白いのは、白いけれども、たしかに古の魔女らしい。

　自分と同じ、伝承に残る創世の女神リレナと同じ色彩をもつその存在にやりづらさを感じながら、それでも警戒は解かずに尋ねた。

　魔女は震える声で、顔が見えないので断言はできないが、もしかしたら泣いているのかもしれない濡れた声で、語りだす。

「……その、私は、リーゼロッテ様と、心をつなげていたんです。私のさびしさとか、悲しさとか、悔しさとか、嫉しつ妬ととか恨みとか全部伝わって、同調してしまえばいい、って思って」

　そのことは、知っている。神々からきいて、リーゼロッテに告白されて、知っている。

「なのに逆にしあわせ！　とか嬉しい！　とか、ジークヴァルト殿下大好き今日もかっこいいジーク好き好き好き好き愛してるみたいな感情がこちらに逆流してきて」

「いや！　やめ、やめなさいっ!!」

　リーゼロッテが真っ赤な顔で、魔女の言葉をさえぎった。

「はいやめます！　申し訳ありません!!」

　即座に魔女はそれだけを言うと、更に地面に額をめり込ませ、沈黙した。

「残念ながら、リーゼロッテがジークのこと好きなのは、みんな知ってるんだなー」

「私たちも暴露してますし、わりとわかりやすい態度です。なにより最近、たまにリゼたん自身がツンギレながら自白してますからね」

　エンドー様とコバヤシ様のお言葉に私が苦笑していると、ちらりと魔女が私を見上げた。同時にリーゼロッテも私を愛らしい涙目で見上げてきたので、私はにっこりと笑う。

「魔女殿、続けて」

　笑顔のまま発したそんな私の言葉に、リーゼはショックを受けたような表情になった。魔女は逆に嬉き々きとしておしゃべりを再開する。

「はい続けます！　いやー、危うく私までジークヴァルト殿下に恋をするところでした！　まさに『恋する乙女は、無敵』ってやつです！　そのくらいしあわせーな気持ちと殿下への恋心でリーゼロッテさんは満たされていて、それに触れているうちに私もなんかこう黒い感情が浄化されて、ほら見てください私の目！　元の金色に戻ってるでしょ!?」

　魔女はそう言いながら、はっきりと顔をあげ、きらきらと輝くその瞳を私に示してきた。

「あなたの元の色など、知らないが……」

　私が困惑の声をあげると、魔女の横に膝ひざをついたアルが、ため息とともに口を開く。

「間違いなく、元の色だよ。このお方、たぶんだけど、創世の女神リレナ様。……ですよね？」

「わかっている人いた！　そうですそうです私がリレナです！　あなた見る目ありますね！」

　アルに問われた魔女、二人の言葉を信じるならば女神リレナは、喜びを全開にしてそう言った。

「これでも、神官ですので……。そんなわけで頭をあげていただかないと俺の罪悪感がマックス。抵抗の意思はないってことなんだし、せめて座っていただくことはできないか？」

　アルは女神リレナの言葉に謙けん遜そんを返すと、私にそう問うてきた。

「とりあえず、話を聞きましょう。古の魔女が創世の女神リレナ様でリゼたんのおかげで元に戻ったということは、わかりました。ではなぜそもそも古の魔女になってしまったのか。リゼたんを狙った理由。それからもしわかるのならば、私たちの声がジークたちと、どうやらリレナ様にも聞こえる理由……。そのあたりをすべて話してもらいましょう」

　コバヤシ様のお言葉に女神リレナを見る。そうだ、『恋する乙女は、無敵』は、コバヤシ様がおっしゃったフレーズだ。それを先ほど彼女は使った。

「かしこまりました。異界の女神、小こ林ばやし様。けれど、どうぞ私のごとき愚かな大罪者のことは、リレナと、お呼び捨てください。まずは……、私たちがあなた様たちの住む世界を真似まねさせていただいて、この世界を創ったところから、お話ししましょうか」

　そうしてこの世界のすべて、あるいはエンドー様とコバヤシ様の住む異界のことまでをも知るらしい彼女は、全知全能の女神リレナは、口を開く──。
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　最初は、ひとつだった。

　のちにふたつにわかれたその力あるひとつのモノは、混こん沌とんの中をただよい、やがて気がついた。

　自分が、そこにいる。そしてこの世界を、育てる義務がある。

　そう、己の存在と使命を自覚した瞬間。ソレが次に感じたものは、孤独。

　ソレは自分が絶対であることを理解した。ソレは自分が神であると自覚した。ソレは故に自分が孤独であると痛感した。

　だから、ソレは、一対のふたつにわかれた。そしてふたつは、支えあい、力を合わせて世界を創ることに決めた。

「この世界は退屈だ。私たちと会話ができるような存在がほしい」

「知的生命体がほしいと？　でもそれを創造するのは、とても難しい。たくさんの時間が必要だろう。そして絶対にできるとも限らない」

「それならどこか、よその真似をすればいい。どこかの知的生命体と似たような生き物を、それが住める、そこに似たような世界を、目標としよう」

　そんなふたつの意思にしたがい、この世界はできた。

【どこか】をモデルにして、大地を、海を、空を創り、生命も、人間も、同じようなものを創ろうとした結果。それが、この世界。

「私たちは、この世界の、父と母になろう」

　人を生み出すと決めた瞬間、ふたつの片方は女神リレナと、もう片方は男神クオンと、どこかの人類とよく似た姿に、自分たちを定義した。白金の髪と金色の瞳ひとみの、光そのもののような美しい男女になった。

　それからふたつは、愛しあった。様々な生命がふたつの子として生まれた。

　他の生命を食わずに増えることができるもの、空を飛ぶもの、力が強いもの、爪がするどいもの、毒をもつもの、増えるのがはやいもの……。

　たくさんのなにかが生まれ、強みがあるものだけが生き残り、そしてやがて、ふたつとそっくりな姿の【人】が生まれた。

「ああ、よく似ている」

　自分たちの姿に、どこかの人類とそっくりな姿のそれらに覚えた感情は、愛情。ふたつとも同じ気持ちのはずだった。

　けれど、クオンは、誤った。

　愛し合うはじめの人の男女を見た彼は、自分がこんな風に愛されたいと、願ってしまった。

　はじめの人間の女エーファを自分のものにしたいと、望んでしまった。

「もう片方は、邪魔だな」

　クオンは自分の感情のままに、彼女の対である存在を、はじめの人間の男アーダムを殺した。

　けれど、一度確かにそこにあったものを、なかったことにはできない。

　エーファは彼を忘れなかった。生涯彼の死を嘆き、悲しみ、神にどれほど愛されようと、彼女がクオンを愛することも、神に笑いかけることすらもしなかった。

　エーファはそのまま、生涯彼女の夫と二人の間の子どもだけを愛して、死んだ。

「僕は、愛されたかった。それだけなのに」

　クオンは嘆き、悲しみ、そんな彼に、彼の半身であるリレナはよりそった。

「私が愛してる。あなたのことは、私が誰よりも愛している」

　けれど女神がどれほど愛を告げても、クオンはそれを拒絶した。

「リレナは僕だ。僕はリレナだ。僕らはもともとひとつの存在。そんな君に愛していると言われたところで、いったいなんの意味があるの？　僕は、選ばれたい。エーファに、選ばれたい。たくさんの可能性の中から、無数の選択肢の中から、選ばれたい。選ばれて、……愛されたい」

　クオンのそれは、恋だったのか、愛だったのか、はたまた神の力をもってしてもままならない人の感情に対する、ただの執着だったのか。

　そんな神の強い感情を向けられたエーファの魂は、この世界の中を幾度も輪りん廻ね転生する運命を背負わされた。

　うまれて、育って、愛して、死んで。

　けれど、幾度やり直しても、彼女は神を愛さなかった。

　対となる存在以外の人間を愛したこともあったが、神のことだけは、愛さなかった。

　それははじめに自分の対を神が殺したからだろうか。それは神が傲ごう慢まんだったからだろうか。それは単純に神と人との感覚のちがいからだろうか。

　一向にエーファに愛されることのなかった神は、やがて決意する。

「それならば、僕も人間になろう。人間になって、次こそ彼女に、愛されよう」

　そう言ってクオンは、神としての自分を殺すことを、選択した。

　けれどリレナは、それだけは許せなかった。

　自分の一対である、唯一対等である存在の消失など、彼女は許容できなかった。

　だからふたつは、争った。

　元々ひとつで、ずっといっしょだったはずのふたつは、そのそれぞれが愛と呼んだ感情ゆえに、敵対した。




「僕を殺してくれて、……ありがとう」

　結果は、そう言って微笑みながら死んだ、クオンの勝利だったのだろう。

　世界を創った神の片方はこの世界の歴史からすらもその存在を消し、片方を失ったもう片方は嘆き、悲しみ、怒り、黒に染まった。




　嫌だ　嫌わないで

　好き　他の誰かなんか見ないで

　あの子が憎い　私の光を盗とらないで

　好き　私のものなのに　憎い

　愛してる

　だからこそ

　ユルサナイユルサナイユルサナイユルサナイ■■■■■。

　ワタシを捨てるなんて、■■■■■。




　リレナはクオンがいてくれていたから抑えこめていた感情に、ずっと耐えてきた苦痛に、飲み込まれた。

　光そのもののようであったはずの彼女は黒く染まり、自身が生み出したこの世界と、敵対した。

　クオンを失った悲しみをぶつけるように、クオンの心を奪った存在エーファに連なるものを、消し去るように。この世界に呪いをふり撒まいた。

　人を襲うモンスターを生み、災害を巻き起こし、人心を操り争わせ、そして彼女は【大いなる災厄】【邪悪の黒】と呼ばれる存在になった。

　半身との争いで力を失っていた彼女は、人類が力を合わせれば打ち倒すことができた。

　けれど彼女は、この世界の母。

　幾度もこの世界そのものから力を得、ときに奪い取り、復活し、幾度も世界を混乱に陥れた。

　そうして長い年月を重ねるうち、やがて彼女は【古の魔女】と呼ばれるようになっていた。
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「……と、まあ、つまり私とクオンは壮大な夫ふう婦ふ喧げん嘩かをしたわけです。結果、彼は自身の望み通りにこの世界から神としてのその存在を消滅させて、私は古の魔女になってしまった、と」

　女神リレナの語った話に、私たちはなんと言ったものかわからず、一同沈黙していた。

　この世界の成り立ち、私たちの根源、そんな神話の世界の物語を、当の女神ご自身の口から語っていただいたというのは、非常に貴重な体験ではある。ある、の、だが。

「痴情のもつれで世界滅亡未遂……」

　フィーネのそんなぽそりとした呟つぶやきが、静寂の中で妙に大きく響き、なんともいえない空気をつくりだす。

　まさにそれだ。スケールは大きくとも、要約してしまうと、とてつもなくくだらなすぎた。

「まあ、そういうことですね。夫クオンが浮気して家出したので、ブチギレた妻私が、ヒステリーおこして暴れまくっていたというのが、【古の魔女】のすべてです」

　あっさりと女神リレナが認めた事実を、私は認めたくなかった。

　いや、私だけではないのだろう。この裏庭にいる一同、微妙な表情でうつむいている。

「いや、その、なんというか、申し訳ありません……」

　私たちの微妙な空気を感じ取ったのか、女神リレナはもう幾度目かの土下座をした。

　今度はアルも助け起こさず、彼女のつむじを微妙な表情で見つめている。それでいいと思う。

「でもほら、あの、私を止める立派な神々も出てきてくれましたし、私とクオンはへっぽこですけど、こう、私たちの創った世界はそう悪くもないというかトンビが鷹たかをというか、……ね！」

　ちらとこちらにおもねるような目線を寄よ越こしつつ女神リレナがそう言うと、アルが首をひねる。

「そういえば、その……、リレナ様以外の、私どもが今神殿で祭っている神々は、いったい何者なのですか？」

　アルが尋ねたことは、私も気になっていた。

　彼の言葉に女神リレナが面をあげて思案顔でいるのを、黙ってみつめる。

「ああ、ええと……、どこから説明したものか……。んーと、そうだな、……魔法って、なんだと思います？」

　女神リレナのお言葉に、私たちはそろって首をかしげた。

「この世界に直接干渉して、術者の望みの通りの影響を世界に及ぼす、【魔法】。規模の大小はありますが、それは間違いなく、私たち、神の力です。私とクオンの持っていた、世界の管理者としての能力です」

　創世の女神によって初めて知らされたその事実に、ざわり、と動揺が広がった。

　私たちの狼ろう狽ばいをよそに、彼女は淡々と続ける。

「私とクオンがぶつかり合って、クオンがその神としての力を失うまでにぶつかり合って、その力は、この世界中にちらばりました。そして、偶然私たちに似た性質を濃く持っていた人々の中にとりこまれたのです。この国ではその素養を持ったものたちが集まって貴族を名乗り、貴族内での結婚を繰り返して段々にその性質を強めてきたようですが……、まあ、最初は祖である私たちの性質が、偶然強かっただけ、だと思います」

　動揺とざわめきが、さらに大きくなった。判断をあおぐようにみなの視線が、王族の私と神官のアルに突き刺さる。

「そしてその中でも才能に優れ、また努力を重ねた者たちが、突出して神の力をたくさん集めることに成功した者たちが、でてきました。私を、打ち倒せるほどに。神の領域に、達するほどに。魔法を極め、悟りを得て、この世界の仕組みを理解し、死後この世界の管理者として、目覚めた魂たち。それが、今神殿に祭られている、いわば新時代の神々です。この中にも、今後の努力次第ではその領域に達する可能性のある人が、……幾人か、います」

　そこまで言いきると、女神リレナはふうとため息を吐いた。

「最初はただ対話がしたくてうみだした子どもたちが、私たちの能力に目覚めて、神としてこの世界の調律を担ってくれるだなんて、思ってもみませんでした。本当に、子どもってのは、あなどれない……」

　そう言って彼女は、母親の顔で、微笑んだ。

　しかし彼女の言葉でむしろ新たな疑問が出てきた私は、王族として、女神リレナに問う。

「では、なぜ、わが一族は神々の声を聴くことができるのです？　神々が元はこの世界の人間だとすれば、今まで私どもが神々から賜ってきた異界の知識は……？　そもそも、この能力は、いったいなんなのですか？」

「ええーと、まず、神の声システムは、その……、ぶっちゃけますと、カンニングシステムです。ここは遠えん藤どう様と小林様の住む世界をモデルにしていて、だから文明も後追いさせようと思ったんです。ですがこっちの人に、いちいちあっちの細かい知識を伝えるのがめんど……、ああいやそのかったる……、ちがくて、ほら、あの、専門家でもない私が間に入ると、正確なところが伝わらないかもなぁ！　なんて！　思いまして！」

　私たち王族の能力は、女神リレナの怠惰のために与えられたものらしい。

　みなの同情的なものに変わった視線が痛い。私はとびきりの作り笑いを浮かべた。

「で、そのー、あちらの世界の知恵者たちの死後の魂の声を、こっちに届けられるシステムを創ったんです。そしてそれを、ジークヴァルトさんのフィッツェンハーゲン一族と、あと離れた地域のいくつかの一族に与えました。世界の最先端をいくようないい国をつくって、周辺の国家にも伝えなさいよって。そしたらなんか【神の声】とか誤解された、のが最初、なんです、が」

　まだなにかあるのか。

　若干げんなりとした気持ちになりながら、私は続く彼女の言葉に耳を傾ける。

「なんか、そのー、予言？　的なのは、私じゃなくて、新時代の神の誰かの仕業でして。たぶん、いやこれは他の神がしたことだから推測になるんですが、『うわ下界ヤバいじゃん。伝えたいけどどう伝えよ。あ、神の声とかいうのなら、私らの声も聞こえて良いでしょ！　フィッツェンハーゲンがんばー』みたいに、便乗したんじゃないですかねぇ……？」

「ちょっと待った！　私たち死んでもいないし、知恵者？　でもないし、もちろん新時代の神とやらでもないけど、どういうこと？　なんで【まじこい】を通して、私たちの声がそっちに届いたの？　あげく祝福？　とか神様っぽいことができたりしたの？」

　コバヤシ様が慌てたような声音で尋ねると、女神リレナは気まずげに視線をさまよわせた。

「それは、その、うちの粘着エーファストーカーな馬鹿旦だん那なのせい、でして……」

　しどろもどろにそう言うと、女神リレナはすすすと、もはや見慣れてきた土下座をする。

　彼女の美しい髪が地面に広がることに、もはや違和感すら感じない。

「まずクオンは人として転生しようとして、けれどこちらの世界は私の呪いが振ふり撒かれているからこっちの人間にはなれなくて、かといってクオンは堕おちたとはいえこの世界そのものとも言える存在で、他の世界に馴な染じめるわけもなくて……。だから、彼は今、そちらの世界の誰かに憑ひよう依いしている、みたいでして……」

「転生じゃなくて、憑依だと？」

「誰か……、って、もしかして、久く遠おん桐きり聖せのこと？　彼の体をのっとってるってこと!?」

　エンドー様とコバヤシ様の心底驚きよう愕がくしたようなお声に、ちらとだけ視線をあげた女神リレナは、すっと無言で額を地に押し付けた。

　堂に入った土下座だ。

　神殿にある女神リレナの彫刻も、いっそこの形に作り直した方がいい気さえしてきた。

　あまりの事態にそんな現実逃避をする私の耳に、非常に申し訳なさそうな彼女の声が届く。

「そうです。結論から申し上げますと、クオンはそちらの、久遠桐聖さんの体を使って、【まじこい】を創りました。その目的は、それを介してエーファの魂を持つフィーネさんを、そちらの世界に連れ去ることです。そもそも【まじこい】とは……」

「ちょちょちょちょっと待って！　なんか聞き捨てならない言葉が聞こえた！」

　まだまだ説明を続けそうな様子だった女神リレナの言葉を、フィーネが勢いよく止めた。

　きょとんとふしぎそうな表情で首をかしげる女神にむかって、フィーネはゆっくりと尋ねる。

「えっと、私がはじめの女エーファ？　の、うまれかわり？　なんですか？」

「そうですよ？　だからこそ、あなたをライバル視してあなたに嫉しつ妬としていたリーゼロッテ様にとりつこうとしたわけで」

　そこは前提部分なんですが？　とばかりの女神リレナの言葉に、フィーネはイラッとしたようだった。怒りを抑え込んでいるような声音で、質問を続ける。

「それで、私をあっち？　こばやし様たちの世界？　に、連れてくってどういうことです？」

「そのままの意味ですよ。クオンはあなたの魂を肉体から引っこ抜いて、あっちの世界に持ってって、新鮮な死体か魂が死んでる人間にでもぶちこんで、そして恋人同士になることを目もく論ろんでいた、と、思われます」

「新鮮な死体か魂が死んでる人間とか、物騒すぎるんですけどー……」

「それ、クオンがフィーネのために用意するってことだよな？」

　コバヤシ様とエンドー様の小さなお声が、静寂に響いた。

　こちらの世界に残されたフィーネの肉体は、魂を抜かれてしまっては、それこそ死体か半死体状態だろう。知らないところでそんな勝手な計画をたてられていたフィーネは顔面蒼そう白はくになり、ぐらりと一歩後ろへ倒れかけた。すかさずバルドゥールが彼女を抱きかかえ受け止める。

　あまりのことに、私も、傍らのリーゼロッテも、女神リレナをきつくにらんだ。

「も、申し訳ありません……！」

　女神リレナは私たちにむかって、勢いよく頭を下げた。

「謝って済む問題ではありません。私を狙ったのは私の醜い心ゆえにだとわかりました。けれどなんの罪もないフィーネや、あちらの世界の誰かを害してまで、この子の愛を得ようだなんて……。あなたの半身は、なんて愚かなの……!!」

「本当に、私もクオンも、どうしようもないほどに愚かです。申し訳ないと思ってます……」

　リーゼロッテに[image: ]りつけられた女神リレナは、ぐりぐりと地に額をめり込ませながら謝罪した。ところが彼女は次の瞬間ばっと顔をあげると、その金の瞳ひとみに涙を浮かべ、叫ぶ。

「……で、でも、リーゼロッテ様は醜い心なんて持っていません！　あなた様と心をつなげたものとして、あなた様に救われたものとして、どうかそれだけは反論させてください!!」

　必死な様子でそう訴えた彼女に、リーゼロッテは気け圧おされたように口をつぐんだ。

「たしかに私のリーゼロッテは、みんなに愛されるとてもいい子だが。救われた……、とは？」

　代わりに私が一歩前へと出てそう尋ねると、女神リレナは頭こうべを垂れたまま、語り出す。

「最初は、リーゼロッテ様は私と同じだと思ったんです。しかも力も強いし、肉体も鍛えてるし、いい獲物だと思って、乗っ取ろうとしました。けれど、小林様と遠藤様の加護を受けて、ジークヴァルトさんに愛されました。リーゼロッテ様自身も強く高潔な心を持っていて、そのきらきらと光り輝く恋心も美しくて……、全然、私なんかとは、違ったんです」

　ゆっくりと語る女神の言葉をきいたリーゼロッテは、羞しゆう恥ちのためか真っ赤になってうつむいた。

「そんなリーゼロッテ様と触れ合っているうちに、私も、かつて抱いたクオンへの愛を、私がうみだしたこの世界への愛を、思い出せました。白い私に、戻れました。まあ、先ほどちょっと最さい後ごっ屁ぺというか、溜ため込んでいた黒い力の残ざん滓しが暴れちゃったんですが……。すみません。あの、レナの花が枯れたのは、私に色々あったからで、殺害予告とかそんなんじゃなく、その……」

「話が進まないから、言い訳はせずに続けて」

　しどろもどろの女神リレナの言葉を、私は止めた。彼女はひとつ深呼吸をしてから続ける。

「古の魔女、黒い私だったときは、嫉妬とか怨えん嗟さとか悲嘆とかそんな黒いモノしか取り込むことができず、ますます歪ゆがんでいました。けれど白い私は、私が古の魔女なんかに成り下がっていた間にもリレナのことを忘れずに信仰してくれていたみんなのあたたかい力や、これまでの感謝祭にみんなで捧ささげてくれていた祈り、伝えてくれた希望、愛、願い、幸福、そんな白いモノをいっぱいにとりこめました。だから力はもちろん、肉体まで回復できて、見てください、この体！　なんと、きっちり足まであるんです！　創世の女神リレナ、ここに完全復活です！」

　そう言ってガバッと立ち上がった女神リレナは、神々しいほどに、白く美しかった。

　腰の下まで伸びた白金の髪も、すらりとのびた手足も、土下座のせいで付着していた土つち埃ぼこりまでもが、それ自体が発光しているかのような輝きだ。

「女神、リレナ様の、復活……」

　神官でもあるアルは感激に目を潤ませながらそう呟いた。けどその女神、額と手のひらと膝ひざから下と髪の毛先が土まみれなんだが。

　女神リレナが、こちらとあちらの世界のあれこれを見通すほどに、その力を取り戻すことができたというのはめでたいが……。

「すべてはリーゼロッテ様のおかげです！　ありがとう!!　ってことで、……あのー、私の代わりに、なんか神殿の方から、リーゼロッテ様に褒章とかだしてあげてくれませんかねぇ？」

　だが女神リレナは、揉もみ手でをしながらアルにそう尋ねた表情と、先ほどまでの言動が、あまりにも小物っぽすぎる。

　……コレ、本物だろうか？

「もちろんです！　当然聖女認定がおりる……、と他国からの横よこ槍やり入るかもしんねーから、お前らできるだけはやめに結婚してくんね？　で、ほら式のときにばーんとリレナ様にいらしていただいて、結婚祝福していただきつつ聖女でーすって公表とか、ほら、そんな段取りで」

　疑ってもいないらしいアルは女神リレナにへこへこと、私たちに気楽な調子でそう言った。

　いきなり話を振られた私が少し放心している間に、真っ赤な顔のリーゼロッテが叫ぶ。

「け、結婚!?　いきなりなにをおっしゃってますの！」

「いやマジでマジで。だってリーゼロッテ様侯爵令嬢じゃん？　しかもパパ将軍じゃん？　王妃教育幼少期から受けてんじゃん？　くわえてその美び貌ぼうじゃん？　で、更に女神リレナを復活させた聖女なんて認定受けたら、それもうどこの国もほしがるよ。君の取り合いで国家間戦争起きるよ。だからさっさとジークと結婚しちゃって。神様に祝福された結婚をしちゃえば、さすがに横槍入れるやついないだろうからさ」

「私も！　私も遠藤くんもその結婚祝福します!!」

　しれっとしたアルと楽しげなコバヤシ様のお言葉に、当の彼女の結婚相手の私は困惑する。

　ちょっと待ってほしい。

「でしたら私は聖女になどなりません！　それほどのことはしてませんし、そんな称号は私に似合いませんもの。神殿云々とおっしゃるのならば、私の代わりに、アルトゥル・リヒターが神官として、功績をたたえられればよろしいじゃありませんの」

「無理無理無理無理神官噓うそつけなーい。こうしてリレナ様が復活なさっている以上、なかったことにもできなーい。神殿はうちの国以外にもあるし、そんなに長期間リレナ様を隠し通せる気もしなーい。それにほれ、聖女になって同時に神に結婚を祝福してもらえば、それはもう王妃としての地位磐ばん石じやくよ？　浮気の心配もほぼゼロよ？　しかも聖女認定された王妃とか外交面でもめっちゃ役立つから、国にとっても良いことよ？　だからほら素直に受けとこうよー。受けてくれないと、たぶん俺が神殿にボコられるしー」

「そうは言っても、殿下の結婚の時期は国の都合やなにより殿下の意思も大切で……」

　リーゼロッテとアルはぽんぽんとやり取りをしており、私が口を挟むタイミングがつかめない。

　頼むちょっと待ってくれ。私にも段取りというものが……。

「えー？　その辺はどうとでもなるっしょ。それともリーゼロッテ様が、ジークと今すぐには結婚したくないとか？」

「それは、その、したい……、ですけど……」

　よかった。リーゼロッテが真っ赤な顔でそう言ってうつむいたそのとき、私はぎゅっと彼女の手を握り締めた。

「リーゼ」

　彼女の名前を呼ぶと、リーゼロッテは、はっとした表情で私を見上げた。

　私は握っていた手をそっと放すと彼女の前に回りこみ、片かた膝ひざをつく。

「こんなかたちでプロポーズ、というのも、しまらないんだけど……」

　私がそう言って苦笑すると、リーゼロッテは瞳をうるませ、震えた。

「私がこの学園を卒業して、でも君はあと二年ここに通う予定で、そうすると、どうしても離れている時間が増える。だから、私は正直不安なんだ。君が浮気なんかする人間じゃないことはわかっていても、他の人間が勝手に君を思うことまでは止められない。君はもう正式に私のものだと、世間に示したい。君と同じ家に住んで、すこしでもいっしょの時間を過ごしたい。だから、できれば今すぐにでも、……私と、結婚してくれないだろうか？」

　そう言って、懐にしまっていた指輪を取り出し、彼女の左手の薬指にはめようとした。しかし同時に、自分の手がどうしようもなく震えていてそれができそうもないことに気がついた。

　ああ、かっこわるいな。

「……というのを君に言いたくて、父と、母と、リーフェンシュタール侯爵夫妻と、父の側近までには、すこし前から話を通しておいたんだけどね？　こんなところでこんなかたちで言うつもりじゃ、なかったんだけどなぁ……」

　どうせかっこわるいなら同じことと、私はすべて言い切ってしまった。するとリーゼロッテは確認するかのように、ばっと彼女の父、侯爵に振り向く。

「ああ。殿下のご卒業までにはプロポーズで、来年の秋ごろ挙式と聞いていたんだけど……、今から急げば春には間に合う、というか、間に合わせなきゃ、かね……」

　そう言って彼女の父は、さびしげに、今にも泣きそうな顔で、弱々しく微笑んだ。

　そのまましばしリーフェンシュタールの父と娘は、複雑な表情でみつめあう。

　ともに涙でうるむ二対の紫水晶の瞳に、どれほどの感情がこもっているのだろうか。

　やがて父の方が無言のまま目を伏せ、ただ一度、ゆっくりとうなずいた。

「……っ」

　リーゼロッテは泣くのを堪こらえるように彼女の父から目線をそらし、ゆっくりと、私にまっすぐに向き合う。

「……いい、かな？」

　私はようやく震えの止まった手で、彼女の指先に指輪を沿わせた。

「……嬉うれしい……です」

　そう言ってリーゼロッテは、私の手に彼女の右手を添えてくれた。それに助けられるかたちで、私は彼女に指輪をはめる。

　ピカッ！

　瞬間、女神リレナが発光した。

「す、すみません！　私ほらあのリーゼロッテ様にお力をいただいた身なので、色々リンクしてしまうというか、また上質の力をありがとうございますというか……。力を与えられると発光しちゃうのは神の性質で、その、じゃ、邪魔するつもりはなくて……」

　そう言って女神はゆっくりと膝を折り、デフォルトの状態、土下座の姿勢に戻っていく。

「……空気、読め」

　低い低い、たいへんに怒りのこもった声音で異界の女神コバヤシ様が吐き捨てた瞬間、こちらの女神リレナは、勢いよくその額を地に打ちつけた。

「…………今はまだ、リレナ様に訊きかなければいけないことも多い。リーゼ、あとで、仕切り直しさせてくれるかい？」

　私がなんとも言えない沈黙を破ってそう宣言すると、リーゼロッテはすねたような表情で、それでもこくりとうなずいてくれた。

　そもそも女神リレナの話があっちこっちに飛ぶからいけない気がする。さっさと最後までしゃべっていただこう。

「それで、【まじこい】？　とやらはなんなんだ。それを利用してクオンとやらがフィーネ嬢を害そうとして、それがなぜエンドー様とコバヤシ様が私どもを助けてくださる結果になった？」

　うっかり敬語が抜けてしまったが、私にそう問われた女神は、土下座のまま語り出す。

「クオンは【まじこい】というゲームをつくりました。そしてその物語を通じて、たくさんのあちらの人間にこちらの世界と、なによりフィーネさんのことを知ってもらって、思ってもらって、考えてもらって、願ってもらったんです。それによって、あちらとこちら、二つの世界の間のつながりは、より強固なものになりました。フィーネさんにむかって、ひとつの道が、できました」

　雪の中を、誰かが歩く。次に誰かがその足跡に沿って歩く。それは次第に道になる。たくさんの人の思いという足跡が積み重なった先、そこにフィーネがいるような物語。

　私は女神リレナの説明から、そんなイメージを膨らませた。

「その通じた道は、フィーネさんのことを粘着質につけ回していた、数々の因縁のあるクオンの前にこそ出現し、重なったそちらの世界の乙女たちの思いは彼に力を与えるはずだった。というか、彼はそんなシナリオを考えていた、のだと思います」

「……神様ルート、ね」

　淡々とした女神リレナの言葉に対して、コバヤシ様が怒りのこもった低い声で呟つぶやいた。

　ちらりと顔をあげた女神リレナは、こくりとうなずく。

「そうです。けれど、実際には、クオンとフィーネさんの因縁よりも、もっと強力な因縁……、と言うよりは相似性をもつ関係があったために、彼の狙い通りにはいかなかった。つまり……、……ん、言っていいのかなこれ？」

　つまり、の後、なにかを言いかけてやめた女神リレナは、首をかしげる。

　目があった私は同じく首をかしげながら、とりあえずうなずいてみた。

「つまり、クオンとフィーネさんの縁よりも、お二方とリーゼロッテ様の縁の方が、強かったんです。その縁の中身までは推測になりますが……。あちらもこちらも似たような熱烈な片恋をしてて、そのピュアな若者たちの恋心同士が共鳴し、クオンが周到に用意していた神の声のポジションに、遠藤様と小林様がおさまっちゃったんじゃないかなーって……」

　片、恋。エンドー様のものにしろコバヤシ様のものにしろ、それは勝手に暴露していいものではないだろう。とりあえずでうなずくんじゃなかった。

　冷や汗をかく私の傍らのリーゼロッテが、射殺さんばかりの視線で女神を射抜いた。

「いや別の可能性もあります！　こちらの誰かと小林様と遠藤様のどちらかがめっちゃ性格が似てるとか！　魂の双子レベルで気があうとか！　お二方が乙女たちの思いから得られる力との親和性が高かったとか！　あるいはお二方のこの世界を思う気持ちがめちゃくちゃに特別に強かったとか!!　でもなんか、とりあえず見た感じリーゼロッテ様が中心の縁っぽくて……！」

「ポンコツ女神、また話が飛んでるぞ」

　わたわたと言い訳をする女神リレナにむかって、ため息まじりの、はっきりと怒りのこもったエンドー様のお声が飛んだ。

「う……。とにかく、お二方が神様になったのは、クオンが用意していた道が、偶然お二方の前に出現したからです。お二方に力がある理由は、その道そのものが乙女の祈りや願い、そういった白いものでできてるからで……。あ、単純にクオンが白くなかったせいな気もしてきました……」

「またまた話が飛びかけてるよ……。それで、私たちが神様として……、寵ちよう愛あい？　ってのは、なにしたことになるの？」

「ああ、神の【寵愛】は、神がその愛と同時に、自分の持つ力……、多くは高度な魔法を使う能力ですね、その一部を分け与える……祈り？　みたいな？　なんか神って、人を思って祈ると、自動で力を分け与えちゃうんですよね。さっきの発光みたく、神の性質というか……」

「ああ、さっきの……」

　コバヤシ様のお言葉に、女神リレナの段々下がり続けていた頭は、とうとう地に着いた。

「申し訳ないです！　あ、でも小林様たちはあくまで【まじこい】を通じての、こちらの世界にとっての神様なので！　発光したり変な力を発揮したりは、そうそうないはずです！　リーゼロッテ様とバルドゥールさんにはお二方の【寵愛】が与えられているようですが、それもクオンが集めた乙女たちの祈りの一部でしょう。なんだかあたたかな、しあわせと……、なぜか『とにかく生きて！』と願うたくさんのお嬢さん方の祈りをまとっている……、ように見えます」

「そりゃ、全【まじこい】プレイヤーの切なる願いだな……。しかし、そんなことまでわかるもんなのか」

　感心したようなエンドー様のお言葉に、女神リレナはうなずく。

「私は一応かつての力をかなり取り戻せたので全知全能に近くて、だからお二方の声も聞けます。きっと、久遠桐聖さんに憑ひよう依いしているクオンの魂をこちらに呼び戻すこともできる、はずです」

　そう言った彼女は、すっとその背筋を伸ばし、天を見上げた。

「だから小林様、遠藤様。どうかお二方に、私の愛を捧ささげさせてください」

　そう女神リレナが言った瞬間、彼女から黄金の光が空の上へと、うち上がった。

「……へっ？」

「うわっ!?」

　高く高く、遠く遠く、どこまでもまっすぐに天へとのびた光は、きっと異界の神々に届いたのだろう。

「これで、お二方は私の寵愛を受けた者です。あなた方が次にクオンと対たい峙じをすれば、私はあなた方を通じてクオンの魂を他ひ人と様さまの肉体からひっぺがし、被害者久遠桐聖を助けることができます。そしてフィーネさんにも、他のどなたにもご迷惑をおかけしないように、クオンの魂は私がこちらの世界に封じます。それで、クオンがはじめたこの【ゲーム】は、おしまいです。お二方には最後までご迷惑をおかけしますが、クオンに会いに行ってくださいますでしょうか……」

　すすす、と、流れるように地に額をつけながら、女神リレナは懇願する。

「いいよー。っていうか、もう寵愛寄越されちゃったし。憑依されて体のっとられてる久遠桐聖本人、かわいそうだし」

　コバヤシ様は、えらくあっさりと、軽い調子で請け負った。

「俺も異議なーし。ただひとつ疑問なんだけど、魔法の存在しないこっちの世界で、この寵愛ってなんの意味があるんだ？　ただリレナがクオン捕まえるための足掛かり？」

　エンドー様のお言葉に、ぱっと頭をあげた女神リレナは、得意気な顔で胸をはる。

「それもありますが、ちゃんと効果もありますよ。そちらの世界に魔法は存在していないのでわかりやすいものではないですが……、なんとお二方ともに、めちゃくちゃ運がよくなりました！」

　腰に手まであて、腹が立つくらい鼻高々な様子で彼女はそう言った。アルがすかさず讃たたえるように拍手をしているが、誰もそのあとに続かない。

　額も髪も土まみれのままというのが、一層彼女の威厳を損ねているのだろうな……。

「運……、それ、具体的にどんな感じ？」

　冷静な声音でコバヤシ様が尋ねた。

「宝くじで大金を当てるとかは無理ですけど、福引き程度なら特賞余裕です！　小林様たちも学生でしたね？　より身近なところで言いますと、今後お二方は、試験で……、よく勉強したところとか、得意分野とかの問題が多く出ます！」

「ノー勉でも楽勝とかじゃなくて？」

　存外小さな効果だという落胆があからさまにこもった声で、エンドー様が尋ねる。

「それはもう運がいいの範囲をこえてるじゃないですか。そういうんじゃなくて、あくまで『おっ、ラッキー』で済ませられるレベルの運のよさです。でもそれがこれから先一生ですよ？　ちょっとラッキーが無限発生ですよ？　すごくないですか？　私、すごくないですか？」

「わー、すごーい」

　コバヤシ様はあからさまな棒読みで、なんの感情もこもっていないような乾いた声音で、そう呟いた。








◆◆◆　届くはずのない









　一一月末の土曜日。小こ林ばやし家のリビングには、もやもやとした空気が漂っていた。

　中央のソファに座っていた遠えん藤どう碧あお人とはもそもそと立ち上がり、無言でゲームの電源を落とした。それから同じソファに並んで座っていた小林詩し帆ほ乃のに、声をかける。

「……運がいいってのは、嬉しいけど、さぁ」

「あまりにも肩透かしだったし、あまりにも小物だったし、くれた寵愛の効果もビミョーだったね。古いにしえの魔女にして創世の女神、リレナ」

「だよなぁ。大げさな肩書きの割には、なんというか……、なんというかだな」

「なんというかなんというかだったね」

　二人はもやもやとした感情を吐き出すかのように、同時に深いため息を吐ついた。

「まあ、正直タダでもらったもんだし、寵愛の中身はどうでも良いんだけどさ。ここまで肩透かしだったのが、ねー」

　詩帆乃はぐっと伸びをしながらそう言った。

「それなー。俺らめちゃくちゃ緊張してたのに……。なにからなにまで予想外だったな……」

　碧人もコントローラーを握っていた手をほぐすように、ぷらぷらとさせながらそう言った。

　二人は体が凝り固まる程度には、緊張しながらゲームをしていた。

　なにせ、本来はラスボスとの直接対決。

　これ以上ないほどの戦力をそろえ、予想外にレオンまでもが参戦したとはいえ、それでも誰かが死ぬなんてことが万が一にでもあったらどうしようかと、二人は恐怖していた。

　リーゼロッテたち全員の無事を、真剣に祈っていた。

　それが蓋ふたをあけてみれば、ラスボスリレナは、彼ら同様にリーゼロッテにめろめろになった、ポンコツな気配のする女神だったわけで。

　もやもやとした気分にもなろうというものだ。

「まあ、リレナが正気に戻ったのは、よかったよ。おかげで色々な事情もわかったし……」

　碧人は、先ほどのリレナを思い返しながらそう言った。

　リレナはきっと、あそこで言葉を切らせなければ、碧人が詩帆乃にしている片思いと、リーゼロッテがジークにしていた片思いが相似していたと言っただろう。彼はそう確信していた。

　密ひそかに冷や汗をぬぐう彼の耳に、詩帆乃の声が届く。

「いやでもあれはがっかりだよ……。むこうのみんなも正直ぽかーんとしてたもん。ファビアンきゅんとか、途中で持て余した炎を花火みたいに打ち上げてたし……」

「……そういや、レオン先生かわいそすぎね？」

　詩帆乃の言葉に、碧人はふとそのことを思い出した。

「バレバレだったとは言え、わざわざ変装までして、相当な覚悟であそこに来てくれていただろうに、ね……」

「あのポンコツ女神、土下座じゃ足らねーくらい、ありとあらゆる事をやらかしてんな……」

　ふーっと、二人の長いため息が重なった。

「ま、なんにせよ、久く遠おん桐きり聖せに会いに行って、邪神クオンの魂ひっぺがしてこなきゃね」

　詩帆乃は気合を入れるように小さくガッツポーズをとりながら、そう宣言した。

「邪神て……、まあ、邪神か。問題はどうやって会いに行くか、だけど……、やっぱり大学？　でも会えたところで、魂を引っこ抜くのってどんな感じなんだろうな？　人に見られたらまずかったりすんのかな？」

「できれば人目につかないところでの方がいいですねぇ。たぶん久遠桐聖さんの魂が肉体を取り戻すのに、ちょっと時間がかかるでしょう。そうすると一時的に気絶しちゃうでしょうから」

　突如響いた、先ほどまでテレビ越しに聴いていた女神リレナの声に、碧人と詩帆乃は二人そろって硬直した。

　碧人は速やかに黙視確認をするが、目の前のテレビもゲーム機も、電源はしっかり落ちている。

　そもそも声は、天から降り注いでいた。

「まあお二方は、私のお・か・げで幸運補正ついてますからね！　テキトーにクオンが出現する可能性の高いところうろつくだけで、ばっちり良い感じに出会えると思いますよ！」

　声だけなのにドヤ顔が見えるかのような得意気な声で、女神リレナは続けた。

「うええ、女神リレナにとりつかれたー。やだー」

　詩帆乃は心底嫌そうにそう呟つぶやいた。碧人も嫌そうな表情に変わり、口を開く。

「そうか……、寵愛を与えられるってのは、こういうことか……。もしや、これまでの会話も全部聴かれてたってことか？」

　小物だのポンコツだの言ったのも、リレナの相方を邪神呼ばわりしてたのも。全て聞かれたのであれば、相当気まずい。碧人は若干焦ったが、リレナはどうとも思ってなさそうな声で答える。

「まあ聴いてましたが……。すべて事実なので、特に問題ないです！」

「ないのかよ。まあ俺も訂正する気ないけど」

「待って待って待って。今まではともかく、これからもこんな感じでリレナに監視されて、リレナの声が混ざってくるの？」

　詩帆乃が不安げに問いかけると、碧人は真剣な表情に変わった。

「よし、さっさとクオンを取っ捕まえよう。そしたらリレナも覗のぞき見みやめる、よな？」

　碧人の問いに、慌てた様子でリレナは答える。

「わわわ！　あ、あの大丈夫です！　私はお二方にまとめて愛を捧げましたので、小林様と遠藤様が両方そろった場の様子しか見られませんから！　個々人のプライベートには干渉しませんできません！　それに遠藤様のおっしゃった通り、クオンの魂をこちらに封じましたら、以後お二方への介入は、すっぱりやめるとここに誓います！　女神噓うそつきません!!」

「それなら……、まあ、いいかなあ……？　いやでもこれけっこうキツくない？」

「キツイ。勝手に覗き見されて勝手に口出しされるって……。よくフィーネやジークは耐えてたな……」

「私たちが神様だと信じていたからかな？　私もリレナがもっと女神っぽければ、気にならない気がする……」

「ああ、確かに……」

　詩帆乃と碧人は、同時にそっとため息を吐いた。

「ま、まあ、クオンさえ取っ捕まえればこの【ゲーム】もおしまいですから！　すこしだけ私にもお付き合いくださいよ！　ね？」

　そんなリレナの言葉に、詩帆乃はひとつうなずいた。

「確かに。そっか。夏休み前から続けてきたこの【ゲーム】も、これでおしまいなのか……。そう考えるとリレナの声も愛いとしく……？　いや普通に邪魔だね？　……まあとにかく！　リレナから解放されるためにも！　明日にでもさっそく、邪神クオンの魂を取っ捕まえに行きましょー！」

　詩帆乃が元気いっぱいに拳こぶしを突き上げると、碧人もゆるっとそれに続く。

「おー」

　邪神の魂を封じに行く。そんなそれなりにシリアスな展開なはずなのに、もはや昆虫採集くらいのノリだな、なんて考えながら。
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　翌日碧人と詩帆乃は、久遠桐聖の通う大学の敷地に入ってすぐの所で、途方に暮れていた。

　校門こそ閉まってはいなかったものの、構内には人がほとんどおらず、その静かな分だけ広さが強調されているようだ。

　これ以上立ち入るのをためらうような雰囲気に気け圧おされつつ、二人はこそこそと言葉を交わす。

「日曜日は、日曜日ってこと、か……」

「今うちのお姉ちゃんに確認してみたら、大学って土曜日ならすこし授業あるらしいんだけど、日曜日は授業もないし、イベントでもない限り学生はほとんどいないんだって……」

「さすがにこれ、幸運補正とかそんなのでどうにかなるレベルじゃない、よな」

「ね。……あ、幸運補正きたかも！　おねぇの友だちに、久遠桐聖のストーカーレベルのファンで、授業の予定全部把握している子がいるって！　見てこれ！」

　ピロンという軽い着信音とともに届いた小林姉からのメッセージが、どうやら幸運補正とやらだったらしい。

　差し出された詩帆乃のスマートフォンの画面を、碧人は彼女の背後から覗き込む。

　彼は久遠桐聖の出現しやすい時間と場所とが次々に転送されてくる画面を見ながら、とりあえず今日は絶望的だということを悟る。そこには久遠桐聖は学校がない日には俳優として仕事をしてるため、日曜日にはまずこんなところにはいない旨が書かれていた。

「……今日は、帰るか」

「……そうだね。出直そう」

　二人は意気消沈した様子で、そんな判断をした。

　姉に返信をしながら、詩帆乃は碧人に謝罪する。

「うー、ごめん。あらかじめおねぇにきいてくればよかった……」

「いや、日曜日って時点で疑問に思わなかった俺も悪いし、今日は下見ってことで。どっか近場に昼飯食いに行こうか」

　気を取り直すように碧人がそう言うと、詩帆乃はぱっと嬉うれしげな笑顔に変わる。

『久遠桐聖に会いたいなら、おねーちゃん頼ってくれればよかったのにー。平日に大学来るなら、私が案内するし！』

　その時一通りの久遠桐聖情報の転送が終わったらしく、二人が覗く画面には、そんなメッセージがポップアップした。

　詩帆乃はそれをちらとだけ眺めると、さっと指を動かす。

『やだ』

「ふはっ」

　そのあまりにも冷たい対応に、碧人は思わず笑った。

　笑われた詩帆乃は、恥ずかしそうに彼を見上げる。

「あー、ごめん。小林さん普段天使なのに、お姉さんにだけはちょっと塩対応なんだなーって思ったら、思わず」

　くつくつと笑いながら碧人が言うと、詩帆乃はすねたような表情で目をそらす。

　その微妙に反抗期な態度も、先ほど小林姉をおねぇと呼んだときの甘えるような声音も、きっと詩帆乃の素に近い部分、家での気の抜けた彼女なのだろう。その片へん鱗りんを垣間見た碧人は、ほっこりとした気分だった。久遠桐聖のことなど、忘れていた。

『やだってなにそれひどい！　しいぽむ最近冷たいよ!?』

　そんなメッセージと、ほぼ同時に送信されてきた泣き顔のペンギンのスタンプ。

　その妙に愛らしいあだ名に、碧人はますます笑いが止まらなくなり、詩帆乃はそんな彼を涙目でにらんだ。

「ごめん。ふ、くくっ、しいぽむ、って、呼ばれてるんだ？」

「う。これ、小さいときからのあだ名で、なんかその、習慣っていうか、なに言ってもやめてくれないっていうか……。ああもう、姉ってやつはこれだから……！」

　そう言って詩帆乃は、スマホをカバンに突っ込んだ。既読スルーすることにしたようだ。

　自分がからかいすぎたせいでそうなったと考えた碧人は、小林姉に若干の罪悪感を抱く。

　そこで彼は、ひとつの提案をする。

「お姉さんなんだし、いっそ事情話して協力してもらうとか？」

「……っ、……ごめん。……それは、やだ」

　詩帆乃はじわり、じわりと涙目になりながら、小さな小さな声で、拒絶の言葉を口にした。

　それを見た碧人はぎょっとした表情になり、慌てて言い訳をする。

「えっ!?　あ、ごめん！　そんな本気の提案じゃないし、小林さんがお姉さんのこと嫌なら、やめとこう！　つか、俺、人の家のことに踏み込み過ぎた!?　ごめん！」

「べつに、……おねぇとは、仲悪くないんだけど。美人だし、頭良いし、自慢のお姉ちゃん、なんだけど……。今日も、お洋服、おねぇに借りてきたし。でも、……ごめん。リゼたんたちのことだけは、教えたくない。できれば、私と遠藤くんだけで、解決したい……」

　詩帆乃はしょんぼりとした声音で、鼻声になりながら、ぽつりぽつりと話した。

　碧人はただ必死にうなずきながら、彼女にかける言葉をさがす。

　その微妙な空気を、突き崩すかのように、女神リレナの声が響く。

「すみません小林様遠藤様！　あの、嫌がられてるみたいだし、大人しくしていようって思ってたんですが、緊急事態です！　ちょっと北に向かっていただけますか？　あの、クオン？　かな？　なんか似た雰囲気の存在が、そこから北西に五〇〇メートルくらい行ったところにいます!!」

「……行って、みようか」

　ぐしぐしと涙を手でぬぐいながら、詩帆乃はぎこちなくそう言った。

　碧人は気まずい空気が崩されたことにほっと息を吐くと、しっかりとうなずく。

「うん、行こう。……変なこと言って、ごめん」

「ううん。私こそ、いきなり嫌な態度になって、ごめん」

　二人は互いに謝罪を交わすと、リレナの指示した方向に、黙って歩き出した。

　同じ部活で、クラスもいっしょで、夏休み前から今までいっしょに神様ごっこをしてきて……。すっかり近くなった距離に、少し油断していたのかもしれない。家族関係のことにまで踏み込まれるのは、いくら友人とはいえ、嫌なものだろう。

　碧人はそう反省しながら、人のいない構内でもさらに静かな方へと、足を向けた。
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　二人がたどり着いたのは、図書館の裏手。大学の歴史を示すかのような大きな樹木に囲まれ、どこか神秘的な雰囲気さえ感じられる、ひっそりと静かな空間。

　そこには、ぼさっとした服装の、大きな黒縁のメガネをかけた、もの静かな雰囲気の男性がいた。

　彼の足もとには、小さな白猫が一匹。彼が持参したものだろうか、小さな皿に入れられたカリカリを一心不乱に食べている。

「なあ……。ようやくここまで懐いてくれたんだから、やっぱり俺は、今日にでもこの子を連れて帰りたいんだけど」

　目線は白猫のまま、男性は誰もいないはずの空間に向かって、そんな言葉を口にした。

　彼に声をかけてみようとしていた詩帆乃と碧人は、その奇妙な言葉に、目と目を見合わせる。

「白はダメって、なんで。……ピンクがいい？　そんなの猫にいるわけないじゃん。っていうか、この子肉球ピンクだし、おなかもちょっとピンクだし、もうそれでいいじゃん……」

　いったい誰と会話をしているのか。

　奇妙に思いながらも、碧人は一歩、詩帆乃より前へと歩みを進める。

「前前うっさいな。なに……。ん？」

　そんな言葉を嫌そうに口にしながら、男性は顔をあげた。

　けだるげな表情と、今日はセットもせずにいるらしい髪。毛玉の目立つ部屋着のようなニット。それらに加え、どこか覇気が無く暗い雰囲気を纏まとっており、とても芸能人には見えない。

　しかし彼は、よくよく見れば、とても整った、他の人間がかければダサイ判定を受けそうなメガネすらもおしゃれに見せる、久遠桐聖の顔をしていた。

「え、誰。なに。……は？　妻？　この子たちから、妻のにおいがする？　お前が前から言ってる【彼女】ってやつ？　……とは違う？　は？　どういうこと？　……おいそこで黙るなクオン」

　突然の乱入者に戸惑った様子で、彼は【誰か】に問うた。

　けれどどうやら返答は無かったようで、彼は困惑しきっている。

「クオンの気配が弱まりました。ええと、というのもどうやら今表に出ているのは、久遠桐聖さん本人みたいで、クオンは……、うっわ、ずいぶんとまあふかーいところに潜り込んで……」

　そんな呆あきれたようなリレナの声が響いた。

　それでだいたいの事情を察した碧人と詩帆乃は、互いにばしばしとアイコンタクトを飛ばす。

　どうやら憑ひよう依いといっても完全にのっとられていたわけではなく、現在は久遠桐聖自身が彼の体を動かしている。しかも邪神クオンはリレナの加護を受けた二人の登場にびびって逃げたらしい。

　どうするよこれ。

　どうしようかこれ。

　対処に悩む二人に、申し訳なさそうなリレナの声がかかる。

「クオンの魂は今、桐聖さんの心の奥深くに潜り込んで、ひきこもっています。しかも思ったよりもクオンと桐聖さんの魂が、密にくっついているんです。その、クオンがしがみついている感じで……。小林様と遠藤様の方でなにかこう、クオンを怒らせるとか動揺させるとか、してくれませんか？　そうやってクオンを弱らせないと、ちょっと、ひっぺがせそうになくて……」

「そんなこと、言われても……」

　碧人は困惑をあらわにしたが、詩帆乃は彼よりも更に困惑している様子の桐聖のことが、気にかかったようだ。

「まあ、とりあえずまずは桐聖さん？　って呼んでいいですか？　に、事情説明しようよ」

「そうしてもらえると、正直助かる。ああ、呼び方は、なんでも。むしろ『わー、キリセだー』とか、いきなり呼び捨てにされる方が、慣れてるんで」

　桐聖は戸惑いながらもそう答えた。

　その気さくな言葉と、やわらかで善良そうな雰囲気は、邪神とも、テレビで見る姿とも、以前二人が会ったときとも違う印象を、二人に与えた。





────






　桐聖は碧人と詩帆乃の長い事情説明を、白猫を撫なでながら聴いていた。地べたに胡坐あぐらをかき、そこに子猫を乗せたまま。

「はー、なるほどねー。おっけ。つれて帰って」

　二人が知っている限りの事情を聴き終えた桐聖は、実にフランクにそう言った。

「クオンさ、正直俺も迷惑してるんだよね。俺元々陰キャなのに、俺の体で勝手に俳優なんざやりはじめるわ、それで稼いだ金を乙女ゲーム開発とかいうわけのわからんことにぶっこむわ、週一ぐらいしか体返してくんねーわ、たまに錯乱するわ、ここで見つけたネコチャン、あ、この子な、を、うちに連れて帰るのに反対するわ……。なんかもうマジいい加減出てけ返せよ俺の体って思ってた、ので。嫁さんが迎えに来たっつーんなら大人しく連行されろよ、クオン。おい、クオン。クーオーン？」

　最後は自身の心の中の邪神クオンに呼びかけながら、桐聖はため息まじりに愚痴をこぼした。

　桐聖の同意も得た碧人と詩帆乃は、今度は邪神クオンに呼びかける。

「クオン、お前の企たくらみは失敗したんだ。お前が狙ってた神の声ポジションは俺と小林さんがかっさらったし、あっちの世界のみんなは、誰一人死ぬことなくしあわせになってる」

「リゼたんもバルも生きてるし、リレナも女神に戻った。なによりフィーネちゃんはもうバルとラブラブだから！　あんたの入る余地は、もうないから！」

　二人はクオンの魂に揺さぶりをかけようとそんな言葉を投げかけたが、反応がない。

　クオンが弱っているのかどうかもわからない二人は、どうしたものかと目を見合わせた。

　そんな二人を眺めていた桐聖が、ふいに口を開く。

「つか、俺には彼女彼女言ってたのに、片思いどころか存在すら認知されてなかったとかヤバイ。マジただの性質たちの悪いストーカーじゃん。きめぇ。……ぐっ」

　ぼそぼそと告げられた桐聖の言葉が、クオンにとっては一番我慢ならなかったようだ。

　一瞬久遠桐聖の頭が揺れ、がらりと彼の表情が、変わる。

「人間ってのは、どうしてどいつもこいつも、僕をろくにあがめないんだ……」

　恨み言を口にしながら、彼は立ち上がった。

　膝ひざの上、今しがた桐聖が愛めでていた白猫が、短い悲鳴をあげて転がり落ちかけ、くるりと着地し、そしておびえたように逃げていく。

　その声も、まとう雰囲気も、猫がいち早く察したとおり、邪悪そのもの。

「神だってポンコツだったらポンコツって言われるの。逆に小林様と遠藤様みたいに、慈悲深く善良であれば、元はただの高校生だって神とあがめられる。立場と力に溺おぼれ、身勝手に振る舞う存在は、いつか打ち倒される。たとえ、世界を創った神であっても」

　リレナが彼女自身にも言い聞かせるように、ゆっくりとそう言った。

　クオンは、中空をぎろりとにらむ。

「お前がそんな偉そうなことを言えるようになるなんて、ね。僕のいない間に、そっちの世界に、いったいなにがあったのやら……」

　彼がおどろおどろしく吐き捨てた言葉を、詩帆乃は鼻で笑った。

「あなたがただの悪役令嬢と思い込んでいたリーゼロッテがね、実はとーってもかわいかったの。だから私たちはあなたの代わりに神様になって、リレナも正気を取り戻して、王子様だってリゼたんにメロメロになって、みんながみんな、しあわせになれたの。あちらはもう、リゼたんも、バルも、古の魔女すらも死なない、【最高を越えた最高のハッピーエンド】が、確定しているの」

　不敵に笑った彼女は、腰に手をあて、びしりとクオンを指差し、堂々と宣言する。

「だから、人の恋路を邪魔する神は、妻に封印されてしまえ！」

　するとクオンは次の瞬間、ひたり、と、彼女を見つめた。

　本来は薄茶色のはずの久遠桐聖の瞳ひとみが、妖あやしく金色に輝く。

　その瞳でしばらく彼女を【見た】クオンは、ふっと、皮肉げに笑った。

「君の心だってずいぶん黒くゆがんでいるのに……、大した言い草だねえ？」

　彼の言葉に、詩帆乃は身を硬直させた。

　とっさに碧人は、彼女を庇かばうように前に出る。けれどクオンは彼のことなど視界に入っていないかのように、ただ詩帆乃だけを見据え、言葉を重ねる。

「僕と同じ、嫉しつ妬との色だね。……君、ハッピーエンドなんて、本当に望んでいるの？　誰かを、妬ねたんでいるんじゃないの？」

　尋ねたクオンの笑顔は、どこまでも美しかった。

　まるでここは彼が主役の舞台であるかのように、すっかり空気を支配した彼は、滔とう々とうと続ける。

「なにもかもがうまくいくなんてありえない。誰かが笑えば誰かが泣き、幸せの陰には不幸がある。当然だ。どんなものにも限りがあるんだから。だから、自分のために他から奪う。みんな当たり前にしていることだ。罪悪感など、抱かぬままに。奪う側に回りたいと思うのは、自然なこと。そうだろ？　……ねえ、力を貸してあげようか？」

　一歩。クオンが踏み込んだ。彼と対たい峙じする碧人も、その背に隠れた詩帆乃も、どこかで見守っているはずのリレナも。すっかり飲み込まれてしまったかのように言葉なく、硬直している。

　その時、静寂の中に、チャリ、と、金属同士が擦こすれあうかすかな音が響いた。

　続いて凛りんと、届くはずのない、声が届く。

「そんな悪意に満ちた言いがかりになど、耳を貸す必要、ありませんわ」

　詩帆乃のすぐ近くから、彼女の大好きな少女の声が、響いた。

　碧人と詩帆乃は、信じがたい気持ちで周囲を見渡す。

「リ、リゼたん!?」

　詩帆乃は反射的に、その名を呼んだ。

　そんなことはあり得ない。けれど同時に、今の声は絶対に、リーゼロッテのものだと断言できる。そのくらい、彼女たちはずっとリーゼロッテを見守ってきた。

「はい。リーフェンシュタール侯爵家長女、リーゼロッテにございます。夢で聴いた、声のお方。優しく気高い、尊きお方。あなた方が、ジークの言う、異界の神々だったのですね」

　リーゼロッテの落ち着いた声が、再び響いた。それに続いて、リレナの焦る声が響く。

「こ、小林様、小林様のリュックについている、リーゼロッテ様のお人形です！　そこになぜかリーゼロッテ様の魂の一部が入っていて、しゃべっています！　いやなんで!?　私がこっちに干渉してるから？　……あ、もしや今、リーゼロッテ様、寝てます？」
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「ええ、こちらは夜よ。あなたが毎日毎日私に悪夢を見せてくれたのと同じ感覚がしたと思ったら、気づけばこの小さな体に入ってしまっていたの」

「あー、私がひっぱっちゃったんですね。しかもリーゼロッテ様は小林様の加護持ちなので、それにもひかれた……？　でもなんで、人形に入っちゃったんだろ？　というか、その人形なにものです？　なんかすごい念がこもってません？　謂いわれとか曰いわくとか付いてます？」

　リレナの問いに、まだ事態を把握し切れていない詩帆乃は、少しまごつきながら、答える。

「えっと、これは私の手作り、だからかな……？　フィーネちゃんのは公式で売ってくれたけど、リゼたんのはなんでか無かったから、執念で作ったの」

「え、すげえ。普通に既製品だと思ってた。小林さん、めっちゃ器用な」

　碧人が感心したようにそう言うと、詩帆乃は照れくさそうに笑った。

「ねえ、そこの邪悪なの、そういうわけなの。これほど強い思いのこもった依より代しろに宿った私を、あなたごときでは、害せませんわ」

　リーゼロッテは、クオンにそう呼びかけた。流れを変えた存在を、恨みに濁った目でねめつけていた彼は、悔しげにうつむく。

「この体は、コバヤシ様の清らかな愛情に満ちていますから。私は以前、悪夢に飲み込まれたときに、お二方の声と、ひとつの光に救われました。春から感じていた、あたたかく見守っていてくださっていた視線と、そのときの声と、この人形と。全てに同じ、どこまでも優しく美しい気配を、感じるのです」

　リーゼロッテがゆっくりと嚙かみ締しめるようにそう言うと、詩帆乃の瞳が、感激で潤んだ。

「コバヤシ様の善良さは、この私が証明します。きっと、あなたの隣の、その方も。あなたは他者を思いやり、優しく見守れる方です。私のしあわせを心から願い、そして叶かなえてくださった方です。くだらない言いがかりなど、気にかける必要、ありませんわ」

　そんなリーゼロッテの言葉に、詩帆乃はゆるく首を振る。

「……だけど、クオンの言ったこと、言いがかりとは、言い切れないの。私ね、リゼたんたちのこと、……本当に、羨うらやましかった。少し……、妬ましかった」

「だからと言ってあなたは、誰かを害したりしませんでしょう。妬ましく思うだけのことに、なんの問題が？　それは自然な感情で、アルトゥル・リヒターなど、頻繁に恨み言を吐いています。そもそも私は、この恵まれた生まれ育ちだけで、悪意を向けられることもあります。でも私は、そんなやっかみなんて、少しも気になりません。あなたが、しあわせにしてくれたから」

「でも、でも私、リゼたんみたいにはなれない……！　リゼたんはどんなときでも、ジークを最優先にした。でも私は本当は嫌なやつで、今も好きな人の恋路を、邪魔とかしてる。だからきっと遠藤くんは、お姉ちゃんのことを好きになっちゃって……」

「……俺？」

　詩帆乃は今度は悲しみの涙を堪こらえながら、必死にリーゼロッテに訴えた。突然自分の名前が出されたことに碧人が首をひねるも、そんな彼に気づかないまま、詩帆乃は続ける。

「ちゃんとこれが終わったら、悪役令嬢だったときのリゼたんみたいに、好きな人のために死ぬ……、のは無理でも、ちゃんと身を引かなきゃ、とは、わかっているの。でもどうしても苦しくて、そんなの我慢できる気がしなくて……」

「……呆あきれた」

　ぽつりと差し挟まれたリーゼロッテの呟きに、詩帆乃の言葉が止まった。自己嫌悪で顔を覆ってしまった詩帆乃に、リーゼロッテは謝罪する。

「ああ、言葉が足りませんでしたわ。申し訳ありません。私が呆れたのは、コバヤシ様にではありません。もう一方の方に、です。その方、私よりもなお、お言葉が足りないようで」

　そんなリーゼロッテの言葉に、詩帆乃は顔をあげて首をかしげた。

「エンドー様、だったかしら？　ねえ、あなた、きちんと言葉にした方がいいわ。この位置から少しお二方を見ただけの私でもわかることでも、言葉にしなければ伝わらないこともあるの」

　続いたリーゼロッテの言葉に、碧人は頭を抱える。

　噓だ。あり得ない。いやまさか。でも……。

　一瞬ぐるぐると考え込んだ碧人は、不安げに涙を浮かべている詩帆乃と、目が合った。その涙で腹をくくった彼は、まっすぐに彼女の目を見つめ、ゆっくりと本当のことを告げていく。

「あの、なんか誤解があるようなんだけど、まず俺が好きなのは、詩帆乃さんだからね？」

「……へ？」

「いや、へ？　ってなに。むしろなんで、俺、姉の方に懸想してると思われてるの？　俺、けっこうあからさまだったと思うんだけど!?」

　碧人が叫ぶも、詩帆乃はわけがわからないとばかりに、首をかしげている。

　そのあからさまに困惑した表情に、本気で伝わっていなかったことを悟った碧人は、長いため息を漏らした。彼は真剣な表情に変わり、ストレートな言葉を口にする。

「俺は、小林詩帆乃さん、あなたのことが、好きです。放送部に入るって決めたときから、あなたのことが、ずっと、ずっと、大好きです」

「うそだぁ……」

　それでもなぜか信じられないらしい詩帆乃は、呆ぼう然ぜんとそう言った。

　碧人はがくりと肩を落とすと、半泣きで続ける。

「いや本当だよ。俺の片思いなんか、放送部員全員に知れわたってるよ。そもそも俺がこんなことに付き合ってるのも小林さんが好きだからだし。……つか、話戻すけど、なんで俺、小林姉のことが好きだと思われてるの？」

「だ、だって、文化祭で、遠藤くん、お姉ちゃんに告白してた。理想で天使だって、めろめろのべた惚ぼれだって!!」

　こちらも半泣きで詩帆乃が叫ぶと、碧人は苦々しい表情に変わった。

　やはり、聞かれていたか。なのに、そこだけを聞かれていたのか。

　あのとき恥ずかしがらずに確認しておくべきだったと後悔した彼は、いや今からでも遅くないはずと気を取り直して、ゆっくりと説いていく。

「それ、まず小林姉から、俺は詩帆乃さんに興味ないのか？　って訊きかれて、だから。俺が理想で天使だと思ってるのも、めろめろのべた惚れなのも、全部……、詩帆乃さんのことだから」

　顔も耳も首までも、羞しゆう恥ちで赤くしながらも、彼はきちんとすべて、言葉にした。

　それから瞳に期待を乗せてちらりと詩帆乃を見ると、改めて問う。

「あの、ところで、さ。さっきの言い方だと、詩帆乃さんも、俺のこと好き……、ってこと、だよな？　それなら、その、……俺たち、付き合わない？」

「付き合う！　私も遠藤くんのこと、好き！」

　反射的に、思わず、といった様子で、詩帆乃は食い気味に碧人の告白を受け入れた。

　受け入れてから、すぐになにかに気がつき、気まずげに彼を上目遣いで見ながら、確認する。

「……あの、ただ、申し訳ないことに、私、ひと聞き惚れなんだけど……」

「ひと聞き、惚れ……？」

　耳に馴な染じみのない言葉と、それが申し訳ない理由がよくわからなかった碧人が首をひねると、詩帆乃はうんうんとうなずきながら、口を開く。

「うん、ひと聞き惚れ。去年の四月、入学したてのころだね。なんかいい声のクラスメイトがいるなって思って気になって、見たらあれやだ見た目も好みって思って……」

「その当時って俺、丸坊主じゃ……？」

　見た目が好み、の部分にひっかかりをおぼえた彼がまぜっかえすも、彼女はそれがなんの問題だとばかりのフラットな表情でうなずく。

「うん、遠藤くんは、いい頭のかたちしてるよね」

「あ、ありがとう？」

　真面目に変なところを褒められてしまった碧人は、戸惑いながらそう言った。

　丸坊主に戻すべきかと悩み始めた彼に対し、詩帆乃は続ける。

「そのあと野球部でがんばっている姿も見て、なんて努力家なんだろう中身もステキって思って、そのときにはもう、好きだったと思う。だから、その、……つまり私は、全面的に下心で遠藤くんを放送部に引っ張りこんだりしたので。天使？　とか言われちゃうと困るし、なんか申し訳ない……、んだけど、それでも、いい？」

「いいか悪いかっていうか……、素直で正直者な小林さんがかわいいって感想しか出てこない。もう一生大切にするわ」

　詩帆乃の言葉に感激した様子で、碧人はそう言った。彼はそのまま、大切そうに、しっかりと、彼女のことを抱きしめる。

「……あ、ありがとう」

　詩帆乃は恥ずかしげにそう言いながら、そっと碧人の背に手を回した。

　ところが、そんなしあわせな二人のしあわせな空気を、良しとしないモノが、ひとつ。

「……あの、さあ……」

　地を這はうような低い声の、主はクオン。目の前でカップル成立の瞬間を見せ付けられたフラれ神は、どろりと濁った目で、碧人と詩帆乃をにらみつけていた。

「うわ。完全に忘れてた。なんかごめん」

　碧人が気まずげに詩帆乃から身を離しながらそう言うと、クオンはますますその怒りを燃え上がらせる。

「結局、君らも、両思いなわけだ？　……なんなの人類。滅びろよ」

　怨おん念ねんのこもったクオンの様子に、碧人は反射的に詩帆乃を背に庇かばおうとした。ところが無敵の恋する乙女は、挑発的に鼻で笑うと、むしろ一歩前に出て、鮮やかに神をあざける。

「私は、あなたとちがって、恋敵を殺したり、愛する人や他の誰かを害してまで相手を手に入れようなんて、しなかったからね。ちゃんと、まっとうにがんばったもん。服も、髪型も、体形も、会話ひとつするにもあれこれ考えて、少しでも好きな人にかわいいって思ってもらえるようにって。そうやって少しずつ親密になって、苦節一年半、ようやくこうして両思いなんだから」

　ゆっくりと告げられた詩帆乃の言葉に、クオンはただ悔しげに地面をにらんだ。

　その様は子どものようで、彼の未熟さがそのまま現れているようだ。

「小林さんの妨害とか、そう言えば思い当たることはなくもないけど、なくもないレベルの、かわいいもんだし。クオンはひたむきさとかいじらしさとかかわいらしさとかが一切ない上に、邪悪で凶悪で自分勝手なんだよ。お前、好きな相手のしあわせとか、少しも考えてないだろ。それじゃいくら顔がよくても、能力が高くても、好きになれっこない」

　碧人の言葉に続くように、リーゼロッテの思い出し笑いまじりの声が響く。

「フィーネは、顔でも能力でもなく、バルドゥールの愚直なまでにまっすぐな愛情と、努力と鍛錬を重ねてきたことが伝わる武骨な手に、ほだされたそうです。二人が正式に婚約したという報しらせとともに、のろけられました」

　その言葉にぱっと笑顔になった詩帆乃は、嬉しげに尋ねる。

「え、あの二人ちゃんとくっついたんだ？　よかった！　もしや、バルがジークのプロポーズに触発されて、頑張ったとか？」

「いえ、フィーネ自ら、バルドゥールと結婚して侯爵家を継ぐ決意を表明したようです。彼はその決意を後悔させないよう、全力で彼女を……この表現はどうかと私は思うのですが、餌付けする、と、申しておりました。うちの食事でしあわせな気分にさせたい、とか」

「釣った魚にも全力で餌をやるバル、尊い……！」

　心底嬉しそうに唸うなった詩帆乃に微笑ほほえみながら、碧人は口を開く。

「本当にまっすぐで、誠実で、フィーネのしあわせを真剣に考えている。さすがバルドゥールだな。……クオンは、リレナがいるのに浮気しようとしたのがそもそもダメダメなんだよな」

　碧人の言葉に、クオンは苛いら立だったように彼をにらむと、吐き捨てる。

「リレナは、僕の半身だ。あれが僕を愛することなんか当たり前で、だからそれだけじゃ足りなくて当然だ」

　身勝手な言い分に、詩帆乃は冷徹な瞳ひとみでクオンを見下げ、口を開く。

「サイテー。リレナさー、クオンなんかいいかげん見限って、他の誰かを愛した方がいいよ」

　詩帆乃の言葉に、クオンは皮肉げに笑う。

「はっ、リレナは、対等な存在しか愛せない性質だ。あれはあれでも女神だよ？　僕以外に、彼女の特別なんて、存在し得ない」

「情報ふっる。今は新時代の神様ってのがあっちの世界にいるんですぅー。リレナは唯一神じゃないんですぅー」

「…………え？」

　ぽかんと首をかしげたクオンに、彼の半身リレナの声がかかる。

「いやほら、私たち、あのとき全力でぶつかったでしょ？　クオンも私も力を失って、その失われた力がこちらの世界中に飛び散って、人に取り込まれたの。……じゃなきゃ、なんでこちらの人類が魔法使えると思ってるのよ」

　まじこいをつくったのが彼ということは、クオンはあちらの世界とあり得た可能性を見たはずだ。だから当然魔法や新時代の神々についてクオンも知っていると思ってのリレナの言葉だろうが、そんな予想を裏切り、クオンはあからさまに困惑していた。

「いや……、なんか……、すこし見ないうちに面白い進化したなぁ、って……」

「いやいや望みの通りにこの世界を動かすとか、どうみても私たちの力じゃない。で、そんな力をたくさん集めることができた魂があったら、それはもう、私たちと同じ、神……、でしょ？　私もだいぶ力を取り戻せたとはいえ、正直勝てないんじゃないのかなってレベルの子たちがごろごろいるのよ」

　どこか誇らしげに、リレナは言った。あちらの世界の母として、わが子を自慢するような気持ちなのだろう。

　顔色を悪くし黙りこんだクオンに対し、詩帆乃はにやりと笑って口を開く。

「ほら、他の神、いるんだけど。ねえリレナ、その中に、いい感じのやつとかいないの？」

「い、いや、その……。私の復活をよろこんでくれた子は、います。その子に、『あなたの、古の魔女の苦しみ悲しみに触れて、癒してやりたくなった。だから俺は、神になった』とか言われて、ちょっとときめいたりは、しました。でも、私はやっぱりクオンのことが……」

「やめなよ、こんな浮気者」

　詩帆乃はリレナの世よ迷まい言ごとをみなまで言わせなかった。

　碧人は更にクオンを追い詰めるべく、もうひとつの可能性を提示する。

「つーかたしかアルトゥルの祖先とかに、神の寵ちよう愛あいを授けられた人間もいるんだよな？　そもそもクオンもエーファを愛し……？　まあいびつだったけど愛したつもりらしいし、リレナに選択肢がないわけがないと思うんだけど」

「……でも、人は、リレナとは対等じゃ」

「だから、もう神にもなり得るんだって、むこうの人類。つか、対等だからクオンのこと好きだったのかどうかもわからないし。そもそも好みって、普通に変わる気もするけど」

　そこまで畳み掛けられたクオンは、さらに顔色を悪くし、黙り込んだ。

　まさに魂が抜けたかのようなその様子に、碧人は囁ささやき声で、リレナに呼びかける。

「……なあ、今なら、捕獲できる、んじゃね？」

「……！　つか、まえ、たー！」

　リレナの嬉うれしげな声が、響いた。それとほぼ同時に、かくん、と久遠桐聖の体から力が抜け、碧人はあわてて彼に駆け寄り、その体を支える。

「……っ、……ぷはっ」

　桐聖が、息をふき返した。

「……お、おおー……、クオン、抜けたか……」

　どこか呆然とそう言いながら、桐聖は何度か瞬まばたきをした。

　それからよろよろと碧人の支えから抜け、天に向かってその取り戻したばかりの両手を伸ばし、ゆったりと振りながら、大きな声を張り上げる。

「さよならクオン、ちゃんと嫁さんに[image: ]られろよ！　なんだかんだ、今までありがとな！」

「……ありがと？　って？　週六で体を好き勝手に使われてたんじゃねーの？」

　碧人の疑問に、桐聖は彼を振り返り、事情を説明する。

「あー、クオンな、一応俺の命、助けてくれたんだよね。小学生のとき、余命いくばくもない病弱な薄幸の美少年だったの、俺」

「それ自分で言うのか」

　碧人が反射的にそう言うと、桐聖はふっと笑った。その笑顔は、今この顔ということは、確かに少年時代はさぞや美少年だったのだろうと思わせるものだった。

　しかしなんとなく釈然としない碧人の耳に、詩帆乃の声が届く。

「その病気を、クオンが治してくれたんだ？　でもだからって、他人の体で好き勝手するのは、やっぱりダメだよ。リレナ、ちゃんと厳しくしつけなおしてよ」

「はい！　もちろんです!!」

　女神リレナは元気いっぱいにそう言うと、嬉しげに続ける。

「ご安心ください。私はポンコツなので、こちらの世界のみんな、自慢の子どもたちに、助けてもらいます。私はもう、唯一でも、絶対でもないので！」

　そのとき碧人は、なんとなく、ハッピーエンドを予感した。

　お互いしかいない世界で歪ゆがんだクオンとリレナの関係は、きっとこれから、より良いかたちになっていくのだろう。そんな確信を彼が抱いていると、リレナの声が、次第に遠ざかる。

「ああ、ちょうど、こちらの、夜が明けます。リーゼロッテ様も、じきに夢から目覚めるでしょう。早くクオンの魂も封じなければなりませんし、これで……」

　別れを匂わせたリレナの言葉に、詩帆乃は慌てて自身のリュックから、リーゼロッテのキーホルダーを取り外し、そこに宿った彼女を見た。

「……泣かないでくださいませ」

　リーゼロッテは、苦笑まじりにそう言った。彼女の言葉の通り、詩帆乃の目には、じわじわと涙が浮かんできている。

「だって、やっと、リゼたんとしゃべれたのに、もうお別れなんて……」

「これきり、というわけでは、きっとないでしょう。私もジークも、日々あなた方に感謝の祈りを捧ささげていきます。そうしたらいつか、なにかしらの形で、きっと届きますわ。私は、あなたの加護をいただいてますもの」

　リーゼロッテの言葉に、詩帆乃は涙を堪え、うなずいた。

　そんな彼女の耳に、遠く遠く、かすかになってしまったリレナの声が、天から届く。

「本当に、お世話になりました……！　小林様も遠藤様も、どうかお元気で……！」

「リゼたん、リレナ、元気でね。他のみんなにも、よろしく。……さよなら！」

　精一杯の笑顔で、詩帆乃はなんとかそう搾り出した。彼女の悲ひ愴そう感ただよう様子に、碧人もいよいよこれで終わりだという実感を今更ながらに抱き、叫ぶ。

「そっちのみんなも、ずっと変わらず、しあわせでいてくれ！　……さよなら！」

　二人の『さよなら』は、聞こえたのか、届かなかったのか。

　それすらも教えてくれない、なんの声もしなくなった天に向かって、二人はしばらくの間、手を振り続けた。
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第５章　友









　遠えん藤どう様と小こ林ばやし様の実況と解説を最後に賜ったあの日のことは、つい昨日のことのように、覚えている。

　あれは、王城で行われた感謝祭の最中だった。

　リーゼロッテも、フィーネも、バルドゥールも、アルトゥルも、誰も彼もがこのめでたい日をそろって迎えられたことに浮かれ、笑いあっていた。

　そんな和やかな空気の中に、ふと、コバヤシ様の声が届いた。

「あ……。また、見れた……」

　どこか呆ぼう然ぜんとしたような女神の、数日ぶりのお声を聴いた瞬間、私は思わず、動きを止めた。

「あのね、ラスボスリレナは女神に復帰、裏ボスクオンは封印完了で、【ゲーム】は終了……。ってことで、私たち実況と解説の役割はもう、おしまいなの。そのせいか、クオンがそっちに帰ったからかはわからないけれど、私たちは、いっときあなたたちを見ることができなくなった。もしかしたら、これが、ゲームを通じて私たちの声を届けられる、最後かもしれない。そうじゃないといいなって思うけど、そのつもりで、聴いてほしい」

　コバヤシ様が続けたお言葉を聴いた瞬間、私はこの国の平和が乱されなかったよろこびよりも、お二方との別れの予感のさびしさの方が、はるかに大きく感じられた。

「でも、別れの挨あい拶さつくらいは、できそうでよかった。全員がしあわせそうな場面を、ちゃんと見ることができてよかった。ひとりも死ななくてよかった。リーゼロッテが、みんなが、報われてよかった。……俺らがいなくなっても、仲良くやれよ」

　エンドー様が感慨深げにおっしゃった言葉に、私は小さくうなずいた。

　歓談の最中に突如言葉を止めて、複雑な表情でそんなことをしている私を、周囲の人間がふしぎそうに見ている。

「めでたしめでたしのその後、いつかそれが日常になっても、その【最高を越えた最高のハッピーエンド】はめちゃくちゃレアで尊いものだって、忘れないでね。リゼたん泣かせたら、私怒るよ！　天罰下しちゃうかも！」

　おどけたような調子のコバヤシ様のお声が涙に濡ぬれている気がしたのは、私の頰にもう堪こらえきれなくなった涙が伝い始めていたせいなのか。それともあちらも、私たちとの別離を惜しんでくださっていたのか。

　定かではなかったが、とにかく堪えきれなくなった私は、神々の言いつけを破る決意をした。

「……お世話に、なりました。実況のエンドー様、解説のコバヤシ様。この世界を、この国を、リーゼロッテを、私を。すべてを救ってくださったお二方のこと、私は生涯私の主神として、あがめます。お二方に、変わらぬ忠誠を誓わせてください」

　私はそう大きな声で宣言し、片膝ひざをついて、頭こうべを垂れた。

　突然の私の奇行に注目が集まってきているが、そんなもの、どうでもいい。

「私たちの声には、こたえなくていいって、聞くだけ聞いてねって、最初に言った、のに……、もー……」

　コバヤシ様は困ったようにそう言ったきり、黙りこんでしまった。

「すまん。詩し帆ほ乃の……、小林さんは、ちょっともう、まともに話せる状態にない。……ああ、もう、そんな泣くなって」

　エンドー様がそうおっしゃってしばらく、お二方がなにやら小さな声で話し合うお声と、ひっくひっくという誰かのしゃくりあげるような声だけが聞こえた。

　それだけを聴いた。

　周囲がなにかざわついているような気もしたが、私はお二方にだけ全神経を集中させていた。

「あー、ジーク、最後の最後で、こんなこと言うのも、アレなんだけど。ジーク、若干俺らの名前の発音、間違ってんだよね。そっちだとリレナのがいちばん正解に近いんだけど……」

　ふいにエンドー様が気まずげにおっしゃった言葉に、血の気が引いた。

「も、申し訳ありません!!」

「ああ、謝んなくていいんだけどさ。だけどさ、俺らもう神様じゃないし？　様付けとか落ち着かないし？　って小林さんも言ってるから、最後にちゃんと、【実況の遠藤くんと解説の小林さん】って覚えてほしいし呼んでほしいなーなんて……」

　エンドー様は私のとんでもない無礼を鷹おう揚ようにゆるしながらも、こちらが戸惑うような提案をなさった。

「しかし……」

　いくら神自らがおっしゃっていることとは言え、それは、承服しがたい。

　思わず私が助けを求めるように周囲を見ると、すこし離れたところで父が顔色を悪くしながら首を全力で振っていて、近くではフィーネがあっさりとうなずいている。

　この場にいる神の声が聞こえる人間たちの間ですら、意見が分かれた。

　父はきっと『おそれおおい！　全力で遠慮しろ！』と、フィーネはきっと『べつにいいんじゃないですか？』と、それぞれ言っている気がする。

「役目を終えるまでは神様っぽくしといた方が安心感あるかなと思ってたけど、全部終わったし！　そもそも俺ら同世代だし！　つか実はジークが俺らより一歳年上だし！　……なにより、俺らは勝手に、もう、ジークとは友だちだと思ってるから。様付けも、敬語も、やめてほしい、なー、なんて……」

　エンドー様の弱々しいお声に、罪悪感がちくちくと刺激された。

　そうまで言われてしまえば……。

「かしこま……、わかった、よ」

　腹をくくった私が、なんとかそう返すと、エンドー様の嬉しげなお声が響く。

「そうそう。じゃー次は、発音な！」




　その後幾度かのやりとりの後、私は彼と彼女の御み名なの正確な発音を習得することに、成功した。

「うん、おっけ。じゃあ、もう言いたいこともないし、これで本当に、さよなら……、ああいや、友だちなんだし、また会おう、かな」

　遠藤様のお言葉に、私は万感の思いで、ゆっくりと言葉をつむぐ。

「本当に、ありがとう。遠藤くん、小林さん。今は、さよなら。いつか……、また会おう」

　涙を手の甲でぬぐって、なんとか笑顔で。私は覚えたばかりの友たちの名と、別れの言葉を、口にした。

「ま、……ま、またねぇ……っ！」

　盛大なしゃくりあげの合間に、べしょべしょに鼻声の小林様のそんなお言葉が、響いた。

　私が思わず吹き出してしまうと、同時に遠藤様も笑う。

　こちらとあちらで、けれど私たちの心は、たしかに通じあっていた。

　それから、すんすんと小林様のすすり泣く音が幾度か響いたのを最後に、春からずっと聞き続けてきたお二方の声は、ぴたりと聞こえなくなってしまった。





────






　神々の実況と解説のお声が届かなくなって二ヶ月と少しがたった。

　冬になり、年が明けて少し。

　私は実況と解説のお声がなくとも、リーゼロッテの真意はかなりわかるようになってきた。

　と、思っていた。

　リーゼロッテは素直じゃないだけで愛情深くて、照れ屋だけれどもそこもまたかわいい。

　そんな風に考えて彼女のすべてをわかった気になって、なにより私たちの気持ちは通じあっているからこの先なにがあっても大丈夫だと。

　そう、思い上がっていたのだ。




　いつも私をはげましてくれていたお二方の声がぱたりと聞こえなくなった当初、私はさびしい気持ちと不安な気持ちでいっぱいになった。

　リーゼロッテのツンな物言いを私一人できちんと読み解くことができるだろうか、また以前のようなぎこちない関係に戻ってしまうのではないかと懸念した。

　けれど一生神々のお声に依存して生きていくわけにはいかないと自分を奮い立たせ、遠い地にいる友たちに恥じぬ自分でいると誓い、リーゼロッテと真しん摯しに向き合ってきた。

　やはりはじめのうちは理解に時間がかかったが、少しずつ自力で彼女の意地っぱりツンの裏に隠された真意デレを読み解けるようになってきていた、と、思っていたのだ。

　けれどここ数日の彼女は、率直に言って、なにを考えているのかさっぱりわからない。




「それでは、下がらせていただきます」

「待ってリーゼ。すこしお茶でも飲んでいかない？」

「申し訳ありません殿下。私、この後は王妃様に呼ばれておりまして……」

　リーゼロッテは愛想笑いを浮かべるとそう言いながら軽く頭を下げ、早足で私の執務室から去っていった。

　ここ数日の彼女は、ずっとこんな調子だ。

　慇いん懃ぎんというか、壁があるというか……。

　今日も、結婚式の打ち合わせのために王城に来ている彼女は、私と歓談どころかろくに目も合わせないまま去っていってしまった。

「ねぇ、リーゼはどうしてあんなに怒っているのかな……？」

　私は大量の書類と向き合っている私の友人アルトゥルに、そう問いかけた。

　私たちの結婚式にあたり、神殿と王城とですり合わせなければならないことが多く、また今回は準備期間も十分に取れていない。

　そこで神殿側の代表としてアルと幾人かの神官たちがこちらにやってきて、私の意向を確認しながらここで事務処理を行ってくれている。本来のやり方からは外れているが、効率を最優先にした結果だ。

　そういった経緯でここにいるアルは、こちらを見もせずに私をあしらおうとする。

「さー、俺には普通に見えたけどー？　マジで忙しかっただけじゃね？　お前もはよ席もどれ。仕事しろ。あ、この山サインな」

　私はアルの示した書類の元へとしぶしぶ戻りながら、ため息を吐ついた。

「いや、態度があからさまにかたいんだよ……。ここ数日、名前すら呼んでもらっていない」

　私がそう告げても、ここのところあっちこっちと飛び回り忙殺されかけているアルは、濁った目をして、手は止めないままに首をかしげている。

「そうかー？　まあだとしたらいわゆるマリッジブルーってやつじゃねーの？　そもそもこういう人目のある場所ではいちゃつかないってのは最低限のマナーっつーか、俺らみたいなひとりもんに対する気遣いっつー気もするし、……心底どうでもいい」

「ひどいな」

「ひどいのは失恋したばっかりで傷心の俺に、よりにもよって結婚式の進行なんか任せるお前らですぅー」

　低い声で親友の漏らした言葉に、私は思わず手を止めて、彼の顔をまじまじと眺めてしまった。

「……なにか、あったのか？」

　彼にここ最近特定の恋人がいた、とはきいていないのだが。

　私の知らないところでアルが苦しい思いをしていたのかと少し血の気が引いた私の耳に、淡々とした彼の声が届く。

「南通りのカフェの看板娘ちゃんが、彼氏の田舎についてった」

　心底どうでもよかった。

　確かにそのお嬢さんについて彼が『ちょーっとあかぬけないけどまたそこがかわいいんだよ！』と、興奮した様子で私に報告してきたことが以前あった。

　しかし、あちらの誰が美人だのそちらの誰が愛らしいのというのはもはや彼の口癖のようなもので、まあつまり、うまくいかなかったことまで含めて通常運転だ。

「それ、別にアルが二ふた股またかけられていたとか、金銭的に被害を受けたとかではないんだろ？」

　私が書類仕事に戻りながらなげやりに尋ねれば、アルもそれほど気にした風ではない表情でうなずいている。

「まあ、確かにそういう意味でダメージくらっちゃいないけど。あの子めっちゃいい子だったし。……あれから頼み込んで何回かデートはしてー、でもまだ清らかな関係でー、貢ごうにも遠慮されちゃってー、いやでもこういう真面目で堅実で純朴な子と結婚とかいいかもなー……、とか妄想してた段階で、かっさらわれた」

　意外なことに、彼にしては珍しく真剣な思いだったらしい。

　とはいえ、もはやこの街を出て行ってしまった相手を悔やんでも仕方ないだろう。

「純真なお嬢さんがお前の毒どく牙がにかかる前だったようで、なによりだ」

　私がわざと鼻で笑いながらそう茶化せば、彼もつられるようにけらけらと笑った。

「ほんっとひでぇなぁ！　お前までそういうこと言う？」

　お前【まで】という言葉にひっかかりを覚えた私が首をかしげアルを見ると、私の視線を受けた彼は、苦い笑みを浮かべた。

「なんかさー、その子が同僚に『アルトゥル様はステキだけど、あの方が私なんかを本気で好きになるわけがないもの……』とかもらしてたって聞いちゃってさー……。俺は俺なりに本気のつもりだったんだけどなーとか思って、とはいえ女の子って勘がするどいしなんか見抜かれてたのかなーとかも思って、まあ、つまり、……意外とめっちゃへこんでるよね」

　アルはがくりとうなだれた。

　その子が特別どうだったというよりは、誰に対しても真剣になれない己の性質に改めて嫌気がさしている、といったところだろうか。

　どうやら今回は本気でへこんでいるらしい親友になんと声をかけたものか、私は迷う。

　同時に、反射的に、今こそ実況と解説のお声が聞こえれば良いのになんて考えてしまった自分に呆あきれていると、ぐっとひとつ伸びをした彼が、にやりと笑った。

「まあ、今はまず、この目の前の山をどうにかしないと、な。さあさくさく手を動かせー。おわんねーぞー。俺はさっさと家に帰りたいぞーっと」

　先ほどから彼が山、山と評しているように、次から次へとこの部屋に持ち込まれる書類は、もはや山と言って差し支えない程度に積みあがっている。

「そんでまあ、さっさと終わらせてさっさとリーゼロッテ様のとこ行ってこいよ。彼女がリラックスできるだろう彼女の自宅あたりで、ゆっくり話し合う時間もった方がいいぜ？　お前も、リーゼロッテ様も、全然関係ないはずなのに巻き込まれて俺までも、ここのところ忙しすぎる。こーんな殺伐とした空間で話せる本音なんかあるわけがないし、お前だって、俺らを待たせながらじゃ、じっくり彼女の話を聴くことなんかできんだろ」

　軽い調子で付け足されたアルの言葉に、なるほどそれもそうだと思い直した私は、気合を入れ直し、山を切り崩していくことにする。

　カリカリというペンの音と紙がめくられる音が支配するようになった空間に、ふいにアルの独り言が大きく響く。

「俺だってきっと、もうちょい足しげくカフェ通う時間さえあればなー……」

「私はその子に関しては、どっちにしろ同じ結果だったと思うよ」

「言うな。自分でもそう思うけど。言うなよ。ちょっと妄想くらいさせろ」

　ちらりと視線をあげたら、アルと目があった。その瞬間互いに肩の力の抜けた笑みが浮かぶ。

「見てろ。俺ほどの男なら、お前の結婚披露宴までにエスコートする相手を見つけることだって、余裕だからな？」

　自信満々にそう笑った彼は、確かに間違いなくいいやつだ。

　本当にいいやつで、見目もよく、私と違って友人も多く人に好かれる性質で、家柄将来性も申し分ないのに、本当に、なんでこんなに毎回毎回うまくいかないんだろうな……？　やはり軽薄だからか……？

　そんな失礼なことを考えた瞬間、なにかを察したらしく、アルの顔から笑みが消えた。

　ええと、とりあえず今は彼を早めに家に帰してやるためにも、さっさと手を動かそう。うん。
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　その日の夜。

　結局リーゼロッテの自宅を訪問できたのは、もう夕飯時をすこし過ぎた頃だった。

　過剰にもてなそうとしてくれるリーフェンシュタールの方々に頭を下げて、どうにかリーゼロッテと二人きりにさせてもらう。

　とはいえ時間も時間であるので、応接間で手短に話をさせてもらうことになった。

　自宅にいるおかげか、昼に見たときよりはいくぶんかやわらかい表情ではあるが、リーゼロッテは私の突然の訪問にすこし困惑しているようだ。

　私とソファに並んで座った彼女は、そわそわと落ち着きない様子でいる。

「ねぇリーゼ、なにか私は君を怒らせるようなことをしたかな？」

　私がそう率直に切り出すと、リーゼロッテはふしぎそうに小首をかしげた。

「怒ってなどおりませんが……。ええと、私の態度に、なにか失礼でもありましたか……？」

「いや、失礼なんてないよ。一切ない。一切ないんだけど……。でも、その、そのあまりに隙のない感じがするというか……」

　私の曖あい昧まいな言葉を聴いたリーゼロッテは、ますます深く首をかしげている。

　そのふしぎそうな表情に、アルの言った通り、忙しかっただけかもしれないと一瞬思った。けれど即座にいや絶対になにかがあったはずだと思い直す。




　なぜならここ数日のリーゼロッテは、ぜんっぜんツンツンしていないのだ。




　ふわりと微笑ほほえんで、さらりとかわして、本音はけして悟らせない。それは貴族社会の皆が当たり前にやっている行動で、私自身骨身に染み付いている癖ではある。

　けれどリーゼロッテは、少なくともプライベートにおいては、そんなつまらない人間じゃない。もっとかわいらしい人だ。

　だからここ最近のリーゼロッテは、間違いなくなにかがおかしい。

　そう思い直した私は、ひとつ息を吐いてから、あらためて食い下がる。

「ここ最近の君はなんだか他人行儀というか冷たいというか……、まるで私のような噓うそくさい笑顔ばかりをうかべてる、でしょう？」

「そんな……、殿下の笑顔は噓くさくなんてありませんし、その……」

「いや、さすがに自分でもわかってるよ。私の笑顔がうすっぺらいことなんか。まあお互い立場があるから公の場ではある程度しょうがないけど、リーゼは、少なくとも学園で私と顔を合わせていたときは、もう少し気安く接してくれていたでしょう……？」

「ええと、その、それは以前の私の態度があまりにも礼を失していたというか……」

　私が畳み掛けると、リーゼロッテは言葉をつまらせた。

　そのときふいに、小林様と遠藤様のお言葉が、聞こえた──ような気がした。

「リゼたんは怒っているというよりは、どこか気落ちしているような印象を受けます」

「なにかを反省して、結果態度が硬くなっている……？　もしや、誰かになにかを言われたのでは!?」

　もちろん実際に聞こえたわけではない。きっと彼女たちの声が今届けばこんなことを言うに違いないと、私の脳内で自動的に展開されただけだ。

　けれど、私は確かに、その声に背中を押される。

「リーゼが私に礼を失するだなんて、そんなことはあり得ない。私と君は結婚を間近に控えた婚約者同士で、対等な立場であるべきだ。敬語だって本当は必要ない。むしろ私がなにか間違っていたら、君はそれを[image: ]り、正さなければいけない。君に、私に対して礼を尽くすべきだなんて言う者がいたら、それはその者の方が間違えている」

　私はリーゼロッテをまっすぐに見つめて、そう強く断言した。

　するとリーゼロッテはうつむいてしまったので、私は、彼女のつむじにむかって愚痴をもらす。

「というか、恋人同士のプライベートで、礼だのなんだの言われると単純にさびしい。だからリーゼがたまに私に気安く接してくれると、かわいくて嬉うれしくて仕方ないんだけど……。私は今、うちのかわいい婚約者に余計なことしたやつは誰なんだとすら思っているよ……」

　我ながら、子どもっぽい、すねた言い回しになってしまった。

　けれどそんな素直な私の言葉はリーゼロッテには効果的だったようで、ぱっと顔をあげてくれた。

「ええと、その……、たしかに、少し思うところがございまして、態度を改めておりました」

　おずおすと語りだしたリーゼロッテの言葉に、自分の眉み間けんにくっきりと皺しわがよったのがわかる。

「思うところって、どうして？　誰かになにか言われたの？」

「いえ、誰になにを言われたというわけではないのです。ただ、先日新年の挨あい拶さつでそちらに伺った際に……」

　リーゼロッテはそこで言葉を切り、うろうろと視線をさまよわせ、言葉をさがしているようだ。

　私が首をかしげてリーゼロッテをみつめていると、やがてリーゼロッテは観念したかのようなため息とともに、口を開く。

「……フィーネが、あっという間に城の皆と打ち解けていたんです」

　先日、年が明けてすぐのこと、リーフェンシュタール家のみなが王城に挨拶をしに来てくれたことがあった。

　その際にフィーネがあっという間にその場に馴な染じんでいたことは、私も確かに記憶にある。

「私は幼少期から、王城に出入りさせていただいておりました。殿下とお会いして、王妃様の指導を受けてと。それで、いつしか城のみんなには敬意を表されるようになってはおりますが、何年通おうと、あんな風に心からの笑顔を向けられることは、なくて……」

　ぽつぽつとリーゼロッテが語った言葉は、事実だ。

　リーゼロッテは、自分にも他人にも厳しい性格と冷たい印象を与える美び貌ぼうからか、気安い笑顔を向けられるような人物ではない。

　対してフィーネは、元々市井で暮らしていたためか、どんな立場の者も萎い縮しゆくさせない雰囲気がある。娘や妹のようにかわいがられる傾向があるようだ。

「まあ、確かにフィーネ嬢の人たらしっぷりは、すごいよね。だけどそれはあの子の個性で、リーゼはまた違った個性で魅力的だと思うけど……」

　私がそう告げても、リーゼロッテは気落ちしたような表情のまま、ゆるゆると首を振る。

「あの子は周囲を笑顔にできる。皆に愛される。きっと、国民にも。だからあの子の方が王妃にふさわしいと、誰かが言うのでは、と。不安になって。フィーネや殿下のように人に好かれる性質を持ちたくて……。それで、殿下のように振る舞えたら、と……」

　私のような噓くさい笑顔、というのは、どうやらわざわざやっていたことだったらしい。

　しかし、それは少し奇妙なような気がする。

「フィーネのように、とは思わなかったの？」

　私がそう尋ねると、リーゼロッテは即座に力強く首を振った。

「無理でした。三秒で諦あきらめました」

「さんびょう」

「まずは鏡の前で彼女のようにこう、にこーっと全開で笑ってみようと試みてはみたのですが、どうにもあれは、うまくできなくて……」

「……ちょっと、今やってみて？」

　好奇心に負けた私がそう頼むと、リーゼロッテは少しばかり逡しゆん巡じゆんした後、大きく口を開け、思い切り口角を上げるフィーネのような笑顔を……しようとして、失敗した。

　あー！　うちの婚約者は、笑顔がへたくそかわいい！　世界一かわいい！

　引きつったせいでかえって怒っているのかと不安にさせるタイプの笑顔を披露したリーゼロッテに、そう叫びだしたい衝動をどうにかこうにか堪える。

　叫んではいけない。笑ってもいけない。

　彼女はいたって真剣なんだ……！

　私の内心の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、単純に笑顔を失敗したことが恥ずかしくなったのか。

　顔を赤くしたリーゼロッテはふるふると首を振り、何度か咳せき払ばらいをした。

「そ、それで、控え目な笑みであれば私でもなんとかできますから、殿下のように物腰やわらかに、丁寧に丁寧に、笑顔で笑顔でと心がけていた次第です。そう意識をしすぎて、ちょっと、態度がかたくなっていたのかもしれません……」

　なるほど、そういうことか。

　しかしこれは、悩ましいな。

　彼女のその方針は、間違っている。

　けれどその間違っていると断言できる根拠は、たいへんに言葉にしづらいことだ。

「うーん……」

　まあでも、言うしかない、よな。

　そう思い直した私はひとつ深呼吸をすると、リーゼロッテに宣言をする。

「私は今から、ひどいことを言うね」

「……ひどいこと、ですか？」

「うん。これを言ったら、私は君に愛想を尽かされてしまうかもしれない」

「ありえません」

　内容も聴かないうちにそう食い気味に断じてくれたリーゼロッテの好意に、私はすこしくすぐったい気持ちになった。

　そのよろこびに背中を押されるかたちで、私はとてもひどい事実を、彼女に告げる。

「ふふっ、ありがとう。じゃあ、言うね。あのね、私は君がたまに不機嫌な表情になったり、ときに厳しく周囲の指導をしたりするせいで、君がすこしこわい人だと周囲に思われているのがね、……正直、とってもありがたいんだ」

「……へ？」

　リーゼロッテは虚を衝つかれたかのようにぽかんとしている。

　そんな彼女に、私はことさらゆっくりと事実を告げていく。

「私だって快不快や好き嫌いは、なくはないんだ。けれど、そういうのを表に出すなと教育され続けてきた。そのせいか、根がぼんやりしているせいか、なにごとにおいても反応が遅い。特に、とっさに反射的に怒る、ということができない。だから、私の代わりにリーゼが怒ってくれたりすると、すごく嬉しいし、助かる。つまり、リーゼの物腰がそれほど柔らかくないという事実は、君の隣に立つ私を、大いに助けてくれているんだよ」

　私はそこまで言い切ってから、自分で自分に呆あきれてしまい、ため息を吐いた。

　我ながら、なんてひどい男だろうか。

　リーゼロッテに嫌な役目をおしつけて、彼女を利用して、自分は美味おいしいところだけを享受して……。私の行動は卑ひ怯きようそのものだ。

　彼女に呆れられて嫌悪されてしまうかもしれない。

　その懸念が、このことを言葉にしづらかった理由だ。

　けれどこのままリーゼロッテが彼女らしくなくあるくらいならば、私が呆れられて嫌われたほうが、よほどマシだ。

　私はもう一度ゆっくりため息を吐いてから、言葉もなく呆ぼう然ぜんとしたままの彼女に、語りかける。

「私はいわば君の陰に隠れているような、情けない男なんだ。この城の人間は皆、私が外部の人間に侮られやすい性質で、しかも実は間抜けだと知っているから、君くらいしっかりとした妃きさきを得ることを心から望んでる。フィーネ嬢はたくさんの親愛の情を獲得しているけれど、リーゼに対してあつい敬愛の情を抱いている者の方が、絶対に多いと思うよ」

　まだ動きをとめたままの彼女に笑みをこぼしながら、私は続ける。

「うちの母なんて『ジークがいないリーゼロッテちゃんはむしろ安心だけれども、リーゼロッテちゃんがいないジークなんて、他国の人間の前にはとても出せないわ』とまで言っていた。父も君を妃にできなければ、私に王位を継がせるわけにはいかないってさ」

　まあ創世の女神リレナを復活させた聖女ともなればという側面もあるが、リーゼロッテのことをたいへんに気に入っている両親の意見は、以前から変わっていない。

「皆様が、そんな風に、私のことを……」

　リーゼロッテはそう言うと、じわりとその目に涙を浮かべた。

　私はすがるように彼女の手を握り、告白する。

「私だって、もう君のいない生活なんて、考えられない。どうかお願いだから、君は君らしく、私の隣にいてよ」

「ジーク……」

　ようやく私の名を呼んでくれた彼女は、嬉しげな表情でそっと私の手を握り返してくれた。

　私は密ひそかに、安あん堵どの息を吐く。

　……よかった。

　どうやら私の情けない部分まで受け入れてもらえたらしいことも嬉しいが、彼女が今後無理をしないでいてくれそうなことが、なによりだ。

　やっぱり、ツンデレてるリーゼロッテが最高にかわいいし。

　とは、言葉にしなかったはずなのに。

　なぜかそう考えた瞬間、ギロリとリーゼロッテににらまれた。

「……ジーク？　今、なにか変なことを考えませんでしたか？」

　アルといいリーゼロッテといい、えらく察しがいい。というか、私がわかりやすすぎるのかもしれない。

　……少し前までの私は、なにを考えているのかいまひとつわかりにくい、なんて、母にすら言われていたのに。

　私も、遠藤くんと小林さんたちのおかげで、少しは変われたのかな。

　そう考えたらふしぎと愉快な気持ちになって、心から笑う。

「別に、リーゼはやっぱり最高にかわいいなぁって思ってただけだよ」

「も、もうっ！　そんな笑顔でごまかせるとお思いですか！　かわいい、だなんて……！」

　瞬時に顔を赤くして、リーゼロッテはつないだ手を引っ込めようとする。

　彼女の手を放すまいと静かに抵抗していたら、なんだかふざけあっているかのようになってきてしまった。

「ふっ、ふふふふふっ……！」

　リーゼロッテもなんだか笑えてきてしまったようだ。

　指先の攻防はもはや力なく、私たちはまさしく戯れながら、互いに笑う。




　ああ、しあわせだ。




　願わくばこの愛らしい人と、こんな風にずっと笑いあって生きていきたい。

　遠藤くんと小林さんの気づかせてくれた彼女のかわいらしさといい部分を、彼らのお声がなくとも、決して見失わずにいられるように。

　遠い異界にいる彼らに、私は祈った。
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　あれからも、リーゼロッテの強がりがあまりに難解で、困惑することが幾度かあった。

　けれどリーゼロッテにも一呼吸置かせてゆっくり本当の気持ちを聞き出したり、私もきちんと自分の頭を使って考えたり。

　そうして神の声なしに過ごした日々は、私たちの愛をより深めてくれたように思う。

　いよいよ今日が、私とリーゼロッテの、結婚式のその日だ。




「リーゼロッテ、入るよ？」

　すこし緊張しながら、私はドレスアップを終えたというリーゼロッテの待つ控え室へと足を踏み入れた。

　そこには花嫁の仕度を手伝った、たくさんの人物がいる。けれどその、その他大勢など、かすんでいるかのようだ。

　中央で、恥ずかしげにみなの褒め言葉を受けているリーゼロッテの、輝いているかのような美しさは、神々しいほどだ。そう、これはまさに……。

「……女神」

「はいなんでしょう！」

　私がリーゼロッテの姿に漏らした感想を、居合わせていたらしい関係のない外野がひろった。

　いきなり私とリーゼロッテの間に割って入ってきたリレナをどかしながら、私はリーゼロッテに伝える。

「ちがう。リーゼが女神のように美しいと……、いや、リーゼはリレナなんかよりもはるかに美しい……。困った。私は君の美しさをなにに喩たとえたらいいのか、わからない……！」

　私が悔しい気持ちでそう叫ぶと、リーゼはふいと目をそらした。

「殿下、いくらなんでも、それはリレナ様に対して失礼というものですわ。もちろん、今日は私がいちばん綺き麗れいだと、あなたには言ってほしいです。けれどリレナ様をけなすような言い方は、いかがなものかと」

　怒ったような声と表情、そらされた視線。しかしその直前に、わずかに彼女の口角が上がっていたのを、私は見逃さなかった。

　婚約者の愛らしさに目を細めていると、どかされたはずのリレナが再び私の視界を遮る。

「リーゼロッテ様優しい……！　それにひきかえなんですジークさんは！　前から思ってましたが、あなた私のことちっとも敬ってませんよね!?」

「私の主神は遠藤くんと小林さんだ。私は私の友たる二人以外、あがめない」

　詰め寄ってきたリレナにそうきっぱりと断言すると、彼女は地団駄を踏む。

「私創造神なのに……！　私がいなければ、そもそもリーゼロッテ様だってジークヴァルトさんだって、存在してすらいないのにぃ！」

「過去の実績しか威張るものがないとは、哀れだな。そういうのを、老害と呼ぶのだったかな？」

　私が冷笑とともにそう言うと、リレナはがくりと床に膝ひざをついた。

「王子様らしからぬ言い回しまで用いてディスられた……！　ち、ちくしょう……！」

　しばし四つんばいで床を叩たたいて悔しがる彼女を、やっぱり神殿の彫刻は少なくとも立像じゃないほうがこの方らしいんじゃないかななんて思いながら眺めていると、ふと、不気味な笑い声が聞こえてきた。

「……ふふふ、でも、今日はそんなジークヴァルトさんも、私に思わず感謝しちゃいますよ。なんなら崇あがめ奉りたくなっちゃうかも！」

　ゆらりと立ち上がり、調子にのった言葉を口にしながら、リレナはなにやら魔力を膨らませ、魔法を展開させていくようだ。

　彼女を中心に、白金に輝く光が宙を舞う。

「それでは、とくとご覧あれ！　創世の女神リレナ、一世一代の大魔法です!!」

　彼女は歌うようにそう言って、踊るようにくるりとまわった。

　彼女の周囲をいっしょにまわった光は中空に舞い上がり、きらきらきらと、二つの像に収束していく。




　やがて姿を見せたのは、半透明の一組の男女。

　年のころは私と同じくらい、いや、きっと一歳年下なのだろう。

　壮健そうな男性と、愛らしい女性。

　かたく手をつないだ二人は、驚いたような、嬉うれしげな表情をしていた。私もたぶん、同じ顔をしている。

「久しぶり！　いや、はじめまして？　そっちにとっては、はじめましてかな？」

　そう言って小首をかしげた彼女の声は、ああ、間違いない、小林様だ！

「え、これまだ親族控え室とかじゃねーの？　俺ら今からいていいわけ？」

　不安げに遠藤様は言ったが、なんの問題もない。

「お久しぶりです、小林様、遠藤様。リレナもここにリーゼロッテに祝福を与える神としているのですから、なんの問題もありません。むしろ、ようこそおこしくださいました」

　私がそう挨あい拶さつをすると、なぜかお二方ともムッとしたような表情になった。

「様とかいらんし！」

「敬語もやめてくれ……」

　息のあった二人の言葉に、私は恐縮するよりも先に、笑ってしまった。

　先ほど敬意を払われないことに四つんばいになってまで悔しがっていたリレナとは、器が違う。

「ごめん。間違えた」

　私がそう言って頭を軽く下げると、小林様は満足そうに笑い、口を開く。

「そうそう。私たちは、もう友だち、でしょう？」

「そうだね、少し気楽に、接させてもらおう。私たちはもう、友だち同士だから。ただ同時に、私にとってはあなた方こそが、いちばんに尊い神だから。私たちを見守り、心をくだき、言葉を与え、正しく導き、そうして今日のこのよき日を、私たち全員で迎えさせてくれた。そんな偉大な友のこと、敬愛するなという方が無理だよ」

　私がそう言葉にすると、遠藤様は恥ずかしげに頰をかく。

「なんか、恥ずかしいなー。俺ら、今やちょっと運がいいだけの、ただの高校生だし」

「そうそう。王子さまの結婚式なんてなに着てきたらいいのかわからなくて、無難に制服に落ち着いた程度の小市民だよ……」

　続いた小林様の言葉に、事前にわかっていればこちらで衣装を用意したのにと悔しい気持ちになる。いや、用意しても着ていただくことは不可能そうな気がするが。半透明だし。

　ふと、今こちらの世界で間違いなくいちばん美しいリーゼロッテが、呆然としていることに気がついた。

　ああそうか。二人はずっとリーゼロッテを見守っていた。だが彼女は二人の声を聴くのすらも、これが初めてだ。私から紹介すべきだろう。

「……この、声。この、お姿……」

　ところがただそれだけを口にしたリーゼロッテの頰に、つ、と涙が一筋流れた。

　ぎょっとした表情で、小林様が叫ぶ。

「うぇえ!?　なんでリゼたん泣いてるの!?　はやいはやいはやいよ！　涙は両親への手紙くらいまでとっとこ!?」

「こっちの結婚式にもあるのか？　そのターン」

　ない。

　遠藤様の言葉に心の中で答えながら、私はリーゼロッテの涙を、そっとハンカチでぬぐった。

「リーゼ、この二人は、異界の神、実況の遠藤くんと解説の小林さんだよ。二人は古いにしえの魔女から君を守ってくれた。そして君が世界でいちばんかわいいなんていう当たり前のことすらわかっていなかった私を、導いてくれた。私たちの恩人で、私の大切な友人だ」

　私の言葉を聴いたリーゼロッテは、感慨深げにうなずいた。

「存じております。私、この方々の、夢を見ましたの。ただの夢と思っていたけれど、ただの夢ではなかった夢を。……お久しぶりに、ございます」

　思いがけない言葉に首をひねった私の目の前で、リーゼロッテと小林様は、意味深に目と目を見合わせ、うなずきあった。

　リーゼロッテは佇たたずまいを直すと美しい所作でドレスの裾すそをつまみ、優雅に膝を折り頭を下げる。

「本日は、ようこそおこしくださいました。お二方には様々なご恩があり、もはやなにから感謝したら良いのかわからないほどです。ですが第一に、こうしてお会いできたことに感謝します。……ありがとう、ございます」

　そう言ってからゆっくりと顔をあげ微笑んだリーゼロッテの頰にも瞳ひとみにも、もう涙はなかった。

　珍しくやわらかな彼女の笑顔に、小林様は一瞬見み惚とれたように硬直する。それから恐縮したように震え、口を開く。

「いやいやいや！　私たち、ただのリゼたんのファンだし！」

「そうそう。リーゼロッテをどうにか助けたくて悪あがきしてただけの、ちょっと放送部員なだけのただの高校生だから」

「……ファン？」

　小林様と遠藤様の言葉に、リーゼロッテは首をひねった。

「もうリゼたんのツンデレっぷりがかわいくてしゃーなくてさ！　こーんなにかわいいんだからわかってよジーク！　って叫んでただけのリゼたんファンなんだよね、私たち」

「いやほんと、こんないい子を乗っ取ろうとか最悪にも程があるだろ、古の魔女」

　小林様はリーゼロッテに、遠藤様はリレナにむかってそう言った。

　瞬間リレナは速やかに滑らかに土下座をし、リーゼロッテは叫ぶ。

「そんな、私はかわいくなんて……。そう言えばさっき、ジーク、さりげなく世界でいちばんとか、……ああ、もう、よってたかってからかわないでくださるかしら!?」

　私と、小林様と、遠藤様。リーゼロッテを愛めでる者たちは、ちらちらと目を見合せ、そして同時に、笑った。




　やっぱり、この上なくかわいいじゃないか。




　こうして三柱の神々が参列し祝福をしたこの結婚式は、わが国の歴史書の、【実況の遠藤くんと解説の小林さん】がもたらした数々の奇跡と偉業の一節に、誇らしげに、書き加えられるのだった。
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　まずは、この本をお手にとっていただきありがとうございます。恵えノ島しますずです。

　はじめましての方、はじめまして。そしてこの本は２巻なので、ぜひ無印の『ツンデレ悪役令嬢リーゼロッテと実況の遠藤くんと解説の小林さん』も読んでやってください。

　お久しぶりですの方、お久しぶりです！　おかげ様で２巻出ました！　ありがとうございます！

　本作はこの巻で完結です。２冊だけとは言え、完結まで本の形で世に出せたことは、本当にしあわせなことだと思います。１巻をご購入いただいた皆様、本当にありがとうございました。

　イラストを担当してくださったえいひ先生にも感謝しております。各キャラクターたちがみんないきいきとしていて、さりげない小物までかわいい、本当に素敵なイラストを付けていただきました。ありがとうございました。

　また、本作のコミカライズがこの６月から、B's-LOG COMIC様などで連載開始しております。そちらの作者の逆さか木きルミヲ先生にも、心からの感謝を。原作者の私がなにこれ面白いと新鮮な気持ちで楽しめるほどの素敵なコミカライズのおかげで、たくさんの方に原作にも興味を持っていただいているようです。ありがたや。

　一応２冊目のはずなのに、無印に引き続きお手数をおかけしまくりました、担当Ｏ様をはじめとするカドカワＢＯＯＫＳ関係者の皆様、本当にお世話になりました。ありがとうございます。

　やっぱりあれこれ泣きついて相談した友人たちと、家族と、愛犬ミルクにも、ありがとう。

　ところで最終巻のあとがきに書くのもあれなんですが、本作はタイトルがすごく長いです。友人のわんたんめんちゃんが考えてくれた【ツンリゼ】、この略称が定着したらいいなーと思います。

　まあ小説は最終巻なのですが、コミカライズは連載開始直後です。しかも実はツンリゼ、まだまだ頑張ります！　【ボイスドラマ化企画】始動しました！

【ツンデレ悪役令嬢リーゼロッテの声が聴きたい！】企画です！

　クラウドファンディングで皆様から資金を募り、ご支援いただい方々向けのボイスドラマを制作する企画です！

　基本のリターンはボイスドラマのフル音源ですが、それ以外にも、支援額に合わせて様々なリターン品が用意されています。私もキャラの後日談を書きおろす予定です！　ご興味を持たれた方、まずはカドカワＢＯＯＫＳ様公式ＨＰの編集部ブログをぜひご確認ください。




　ツンリゼ原作はこれで完結ですが、またどこかでご挨拶する機会が実現すれば幸いです。

　そんな願望も交えまして。




　それではまた。どこかで。



















ツンデレ悪あく役やく令れい嬢じようリーゼロッテと実じつ況きようの遠えん藤どうくんと解かい説せつの小こ林ばやしさん
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